
 

 

 

 

大分県工事監督基準 

 

 

 

 

       大分県工事監督基準表 

         工事施工チェックマニュアル 

              指示・承諾・協議一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

                   令和８年４月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             大分県土木建築部 

             大分県農林水産部 

       



 

目 次 
 

 

大分県工事監督基準・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ - 1 

 

大分県工事監督基準表 

留意事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ - 4 

大分県工事監督基準表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ - 5 

指示・承諾・協議書（振興局用） ・・・・・・・・・・・・・・・・・ -14 

指示・承諾・協議書 （土木事務所用）・・・・・・・・・・・・・・・・ -15 

工事監督報告書 （振興局用）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -16 

工事監督報告書（土木事務所用）・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -17 

 

工事施工チェックマニュアル 

    工事施工チェックマニュアル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・-18 

 

指 示 ・ 承 諾 ・ 協 議 一 覧  

留 意 事 項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-30 

第 １ 編 共 通 編 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -31 

第 ２ 編 材 料 編 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -38 

第 ３ 編 土木工事共通編 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -39 

第 ４ 編 港 湾 編 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -48 

第 ６ 編 河 川 編 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -53 

第 ７ 編 河川海岸編 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -57 

第 ８ 編 砂 防 編 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  -59 

第 ９ 編 ダ ム 編 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -61 

第 10 編 道路編 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -64 

第 11 編 農業農村整備編 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -75 

第 12 編 森林土木編 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -85 

第 13 編 漁港漁場編 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -87 

区画線設置工事 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -93 

植栽工事 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -93 

 



             大 分 県 工 事 監 督 基 準 

  

１．目  的 

 この基準は地方自治法及び大分県公共工事契約約款等に基づき、土木請負工事の監督 

基準を示し監督業務の的確な執行を図り、もって契約の適正な履行を確保することを目 

的とする。 

 

２．監督の方法 

  監督の方法は以下の（１）～（８）によるものとする。 

 監督に際しての確認事項、確認方法及び確認時期は「大分県工事監督基準表」を基本と

し、工事内容に応じて適宜追加する。 

 併せて、「工事施工チェックマニュアル」及び「指示・承諾・協議一覧表」を参照し、 

監督事項に遺漏のないように努める。 

   

（１）指  示 … 契約図書の定めに基づき、監督員が受注者に対し、工事の施工上 

         必要な事項について書面により示し、実施させることをいう。 

（土木工事共通仕様書 第 1 編 1-1-2 共通-2 頁） 

（２）承  諾 … 契約図書で明示した事項について、発注者若しくは監督員または 

         受注者が書面により同意することをいう。 

（土木工事共通仕様書 第 1 編 1-1-2 共通-2 頁） 

（３）協  議 … 書面により契約図書の協議事項について、発注者または監督員と 

         受注者が対等の立場で合議し、結論を得ることをいう。 

（土木工事共通仕様書 第 1 編 1-1-2 共通-2 頁） 

（４）把  握 … 受注者が提示した資料により施工状況、使用材料、提示資料の内容 

         について、監督員が契約図書との適合を自ら認識しておくことをいう。 

（５）受  理 … 契約図書に基づき受注者の責任において監督員に提出された書面 

        （報告、提出、通知等）を監督員が受け取り、内容を把握することを 

         いう。 

（６）確  認 … 契約図書に示された事項について、監督員、検査員または受注者が 

         臨場もしくは関係資料により、その内容について契約図書との適合を 

        確かめることをいう。 

                      （土木工事共通仕様書 第 1 編 1-1-2 共通-3 頁） 

（７）立  会 … 契約図書に示された項目について、監督員が臨場により、その内容 

        について契約図書との適合を確かめることをいう。 

（土木工事共通仕様書 第 1 編 1-1-2 共通-4 頁） 

（８）段階確認 … 設計図書に示された段階において、監督員が臨場等により、出来形、 

          品質、規格、数値等を確認することをいう。 

（土木工事共通仕様書 第 3 編 1-1-1 土共-3,4 頁） 
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 ＜大分県工事監督基準表＞ 

      上記の監督方法のうち 確認、立会、段階確認について具体的に監督 

      のポイントを示した。 

  ＜工事施工チェックマニュアル＞ 

      主に現地確認を行う場合の検測の要領を示した。 

 ＜指示・承諾・協議一覧表＞ 

      主に指示、承諾、協議として書類審査によるものについて、土木工事共 

      通仕様書から指示、承諾、協議、確認、受理（提出、報告、通知、連絡）、 

      把握（提示）が必要とされたものを書き出した。 

 

  

３．監督員の業務 

 （１）監督員は大分県公共工事契約約款を遵守し、現場代理人及び主任技術者（監理技 

   術者）との連携を図り、契約の適正な履行の確保に努めなければならない。 

 （２）監督員は、受注者に対する指示、承諾又は協議の処理、工事実施のための詳細図 

   の作成および交付、受注者が作成した図面の承諾を行い、又、契約図書に基づく 

   工程の管理、立会、段階確認、工事材料の試験又は検査の実施（他のものに実施 

   させ、当該実施を確認することを含む）を行うものとする。 

  

４．監督後の処理 

   監督員は監督の方法のうち（１）指示（２）承諾（３）協議については「指示・ 

  承諾・協議書」（別紙様式）によって行うものとし、記録、整理しておく。 

   なお、「指示・承諾・協議書」は監督員（正）と受注者（写）の双方で保有する 

  ものとする。 

   （６）確認（７）立会（８）段階確認については、必要に応じて「工事監督報告書」 

  （別紙様式）に記録し、監督員相互の情報の連携を図る。 

   ただし、受注者より「指示・承諾・協議書」の様式で提出された場合については、 

  「工事監督報告書」に替えることができる。 

また、現場技術員が臨場した場合には、現場技術員が監督職員へ報告する資料は、 

現場技術員が自ら作成する。 

   なお、重要事項は所属長の判断を仰がねばならない。 

 

５．臨場と机上確認 

   監督の方法のうち（６）確認（書面によるものを除く）（７）立会（８）段階確 

  認については現地の臨場を原則とする。 

   ただし、都合により監督員が現地に臨場できない場合で、受注者から提示された施

工管理記録、写真等の資料により監督員が確認できる場合には、机上確認とすること

ができる。 
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６．机上確認にあたっての留意事項 

・現地への臨場が原則であり、安易に机上確認とすることがないよう注意すること。 

  ・監督員には、現場技術員を含む。 

  ・都合により臨場出来ない場合とは、閉庁日に段階確認となった場合を含む。 

  ・段階確認が複数回に分かれる場合、その全てを机上確認としないこと。 
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大分県監督基準表



工事監督基準表の適用にあたっての留意事項

   基本的に各事業の工事編を優先適用とするが、記載のないものについて

は、各工事編を適用するものとする。

・土木建築部発注の工事については、第4編～第10編を優先とする。

・農林水産部発注の工事については、第11編～第13編を優先とする。
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大分県工事監督基準表

確　認 確　認

方　法 時　期
１．ＢＭの確認
２．仮ＢＭの水準高、個所数・設置状況
３．本BMから仮BMへの閉合差
１．中心線・法線の位置の確認
２．基準点、トラバー杭の確認（閉合差）
３．控杭の設置状況、在来地盤との整合性
１．中心線からの距離、設置位置
２．高さ、法勾配
３．在来地盤との整合性、土質の変化への対応

用地境界 位置
第6編
　1-12-2

第11編
　1-8-2

１．境界杭の位置、適切な配置、表示の方向 確認 設置後

１．品質・規格、寸法の適否
２．品質証明書の確認

１．受注者→（リサイクル計画を説明）→発注者へ
２．受注者→（契約書に添付）→発注者へ
３．発注者→（通知）→県（知事）又は市長へ
４．受注者→（完了後、報告書）→発注者へ 施工後
５．受注者（元請業者）→（指導をチェック）→下請業者 施工中

現場内利用 １．小割の最大粒径、チップ化、混合状況 確認 施工中

１．マニフェスト原本との照合 施工後
２．一時保管…元請が保健所へ報告、看板掲示の有無 施工中

リサイクル推
進計画書

１．担当が作成し、設計審査担当者（課長等）がチェック 確認 契約前

２．受注者が作成（100万円以上）

３．計画書を監督者がチェック
４．工事後、受注者がコブリスに入力
（監督員は内容を確認し、受注者から提出される工事登録証明
書を保管）

施工後

１．受注者が作成し現場に掲示 確認 施工中

１．残土処理場の土地所有者、権利関係
２．運搬距離、運搬経路等
１．過積載の有無、異物（産廃）混入の有無
２．処理の条件、流れ出し等周囲への影響
３．残土敷き均しの状況
１．「確認結果票」（様式３）の作成　→　発注者へ
２．「土砂運搬に関する通知書」（様式４）の作成　→　発注者へ

施工中
検査時

１．沈下量（打止め管理）、支持地盤の確認、先端処理

２．配列の確認、偏心量、鉛直度

３．杭長、矢板長、掘削長、基準高

１．試験杭の施工（杭径、杭の肉厚） 試験杭施工時

２．杭頭処理状況 杭頭処理完了時

３．杭のカットオフ、現場継ぎ手（溶接欄を参照） 確認 施工中
１．杭頭処理状況 杭頭処理完了時
２．材料及び配筋等 鉄筋組立て完了時

３．コンクリート打設量、打設方法、汚濁処理 確認 施工前、施工中

１．土質の状況、変化位置 土（岩）質の変化した時
２．使用材料及び配筋等 鉄筋組立完了時
３．使用材料及び使用量 グラウト等注入時
４．余掘と隙間のグラウト等の充填量、裏込注入圧の管理 グラウト等注入時
１．試験杭の施工による杭長決定の管理方法 施工時
２．杭頭処理状況 杭頭処理完了時

３．建て込み位置のズレや傾斜、頂部の処理、
　　管内の土砂取り除き
４．杭の継ぎ手方法（溶接欄参照）
１．使用材料、施工位置 鉄沓据え付け完了時

２．支持層 本体設置前
（ｵｰﾌﾟﾝｹｰｿﾝ）

３．土質の状況、変化位置 掘削完了時
（ﾆｭｰﾏﾁｯｸｹｰｿﾝ）

４．使用材料及び配筋 土（岩）質の変化した時

鉄筋組立完了時

１．土質の状況、変化位置 土（岩）質の変化した時

２．基礎地盤の地耐力 床堀完了時

３．基礎工の状況、各部寸法、配筋 鉄筋組立完了時

４．継ぎ目の施工（付着、水密性、段差） 確認 施工中

１．土質の状況、変化位置 段階確認 土（岩）質の変化した時

２．形状、寸法と勾配

３．接続状況、間詰と漏水

１．土質の状況、変化位置 土（岩）質の変化した時

２．基礎材質、基面が平滑、締固め状況

３．支持地盤の地耐力（平板載荷試験） 確認

１．法線、丁張、取り上げ寸法の位置

２．曲線の処理（調整コンの状況）

３．基礎の床堀（基面がドライで平滑） 段階確認 床堀完了時

４．胴込、裏込厚、締固め状況、勾配、水抜きパイプ、
　　吸い出し防止シート

確認 施工中

１．材料のかみ合わせ連結

２．裏込材の吸い出し防止

土質の状況 １．基礎地盤の地耐力 床堀完了時

出来形 ２．形状、寸法、配筋（プレキャストを除く） 鉄筋組立完了時

擁壁工
（プレキャスト・Ｒ
Ｃ）

第3編
　　2-15-2

第11編
　6-11-2.3

段階確認

ブロック積・張
（石積、張）工

施工状況

第3編
　　2-4-3
　　2-5-1
　　2-5-3
　　2-5-5

確認 施工中

緑化ブロック・
プレキャスト法
枠・かごマット

（根固・水制
工・沈床工・
捨石工）

第3編
　　2-3-26
　　2-5- 4

確認 施工中

構造物基礎工
（栗石、砕
石、砂）

第3編
　　2-4-1
　　2-4-3

第11編
　　1-3-5

段階確認

施工中

排水工（管渠） 施工状況
第10編
　　1-10-4

第11編
　　6-7-2 確認 施工中

施工中

ｵｰﾌﾟﾝｹｰｿ
ﾝ
ﾆｭｰﾏﾁｯｸ
ｹｰｿﾝ

第3編
　　2-4-7
　　2-4-8

段階確認

函渠工
（ボックスカル
バート）

施工状況
第10編
　  1-  9-7
　　1-10-4

第11編
　  6-7-3

段階確認

第3編
　　2-4-5

段階確認

深礎工
第3編
　　2-4-6

段階確認

鋼管矢板工
第3編
　　2-4-9

段階確認

確認

一
　
般
　
施
　
工

基礎工

施工状況
（共通事項）

第3編
　　2-4-4

段階確認

打込時
打込完了時
掘削完了時
施工完了時

既製杭 〃
段階確認

場所打杭

建設
発生土

大分県建設リサイクル
ガイドライン

確認 施工中

３．「土砂受領書」（様式5）又は「土砂搬出及び受領証明書」（様
式６）の受領又は作成  →　発注者へ

確認

施工前

再生資源利用［促進］計画
様式（現場掲示対応版）

建設発生土

残土処理場

通知 確認 着手前

〃 確認 施工中

〃
確認

〃

＜具体・行動＞

大分県建設
リサイクル

ガイドライン

大分県建設リサイクル
ガイドライン　別紙３

再生資源利
用促進計画

書

〃
様式1,2

確認

　　　　　使用前
（ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品を含む主要材料は施工計画協議時に十分
打合せを行い臨場をもって品質確認を行うよう努める）

建
設
副
産
物

建設リサイクル
法
＜位置付け＞

土木工事500万
円以上で特定
建設資材（コ
ン、鉄コン、Ａ
ｓ、木材）を使用

法第12条
       13条
　　　11条
　　　18条
　　　39条

確認
施工前

通知

産業廃棄物

丁張 〃 〃 確認 設置時

材
料

材料 品質 第2編 確認

確認 着工前

中心線法線 〃 〃 確認 〃

種
別

工種 細別
仕様書等
の番号

監督のポイント

総
　
則

工事測量

仮ＢＭの水
準高

第1編
　1-1-37

第11編
　　1-2-2
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大分県工事監督基準表

確　認 確　認

方　法 時　期

種
別

工種 細別
仕様書等
の番号

監督のポイント

法面整形工
第1編
　　2-3-5

第11編
　　1-3-4

１．基面の平滑、浮石の除去、クラック 確認 施工中

種子・客土・
厚層基材吹
付

１．土質試験の実施
２．材料の確認
３．ネット（ラス）の重ね幅、吹付け厚
４．金網等の規格、継ぎ手、巻き込み長

確認 〃

１．吹付厚、金網の重ね幅

２．供試体による強度試験

３．伸縮目地、水抜き孔、ラス張り状況、巻き止め状況

４．不良箇所等出現状況 施工後

１．アンカー長、定着長、引張定着力 段階確認 アンカー設置後

２．供試体による強度、養生、孔内グラウト量 施工中

３．不良箇所等出現状況 施工後

１．材料の確認、発芽率　、土羽土の土質

２．法長、勾配、厚さ

土質の状況 １．土質の状況と岩盤線、軟弱層の有無 段階確認 土（岩）質の変化した時

出来形 １．基準高、幅、法長及び勾配 確認 施工中

１．盛土材料（ＣＢＲ試験、土の締固め試験） 施工前

２．締固め状況、現場密度

３．一層の仕上がり厚、段切の実施

１．上面の基準高、幅、法長及び勾配

２．構造物周辺の締固め状況

河床掘削工 出来形 　　 第１編　2-3-1 基準高、幅、法長及び勾配 段階確認 掘削完了時

品質 １．現場CBR試験、土の締固め試験 確認 施工前～後

出来形 ２．仕上りの基準高、締固め状況（プルーフローリング） 段階確認 ﾌローリング実施時

１．示方配合と現場配合

２．一軸圧縮試験、骨材の修正ＣＢＲ試験

１．材料、基準高、幅、延長、施工厚さ 段階確認 処理（掘削）完了時

２．現場密度、混合状況、使用材料の空袋の確認 確認 施工中

施工状況 １．使用材料、打込み長さ 施工中

出来形 １．基準高、施工位置、間隔、杭径 施工完了時

施工状況 １．使用材料、深度 施工中

出来形 １．基準高、施工位置、間隔、杭径 施工完了時

施工状況 １．使用材料、注入量、深度　※　薬液注入工法 施工中

施工状況 １．使用材料、寸法、溶接部の適否（縦継部溶接接合の場合） 打込時

出来形 １．基準高、変位量 施工完了時

１．土の締固め試験

２．壁面材、補強材の品質証明書

１．基礎地盤の地耐力 段階確認 床堀完了時

２．現場密度、鉛直度（勾配）
３．補強材、暗渠排水（排水シート含む）等の位置

４．転圧状況（壁面部の締固め状況）

１．ＪＩＳ工場製品

２．示方配合表（ｗ／ｃ、アルカリ、塩化物）

３．運搬荷卸時間

４．試験練り（強度、粗骨材の寸法、スランプ、空気量）

５．打設順序、投入高さ、バイブレータ施工状況

６．養生、型枠取り外し時期

１．ミルシート、鉄筋径、間隔、本数、保管状況

２．鉄筋の継ぎ手（加工・組立）、かぶり（スペーサー）

３．引張・圧縮側の確認

１．材料（骨材の粒度、修正ＣＢＲ値） 施工前

２．幅、厚さ、締め固め（現場密度） 施工後

３．仕上りの基準高、プルーフローリング 段階確認 ﾌローリング実施時

上層路盤 1.2 確認 施工前・施工後等

１．品質証明書
　（骨材篩い分け試験、骨材の密度・吸水率試験、骨材の粘土塊量試験、
　　　　　　　　　　　　粗骨材の形状試験、フィラー の粒度水分試験）

２．プラントの配合設計

３．施工温度、コア抜きによる現場密度試験、抽出試験

１．（コア抜きによる）厚さ

２．平坦性（プロフィルメーター）

施工状況 １．土質の状況、変化位置

１．高さ、厚さ、断面形状の確認

２．支間長、中心線の変位

３．コンクリート強度（シュミットハンマー）

１．コンクリート・鉄筋欄を参照

２．配筋、引張・圧縮側の確認

３．圧接状況、資格者の適否

４．耐震対策（帯筋のフック、圧接位置）

施工状況 １．材料の規格、寸法、沓座の位置 段階確認 沓座の位置決定時

本体工 １．橋長、幅員、基準高（キャンバー） 施工後

付属物 １．高欄、支承、伸縮継手を品質証明書で確認 施工前

支承工 ２．据え付け処理（チッピング、水切り） 施工中

材料 １．品質、規格、寸法の証明書、鋼材の員数 確認 当初
１．溶接施工計画書の提出、作業者の資格 施工前
２．開先、すみ肉の精度、余熱
３．下地の清掃・乾燥等、連続施工、余盛高

４．溶接検査（われ、ピット、凹凸、放射線透過試験、超音波探傷試験）

確認
施工後

施工中

　　 第10編　　3-6

橋
梁
上
部
工

共通事項 第10編 確認

鋼橋

第10編　　4-3

溶接
第3編
   2-12-3

橋
梁
下
部
工

躯体工

第10編
　　3-6

段階確認

土（岩）質の変化した時

床堀完了時

鉄筋組立完了時

埋め戻し前

コンクリート

鉄筋

(一般事項）
第1編  3-7

(耐震施工）
道路橋示方書

確認

舗
　
装

ア
ス
フ
ァ

ル
ト

アスファルト舗
装

品質
第3編
　　2-6

確認 施工前

出来形 　　　〃 確認 施工後

路
盤
工

路盤工

下層路盤
第3編
　　　2-6

確認

　　　〃

コ
ン
ク
リ
ー

ト

無
筋
・
鉄
筋

コンクリート工

コンクリート
第1編
　　3-3
　　3-6

確認 施工前

鉄筋工
第1編
　　3-7

確認 施工中

補強土壁工

材料
第3編
　　2-15-3

確認 施工前

施工状況         〃
確認 施工中

固結工
第3編
　　2-7-9

段階確認

矢板工
（任意仮設を除く）

第3編
　　2-3-4

段階確認

第3編
　　2-7-2
　　2-7-3
　　2-7-4
　　2-7-6

確認 施工前

出来形

締固め改良工
第3編
　　2-7-8

段階確認

確認 施工後
（締固め状況は施工中）

出来形 〃 〃

路床工
（路床盛土工）

第1編
　　2-4-4

土
　
工

切土
（掘削）

第1編
　　2-3-1

第11編
　　1-3-2

盛土
（埋戻）
（路体盛土工）

締め固め度
第1編
　　2-4-3

第10編
　　1-3-3

表層安定処理
工等
（石灰、セメント、
Ａｓ安定処理）

品質

〃

現場打
　　法枠工

第3編
　　2-14-4 確認

芝付工
第3編
　　2-14-2

確認 施工中

一
般
施
工

法面工

第3編
　　2-14-2

コンクリート・
モルタル吹
付工

第3編
　　2-14-3

確認

－6－



大分県工事監督基準表

確　認 確　認

方　法 時　期

種
別

工種 細別
仕様書等
の番号

監督のポイント

１．組上がり部材の寸法及び適否 段階確認

２．組立ボルト孔の精度、ボルトのトルク力 (中間検査)

材料 １．品質証明書 確認 施工前

１．桁の寸法

２．ＰＣ鋼線、鉄筋の配置、スペーサ

３．緊張力の管理（緊張順、損失値）

４．型枠取り外しの時期、養生

１．現場配合 施工前

２．注入量、注入圧 施工中

土質状況 １．変化点の位置、地質資料との比較 段階確認 土（岩）質の変化した時

湧水 ２．掘削方法、順序、計測管理に基づく施工 確認 施工中

支保工 出来形
第10編
　　6-4-5

第11編
　　5-5-1

１．吹付コンクリート厚、支保工の間隔、本数 段階確認
支保工完了時
（保工変化毎）

品質 １．部材の品質証明書 確認 施工前

出来形 ２．位置、間隔、角度、深さ、孔径、孔のくり粉の除去 段階確認 設置完了時

11 １．鉄筋径、間隔、本数

２．鉄筋の継手、かぶり

施工状況 １．巻立空間 コンクリート打設前

１．基準高、幅、厚さ、断面寸法 コンクリート打設後

２．型枠据付の適否、取り外し時期

３．打継目の清掃と新旧コンクリートの密着、左右対称の
　　水平打設

４．防水シートの接合、漏水

５．コンクリート打設（天頂部の表面仕上げ）・締固め状況

１．土質の状況、変化位置 土（岩）質の変化した時

２．基礎地盤の地耐力 床堀完了時

コンクリート・
鉄筋

・コンクリート欄を参照
鉄筋組立
完了時

出来形 １．基準高、幅、延長、高さ（取り上げ線） 埋戻し前

施工状況
２．一次、二次コンの付着（チッピング）、埋設鋼構造物
　　周辺の付着・水密性

確認 施工中

１．品質、規格、寸法（鋼橋欄を参照）

２．添接部、取合せ部（鋼橋-溶接欄を参照）

水門塗装 品質・施工 ・工場塗装欄を参照 確認 〃

材料 ・鋼橋欄を参照 確認 施工前

１．接着面の不陸調整、シンナー等による清掃

２．接着材の現場養生～適合確認

３．注入材使用量の空き缶管理

１．基準点、仮ベンチマークの位置

２．設計図面との整合、用地境界線の確認

１．土質の状況（ボーリング資料との比較）

２．基準高、幅、長さ、法面勾配

３．支持力の確認（平板載荷試験）、推定岩盤線との比較

１．グリーンカットの状況、チッピング

２．敷モルタルの施工

３．打設・締固め状況

４．養生、型枠取り外し時期

１．基準高、幅、延長、高さ（取り上げ線）

２．コンクリート強度

止水板 １．止水板接合完了後、接合部の止水性 確認 施工後

品質 確認 着手前

仮組立 段階確認 仮組立時

工場塗装工 ・塗装欄を参照 確認 施工前

仮設工 施工状況 １．手すり、昇降設備の安全性 確認 施工中

１．床の切込の適否、法面勾配

２．厚さ、法長、延長

構造物工 施工状況 ・各工種を参照 段階確認 着手前・施工中・施工後

仮設工 仮設防護柵 １．設置方法と期間 段階確認 設置後

品質 １．材料、寸法 確認 施工前

２．ボーリング位置、方向、角度、長さ 立会 検尺を受ける時

３．掘削スライムとの地質比較 確認 施工中

品質 １．材料（寸法、品質証明書） 施工前

１．位置、方向、角度、長さ 施工完了時

２．グラウト（配合、注入圧、注入量）

３．すべり面の位置によるアンカー効果を確認、引張試験

掘削 １．土質の変化と地下水位の確認 段階確認 土質の変化時

集水井 ２．ライナープレートの偏心、歪み、地山との隙間処理 確認 設置完了後

１．位置、掘削深 段階確認 掘削完了時

２．スライムの変化によるすべり面の高さ確認

鋼管杭 ３．接続杭の接続方法の適否

コンクリート杭 ４．すべり面の高さによる杭効果の確認

抑止杭

削孔 第8編
　　3-9-1
　　3-9-3

第11編
　　16-8-2

確認 施工中

第11編
　 16-12-1

確認
施工状況

施工中

集水井
第8編
　　3-7-1
　　3-7-5

第11編
　　16-7-2

変化時
掘削完了時

労働安全指導

地
す
べ
り
防
止
工

集・排水ボーリ
ング

第8編
　　3-7

第11編
　　16-7-3
　　16-7-4施工状況

アンカー工
第8編
　　3-4-6

労働安全指導

急
傾
斜

掘削
法切面
基礎面

第1編
　　2-3

段階確認

段階確認 埋戻し前

〃

鋼製スリット

第10編　4-3
・鋼橋欄を参照

第10編　4-6

第8編
　　1-8-2

段階確認
土（岩）質の変化した時

床堀掘削完了時

ダム本体
副堤・水叩き
側壁

コンクリート
打設

第8編
　　1-8-4

確認 施工中

出来形 〃

確認 施工中

砂
防
ダ
ム

測量 ダム法線 測量マニュアル 段階確認 法線設置完了時

掘削 基礎面

第6編
　　4-3-10

補
修
工

床版補強工
施工状況

第10編
　14-14-4

段階確認
（中間検査）

仮組立時

水密、耐
圧、動作確
認

１．扉体等の水密、耐圧の確認
２．機械装置の動作を確認

仮組立時

２．導水管及びフロート管への入水等により、設定水位において
自動装置の作動及び可動堰等の動作を確認

段階確認 施工中

施工中

水
門
・
堰

本体構造物

施工状況
第1編
　　3-3､3-6､3-7 段階確認

第6編
　　4-6､5-6

扉体及び
開閉装置

材料・
仮組立

第10編
　　　4-5

編
水
路
ト
ン
ネ
ル

)

覆工
第10編
　　6-5-3

第11編
　　5-5-2

段階確認

出来形
確認

インバート工 出来形
第10編
　　6-6

第11編
　　5-5-2

段階確認 鉄筋組立て完了時

・法面工（コンクリート吹付工欄を参照） 確認 施工中

(

第
ロックボルト

第10編
　　6-4-4

第11編
　　5-5-1

ト
ン
ネ
ル

掘削
第10編
　　6-3-2

第11編
　　5-5-1

吹付けコンク
リート

品質・出来
形

第10編
　　6-4-3

第11編
　　5-5-1

桁製作工
段階確認

プレストレスト導入完了時
　　　　横締め作業完了時
　　　　縦締め作業完了時
ＰＣ鋼線・鉄筋組立完了時

（工場製作を除く）

グラウト工 〃 確認

橋
梁
上
部
工

鋼橋 仮組立
第10編　4-5 仮組立て完了時

（仮組立てが省略となる
場合を除く）

第10編
　　4-5-11

ＰＣ橋等

第10編
　　5-5
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大分県工事監督基準表

確　認 確　認

方　法 時　期

種
別

工種 細別
仕様書等
の番号

監督のポイント

掘削分類
第9編
　　1-3-2

１．土石掘削、岩石掘削（火薬使用量）の判定

仕上げ掘削
第9編
　　1-3-5

２．基礎地盤、基礎岩盤の整形（不良岩の処理、予定線
　　の変更）、仕上げ掘削の確認

岩盤清掃 〃 ３．地盤、岩盤清掃状況

コンクリート
運搬・打設
締固め
養生

第9編
　　1-4-7
　　　～
　　1-4-12
    1-5-1
　　　～
　　1-5-4

第11編
　　11-6-1
　　 　～
　　11-6-3

１．コン練から打設までの経過時間、打設口の高さ
２．打込み開始～基礎岩盤面・コン打込み面を湿潤、
　　モルタル敷き
３．打設日の間隔、隣接ブロック高低差、一層の打
　　込み厚さ、平均気温
４．バイブレータのかけ方、養生（打込み直後に、
　　湛水又はシート覆い）
５．打継目の処理（レイタンス除去、チッピング処理）
６．型枠設置、取りはずし時期、表面から2.5㎝内に
　　鉄類を残さない

段階確認
設計図書に定

める時期

出来形 〃 〃 １．寸法、勾配 確認 〃

冷却管設置
第9編
　　1-8-4

第11編
　　11-6-5

１．冷却管内へのセメントミルク注入 立会 継目グラウト施工後

継目グラウ
チング

第9編
　　1-10

第11編
　　11-6-6

１．水押しテスト、充水、セメントミルクの配合、切替、比重
２．注入圧力の記録、注入圧の完了確認

施工中

止水板 〃 〃 １．接合部の止水性 〃

閉塞工 堤内仮排路
第9編
　　1-11

第11編
　 10-13-1

１．コンクリート打設方法、締切からの湧水処理 確認 打設完了時

掘削分類
第9編
　　1-3-2

仕上げ掘削
第9編
　　1-3-5

岩盤清掃
第9編
　　2-2-5

１．基礎地盤の整形 立会 整形作業時

材料
第9編
　　2-4

第11編
　   10-5-2

１．材料の適否（粒度、含水比） 確認 施工前

施工状況 〃
第11編
　   10-8-1

１．コア、フィルターを同標高で盛立施工
２．基礎面の湧水処理、岩着材の施工
３．中間材の締固め
４．コアの盛立（水平の施工、雨水排水の勾配、軸に平行
　　に転圧、巻出厚、回数、締固め表面の乾燥湿潤状況）

段階確認
設計図書に
定める時期

１．ボーリング位置、方向、角度、深度 立会 検尺を受ける時

２．地質の状況（コア採取）、透水性　（水押しテスト） 確認 施工中

１．示方配合と現場配合の対比

２．材料納入伝票（セメントミルクの配合、比重）

３．グラウト圧、注入量、注入速度の記録

４．堤体、基礎地盤の変位観測、注入効果の判定

ﾌｰﾁﾝｸﾞ定着ｱ
ﾝｶｰ用穿孔工

１．削孔長、径、間隔、孔内状況
ﾌｰﾁﾝｸﾞ定着ｱﾝｶｰ用

穿孔完了時

鋼板取付け工
固定ｱﾝｶｰ工

１．施工図との照合（鋼板の割付、形状、継手形状）、
    材片の組み合わせ状況

鋼板取付け工、
固定ｱﾝｶｰ工完了時

１．仮付け溶接前の開先面の清掃と乾燥状況、
    仮付け溶接寸法、外観状況

溶接前

２．溶接部の外観状況 溶接完了時

１．鋼板面素地調整状況 現場塗装前

２．外観状況 現場塗装完了時

１．水深、長さ、幅（音響測深器又はレッドによる） 浚渫完了時

２．汚濁防止対策又は汚濁発生の抑制 施工中

１．比重、形状（扁平でない）、寸法（品質証明等）

２．材料搬入状況（数量検測）

１．基準高、幅、マットの破損

２．均し状況（平坦性）、勾配、締固め状況、かみ合わせ

３．濁りの発生抑制（水洗い）

１．配置、形状寸法 段階確認 設置完了時

２．打ち込み記録（先端強度の経時変化、ドレーン材上面
　　変化の経時変化）

確認 施工中

１．打止め深度の確認方法、施工前後の地盤高の測定 確認 施工前

２．試験打ち 立会 試験施工時

３．施工記録（吐出量、先端深度ほか）

４．先端補強、杭接合部のラップ幅

杭・矢板工 施工状況
１．打止め深度の確認方法
２．打込み記録（矢板貫入量、打撃回数、リバウンド、
　　ラム落下高）

確認
施工前

～施工中

１．個別の寸法、表面肌

２．強度（シュミット）、配筋、型枠取りはずし時期

３．仮置状況（転倒の恐れ）

１．基準高、延長、法線出入り、段差、ブロック間隔

２．運搬・据付状況（かみ合わせ）

品質 １．コンクリート欄を参照 施工前

出来形 ２．基準高、寸法、強度（シュミット）、表面肌 施工後

製作後

据付け
　施工状況

段階確認 設置完了後

上部コンクリート
工上部ブロック工

第4編
　　3-16

確認

深層混合処
理

第4編
　　3-3-8

確認 施工中

第4編
　　3-3-13
　　　～
　　3-3-16

港
湾
・
海
岸

消波・根固工
コンクリートブ
ロック工

製品の
　　出来形

第4編
　　3-8-2
　　3-8-3
　　3-10-4
　　3-15-4
　　3-15-5

段階確認

施工前

施工状況
第4編
　　3-10-3
　　3-15-2

段階確認 設置完了時

圧密・排水工

サンド・砕石・
ペーパードレー
ン、コンパクショ
ン

第4編
　　3-3-6

港
湾
・
海
岸

浚渫工
（置換床堀工）

出来形
第4編
　　3-3-2

確認

捨石
被覆石工
裏込工
（かごマット）

材料
第4編
　　1-3-4

確認

固化工

確認 施工中

鋼
板
巻
立
て
工

施工状況
第10編
　　16-24-4

段階確認
現場溶接工

現場塗装工

チ
ン
グ

基
礎
グ
ラ
ウ

ボーリング工 検尺
第9編
　　3-3

第11編
　 10-11-1

グラウチング工 材料・注入
第9編
　　3-4

第11編
　 10-11-1

フ
ィ

ル
ダ
ム

掘削工
第11編
　　10-4-1
　　10-4-2

・コンクリートダム欄を参照 確認 掘削完了後

盛立工

コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム

掘削工
第11編
　　11-4-1
　　11-4-2

確認 掘削完了後

ダムコンクリー
ト工

埋設物設置工
確認

－8－



大分県工事監督基準表

確　認 確　認

方　法 時　期

種
別

工種 細別
仕様書等
の番号

監督のポイント

１．地区界の確認 施工前

２．換地配分面積 随　時

表土扱い 出来形 １．厚さ 確認 施工後

基盤整地
田面整地

出来形
１．基準高
２．均平度

段階確認 施工後

造成土工
（刈払い工）

１．地区界の確認 確認
施工前
随　時

耕土深耕 出来形 １．耕起深 確認 施工後

土壌改良 出来形 １．pH測定（指定したとき） 確認 施工後

現場打ち
コンクリート

出来形
１．基準高、幅、厚さ
２．中心線のズレ

確認
施工中

（変化時）

品質 １．品質証明 確認 施工前

出来形
２．基準高、幅、高さ、
３．中心線のズレ

確認
施工中

（変化時）

管水路

基礎
（砂基礎等）

出来形
１．高さ、幅、厚さ
※　（初期施工後１箇所以降、口径、管種変更毎１箇所）

確認
施工中

（変化時）

品質 １．品質証明 確認 施工前

出来形
２．基準高
３．ジョイント間隔
※（初期施工後１箇所以降、口径、管種、継手構造変更毎１箇所）

確認
施工中

（変化時）

品質 １．品質証明 確認 施工前

出来形
２．基準高
３．ジョイント間隔
※（初期施工後１箇所以降、口径、管種、継手構造変更毎１箇所）

確認
施工中

（変化時）

品質 １．品質証明 確認 施工前

出来形
２．基準高
３．埋設深さ
※（初期施工後１箇所以降、口径、埋設深変更毎１箇所）

確認
施工中

（変化時）

品質 １．品質証明 確認 施工前

出来形
２．基準高
３．溶接部（継手部塗装を含む）
※（初期施工後１箇所以降、口径、管種、継手構造変更毎１箇所）

確認
施工中

（変化時）

品質 １．品質証明 確認 施工前

出来形
２．たわみ率
※（初期施工後１箇所以降、セグメントタイプ毎１箇所）

確認
施工中

（変化時）

品質
１．品質証明書の確認

２．材料納入伝票の確認
確認

施工前

施工後

出来形 ３．埋設深 確認 １基目設置後

本体工 出来形
１．不可視となる構造物等の厚さ（エプロン等）
※　（初期施工後１箇所以降、構造物変更毎に１箇所）

立会 施工中

護床ブロック
（異形ブロック）

出来形

堤体工 出来形
１．基準高
２．鋼土の幅
※　（盛土高の1/2到達時以降、構造変更毎１箇所）

立会
施工中

（変化時）

洪水吐工 出来形
１．厚さ
※　（１スパン目施工後１箇所以降、構造変更毎１箇所）

確認 施工後

樋管工 出来形
１．幅、厚さ、施工延長
※　（施工完了後、構造変更毎に１箇所）

確認 施工後

吸水渠 出来形
１．布設深、間隔
※（１路線目布設後始点、中間点、終点）

確認
施工中

（変化時）

集水渠（支線）
導水渠（幹線）

出来形
１．間隔
※（施工路線毎に始点、中間点、終点）

確認
施工中

（変化時）

暗
渠
排
水
工

事
第11編
　　2-3-4

※　注１　第11編で記載のない工事等については、他の種別・細別を準用すること。

頭
首
工
工
事

第11編
　　14-4
　　14-5

第11編
　　14-6

・港湾・海岸・漁港の消波、根固工コンクリートブロック工
　の欄を参照

た
め
池
工
事

第11編
　　18-3-10

第11編
　　18-5-1

第11編
　　18-6-1

推
進
工
事

シ
ー

ル
ド
工
事

シールド工事
（一次覆工）
（ｺﾝｸﾘｰﾄｾｸﾞｾ
ﾒﾝﾄ、鋼製ｾｸﾞ
ｾﾒﾝﾄ）
推進工事

第11編
　　19-

畑
か
ん
施
設
工

事 散水器具工
（スプリンクラー）

第11編
　　9-2-3

管
　
水
　
路
　
工
　
事

第11編
　　8-5

コンクリート
二次製品
RC管

第11編
　　6-7-3

鋳鉄管
強化プラスチッ
ク複合管

第11編
　　8-6-2
　　8-6-3

硬質ポリ塩化
ビニル管

第11編
　　8-6-1

鋼管
第11編
　　8-6-4

農
用
地
造
成
工
事

第11編
　　3-3-2

第11編
　　3-2-2
　　3-3-2

第11編
　　3-5-1

用
排
水
路
工
事

第11編
　　6-6-2

コンクリート
二次製品

第11編
　　6-6-3

・管水路工事欄を参照

ほ
場
整
備
工
事

区画整理
第11編
　　1-2-2

確認

第11編
　　2-2-2
　　2-3-1
第11編
　　2-2-2
　　2-3-1

－9－



大分県工事監督基準表

確　認 確　認

方　法 時　期

種
別

工種 細別
仕様書等
の番号

監督のポイント

１．基準点、仮ベンチマークの位置

２．設計図面との整合（縦断、横断方向）

１．設置箇所

２．中心線からの距離、基準高、勾配

１．土質の状況と岩盤線、軟弱層の有無

２．転石の状況

３．流入水と湧水の状況

１．土質の状況

２．基準高、幅、長さ、法面勾配 土質の変化したとき

 ３．支持力の確認（必要であれば平板載荷試験）　　 　　床掘掘削完了時

　　、推定岩盤線との比較

１．敷モルタルの施工

２．打設・締固め状況

３．養生、型枠取り外し時期

４．グリーンカットの状況

５．挿筋の本数、間隔、高さ

１．基準高、幅、延長（取り出し線）、高さ（取り上げ線）

２．コンクリート強度

止水板 １．止水板接合完了後、接合部の止水性 確認 施工後

間詰工
１．土質の状況
２．位置、構造

立会 施工前

品質 確認 着手前

仮組立 段階確認 仮組立時

工場塗装工 ・塗装欄を参照 確認 施工前

仮設工 施工状況 １．手すり、昇降設備の安全性 確認 施工中

法切工
施工状況

１．施工範囲の確認
２．法面勾配
３．床の切込みの適否

立会
確認

施工前
施工中
変化時
施工後

階段切付工
施工状況

１．施工範囲及び施工位置の確認

２．床の幅

立会
確認

施工前
施工中
変化時
施工後

１．施工範囲及び施工位置の確認
２．土質の状況
３．床均し

施工前
施工中
変化時

１．断面の確認
２．断面の地山との両端すり付け状態
３．流末処理

施工後

１．施工範囲及び施工位置の確認
２．山腹面の整地状況
３．段切状況

施工前
施工中
変化時

１．杭の打ち込み深さ、杭高及び間隔

２．断面の地山との両端すり付け状態
施工後

１．施工範囲及び施工位置の確認
２．山腹面の整地状況

施工前
施工中
変化時

１．断面の地山との両端すり付け状態 施工後

２．散布状況の確認（確認飛行含む） 施工中・施工後

工事の測量 周囲測量
１．施工範囲の確認
２．杭の位置

確認 施工前

１．標準地の選定 確認 施工前

１．残存木等の確認 立会 施工前

出来形
１．伐採木・枝条等の整理確認（棚間隔、規模等）
２．伐採（切離し）高の確認

立会
施工中
施工後

品質
１．苗木本数、規格、肥料及び支保工材料の確認
     （苗木については１本当たりの重量を確認すること）

立会 施工前

１．標準地の選定（地拵え工と同標準地であれば必要なし） 確認 施工前

１．苗木運搬状況（苗床及び仮植地から）
２．仮植状況
３．植付状況
４．支保工状況
５．施肥状況（１本当たりの数量及び全数量の確認）

立会
確認

施工中

出来形
１．植栽間隔の確認、枯損状況確認
２．材料の総数量確認（肥料等は空袋で行う）
３．周囲の杭の復元（標準地も含む）

立会
施工中
施工後

１．標準地の選定 確認 施工前

１．伐採木材積確認
　　(標準地の伐採木の胸高直径及び樹高､伐採本数から算出)

立会 施工前

１．伐採状況
２．伐木造材、玉切り、木寄せ、搬出等の状況（枝条整理を含む）

立会 施工中

出来形
１．上記１．２の確認
２．周囲の杭の復元（標準地を含む）

立会 施工後

１．標準地の選定 確認 施工前

１．密度管理及び草高確認
２．刈払い状況（地際からの刈払い、刈払い物の処理状況）

立会
確認

施工中

出来形
１．上記２の確認
２．誤伐の確認（誤伐があれば同等のものを植栽）
３．周囲の杭の復元（標準地を含む）

立会 施工後

施工状況
第12編
　　5-3-1

下刈り

施工状況

第12編
　　5-4-2

※　注１　記載のない工事等については、他の種別・細別を準用すること。

森
　
　
林
　
　
整
　
　
備
　
　
工
　
　
事

第1編
　　1-1-37

地拵え

施工状況
第12編
　　5-2-5

苗木運搬
仮植
植付け
施肥
支保(支柱工)
補植
追肥

第12編
　　5-2-3
　　5-2-4
　　5-2-6
　　5-2-7
　　5-2-8
　　5-2-9
　　5-2-10

施工状況

風倒木整理工

施工状況
第12編
　　4-8
　　4-9

立会
確認

伏工・実播工 施工状況
第12編
　　4-10

立会
確認

労働安全指導

※　注１　記載のない工事等については、他の種別・細別を準用すること。

山
　
　
　
腹
　
　
　
工
　
　
　
事

第12編
　　4-3-2

第12編
　　4-3-3

暗渠工

水路工
施工状況

第12編
　　4-6
　　4-7

立会
確認

柵工

筋工

〃

鋼製スリット

第10編　4-3
・鋼橋欄を参照

第10編　4-3-13

ダム本体
副堤
水叩き
側壁

コンクリート
打設

　　　第８編
　 　　　1-8-4

〃

確認 施工中

出来形
〃 段階確認 埋戻し前

確認 設置後

掘削

土質等
　　　第３編
　 　　　2-3-3

立会
確認

土質の変化時

基礎面
　　　第８編
　 　　　1-8-1

段階確認治
　
　
山
　
　
ダ
　
　
ム

測量

ダム法線
　　　第１編
　 　　　1-1-37

段階確認 法線設置時

丁張

－10－



大分県工事監督基準表

確　認 確　認

方　法 時　期

種
別

工種 細別
仕様書等
の番号

監督のポイント

１．標準地の選定 確認 施工前

１．繁茂状況の確認
２．つる切り状況

立会
施工前
施工中

出来形
１．上記２の確認
２．植栽木への損傷等の確認
３．周囲の杭の復元（標準地を含む）

立会 施工後

１．標準地の選定 確認 施工前

１．標準地内での伐採木確認（樹高、胸高直径、本数等）
２．施工区域全体の選木状況確認
　　（標準地外の選木率の確認　　抽出により）
３．標準地内での選木率の確認

立会 施工前

１．標準地内での伐採率確認
２．区域全体の伐採状況確認
　　（標準地外の伐採率の確認　抽出により）
３．状況確認
　　・選木状況
　　・伐倒、伐倒高
　　・枝払い、玉切り、集積作業等
　　・かかり木処理

立会 施工中

出来形
１．上記１．２．３の確認
２．標準地内の伐採木の伐根へのナンバリングテープ等の明示
３．周囲の杭の復元（標準地を含む）

立会 施工後

１．標準地の選定 確認 施工前

１．密度管理、伐採率の確認
２．除伐状況
　　・伐倒、伐倒高
　　・枝条処理等
　　・かかり木処理

立会 施工中

出来形
１．上記１．２の確認
２．周囲の杭の復元（標準地を含む）

立会 施工後

１．標準地の選定 確認 施工前

１．枝落し高（平均）の確認（標準地）
２．枝落し本数の確認（枝落し高3.0ｍ以上場合　標準地）
３．枝落し状況
　　・枝の切断状況
　　・枝条処理等

立会
施工前
施工中

出来形
１．上記１．２．３の確認
２．周囲の杭の復元（標準地を含む）

立会 施工後

１．標準地の選定 確認 施工前

１．倒木の樹高の確認（標準地）
２．倒木起し率確認（標準地）
３．倒木起し状況
　　・引き起し状況
　　・根の部分の処理状況

立会
施工前
施工中

出来形
１．上記１．２．３の確認
２．周囲の杭の復元（標準地を含む）

立会 施工後

品質
１．薬剤の確認
２．貯蔵方法

立会 施工前

１．標準地の選定 確認 施工前

１．使用量の確認（標準地）、及び全数量
２．散布状況
　　・散布状況
　　・付着状況

立会
施工前
施工中

出来形
１．上記１．２の確認
２．使用材料の総量確認（使用後空袋での確認）
２．周囲の杭の復元（標準地を含む）

立会 施工後

品質
１．全材料数量及び規格等の確認
　　（木材、シカネット、ロープ等）

立会 施工前

１．施工位置の確認 立会 施工前

１．抽出にて使用量の確認及び地上高等の確認
　　（抽出場所については標示すること）
２．獣害防護柵状況
　　・床堀状況
　　・建て込み状況
　　・緊結（結束）状況
　　・埋戻し状況
　　・ネット張り及びロープ掛け状況

段階確認
（初回）
以降は
立会
確認

施工前
施工中

出来形 １．上記１．２の確認 立会 施工後

獣害防護柵
（防鹿柵）設置

第12編
　　5-4-9施工状況

※　他の細別については、他の種別の細別を準用すること。

雪起し
（倒木起し）

施工状況
第12編
　　5-4-7

病害虫防除
第12編
　　5-4-8

施工状況

施工状況

第12編
　　5-4-4

除伐
（広葉樹）

施工状況
第12編
　　5-4-4

枝落し

施工状況
第12編
　　5-4-5

森
　
　
林
　
　
整
　
　
備
　
　
工
　
　
事

つる切り

施工状況

第12編
　　5-4-3

本数調整伐
、受光伐、除
伐
（針葉樹）
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大分県工事監督基準表

確　認 確　認

方　法 時　期

種
別

工種 細別
仕様書等
の番号

監督のポイント

品質 １．わらの確認（１束当たりの重さを含む） 立会 施工前

１．標準地の選定 確認 施工前

１．使用量の確認（標準地）、及び全数量

２．敷きわら状況
　　・施工状況

段階確認
（初回）
以降は
立会
確認

施工前
施工中

出来形
１．上記１．２の確認
２．周囲の杭の復元（標準地を含む）

立会 施工後

品質
１．全材料数量及び規格等の確認
　　（木材、シカネット、ロープ等）

立会 施工前

１．施工位置の確認 立会 施工前

１．抽出にて使用量の確認及び地上高等の確認
　　（抽出場所については標示すること）
２．防風工（被害防止柵）状況
　　・床堀状況
　　・建て込み状況
　　・緊結（結束）状況
　　・埋戻し状況
　　・ネット張り及びロープ掛け状況

段階確認
（初回）
以降は
立会
確認

施工前
施工中

出来形 １．上記１．２の確認 立会 施工後

品質
１．全材料数量及び規格等の確認
　　（木材、竹、竹製品防風用フェンス）

立会 施工前

１．施工位置の確認 立会 施工前

１．抽出にて使用量の確認及び地上高等の確認
　　　（抽出場所については標示すること）
２．静砂工状況
　　・床堀状況
　　・杭打込み状況
　　・竹製品防風用フェンス建て込み状況
　　・緊結状況（構成資材との）
　　・埋戻し状況

段階確認
（初回）
以降は
立会
確認

施工前
施工中

出来形 １．上記１．２の確認 立会 施工後

１．水深、長さ、幅（音響測深器又はレッドによる） 浚渫完了時

２．汚濁防止対策又は汚濁発生の抑制 施工中

１．比重、形状（扁平でない）、寸法（品質証明等）

２．材料搬入状況（数量検測）

１．基準高、幅、マットの破損

２．均し状況（平坦性）、勾配、締固め状況、かみ合わせ

３．濁りの発生抑制（水洗い）

１．配置、形状寸法 段階確認 設置完了時

２．打ち込み記録（先端強度の経時変化、ドレーン材上面
　　変化の経時変化）

確認 施工中

１．打止め深度の確認方法、施工前後の地盤高の測定 確認 施工前

２．試験打ち 立会 試験施工時

３．施工記録（吐出量、先端深度ほか）

４．先端補強、杭接合部のラップ幅

杭・矢板工 施工状況
１．打止め深度の確認方法
２．打込み記録（矢板貫入量、打撃回数、リバウンド、
　　ラム落下高）

確認
施工前

～施工中

１．個別の寸法、表面肌

２．強度（シュミット）、配筋、型枠取りはずし時期

３．仮置状況（転倒の恐れ）

１．基準高、延長、法線出入り、段差、ブロック間隔

２．運搬・据付状況（かみ合わせ）

品質 １．コンクリート欄を参照 施工前

出来形 ２．基準高、寸法、強度（シュミット）、表面肌 施工後

着定基質

１．比重･吸水率（試験成績表）、産地、形状（扁平でない）、
　　寸法（品質証明等）

２．材料搬入状況（数量検測）

１．均し状況

２．濁りの発生抑制

１．投入については、概ね500～3,000ｍ３に１回（3～5船）
　　及び第1回と最終回

立会 施工中

施工前

施工状況

第13編
5-15-2
5-24-4
5-26-5

段階確認 施工中

設置完了後

上部コンクリー
ト

第13編
　　5-16

確認

着
定
基
質
工
事

・魚礁工事欄を参照

石材投入

材料
第13編
　　2-3

確認

確認 施工中

第13編
　　5-3-13
　　　～
　　5-3-16

消波・根固工
コンクリートブ
ロック工

製品の
　　出来形

第13編
　　5-8-2
　　5-8-3
　　5-8-7
　　5-10-4
　　5-15-4
　　5-15-5
  　5-18-3

段階確認 製作後

据付け
　施工状況

段階確認

圧密・排水工

サンド・砕石・
ペーパードレー
ン、コンパクショ
ン

第13編
　　5-3-6

固化工
深層混合処
理

第13編
　　5-3-8

捨石
被覆石工
裏込工
（かごマット）

材料
第13編
　　2-3-4

確認 施工前

施工状況
第13編
　　5-10-3
　　5-15-2

段階確認 設置完了時

施工状況

静砂工
（静砂垣）

第12編
　　6-2-6施工状況

※　他の細別については、他の種別の細別を準用すること。

漁
港
（

一
般
施
工
）

浚渫工
（置換床堀工）

出来形
第13編
　　5-3-2

確認

海
　
岸
　
防
　
災
　
林
　
造
　
成
　
（

森
林
造
成
）

　
工

覆砂工
（敷わら）

第12編
　　6-2-2

施工状況

防風工
（シカ等動物被
害防止柵）

第12編
　　6-2-4
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大分県工事監督基準表

確　認 確　認

方　法 時　期

種
別

工種 細別
仕様書等
の番号

監督のポイント

単体魚礁 製作
１．鉄筋（加工筋・配筋）、型枠検査を各魚礁毎に実施
２．製作完了後、沈設前に出来形確認を実施

段階確認 施工中

沈設 １．各魚礁毎に実施（投入位置、沈設速度） 段階確認 施工中

部材
１．鋼製材料加工後、溶接前に材料検査を実施
２．製作完了後、工場出荷前に部材出来形確認を実施

段階確認 施工中

アンカー
部材

１．鉄筋（加工筋・配筋）、型枠確認を各魚礁毎に実施 段階確認 施工中

組立 １．組立完了後、沈設前に出来形確認を実施 段階確認 施工中

品質 １．塗料、ビーズの品質、使用量（テスト引き） 施工前

出来形 ２．路面に作図を行い、施工箇所、延長、幅 施工中

１．必要により栽培地の検査、植え付け前の現地検収 施工前

２．活着管理、客土用土、施肥状況、樹木の損傷、保護養生 施工中

植
栽
工

品質
植栽仕様書
5条、ほか

段階確認

第13編
　　5-25-3

第13編
  　5-24-3
    5-25-3

区
画
線

第3編　2-3-9
区画線仕様書

7条、8条
確認

魚
　
礁
　
工
　
事

第13編
　　5-24-2

第13編
　　5-24-4

組立魚礁
組立工
（コンクリリート
製組立魚礁）
(化学系組立魚礁)
(鋼製組立魚礁)

第13編
　　2-19
　　5-25-3
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 工事場所　

 工 事 名

 受注者名

ＮＯ．　　

　　指示 　　協議 　　通知 　　承諾 　　提出
　　届出 　　その他（ ）

　　その他

内容回答予定日： 令和　　　年　　　月　　　日

　　その他

内容回答予定日： 令和　　　年　　　月　　　日

    ※ 確認欄の役職名等については、所属の実情に応じて適宜修正して下さい。

処理・回答年月日

立 会 人

　　受注者 発議年月日

現場代理人
主 任 ( 監 理 )
技 術 者

令和　　　年 　　　月 　　　日

処

理

・

回

答

発

注

者

上記について、 指示 ・ 承諾 ・ 協議 ・ 通知 ・ 受理 します。

監 督 員

受

注

者

指　示  ・  承　諾  ・  協　議　書 （振興局用）

発議事項

協議事項

令和 　　年 　　月 　　日

上記について、 了解 ・ 協議 ・ 提出 ・ 報告 ・ 届出 します。

番　　　号

発　議　者 　　発注者

確

認

欄

局 長
（重要事項のみ）

次 長
（重要事項のみ）

部 長
監 督 員

( 班 総 括 )
監 督 員

代 表 者
（重要事項のみ）

-14-



(土木事務所用）

 受注者名

ＮＯ．　　

　　指示 　　協議 　　通知 　　承諾 　　提出
　　届出 　　その他（ ）

　　その他

令和　　　年　　　月　　　日

　　その他

令和　　　年　　　月　　　日

令和　　　　　年 月 日

※確認欄の役職名等については、所属の実情に応じて適宜修正して下さい。

処理・回答年月日

内容回答予定日：

次 長
（重要事項のみ）

監 督 員
（ 担 当 課 長 ）

受

注

者

指 示 ・ 承 諾 ・ 協 議 書

工事名　　　　　　　　　　　　 　　第　　　　号　　　　　　　　　　　工事

工事場所　　　　　　　　　　　　　線、川、港　　　　　　　　    　市、郡　　　　　　町、村、大字

確

認

欄

処

理

・

回

答

上記について、 指示 ・ 承諾 ・ 協議 ・ 通知 ・ 受理 します。

所 長
（重要事項のみ）

現 場 代 理 人

監 督 員
（ 班 総 括 ）

立 会 人

上記について、 了解 ・ 協議 ・ 提出 ・ 報告 ・ 届出 します。

主 任 ( 監 理 )
技 術 者

監 督 員

代 表 者
（重要事項のみ）

内容回答予定日：

番　　　号

発議事項

発　議　者

協議事項

発

注

者

　　発注者 　　受注者 発議年月日 令和　　　　年　　　　月　　　　日
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(振興局用）

　番　　　号
年　　月　　日

監　督　員
（　班　総　括　）

　　監　督　員

監督者氏名

監 督 日 時

監 督 場 所

現場代理人氏名
　在
不在

主任技術者氏名
　在
不在

その他立会者

　内　　　容

    ※　報告書の内容によっては、「指示・承認・協議書」の様式に替えることが出来る。

    ※　確認欄については、大規模プロジェクト事務所及び各班において修正すること。
　　　　　（基本的には総括までとするが重要事項については部長までとする）

ＮＯ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　　年　　　　月　　　　日

　令和　　　　年　　　　月　　　　日　　　　　　午前　・　午後

工 事 監 督 報 告 書

受注者名

    （地　　区）

確 認 欄

部　　　長
 (重要事項のみ)

　　監　督　員

工事場所　　　　　　　　　　　　　　　線、川、港　　　　　　　市、郡　　　　　　町、村、大字

工事名　　　　　　　　　　　　　第　　　　　号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事
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(土木事務所用）

　番　　　号
年　　月　　日

次　　　長
(重要事項のみ)

監　督　員
(担 当 課 長)

監　督　員

監督者氏名

監 督 日 時

監 督 場 所

現場代理人氏名
　在
不在

主任技術者氏名
　在
不在

その他立会者

　内　　　容

    ※　報告書の内容によっては、「指示・承認・協議書」の様式に替えることが出来る。

工 事 監 督 報 告 書

受注者名

    （地　　区）

確 認 欄

　所　　　長
(重要事項のみ)

監　督　員

工事場所　　　　　　　　　　　　　　　線、川、港　　　　　　　市、郡　　　　　　町、村、大字

工事名　　　　　　　　　　　　　第　　　　　号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事

ＮＯ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　　年　　　　月　　　　日

　令和　　　　年　　　　月　　　　日　　　　　　午前　・　午後
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工事施工チェックマニュアル
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港湾､海
岸､漁港
工   事

-24-



港湾､海
岸､漁港
工   事

-25-
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（治山ダ
ムを含む）

-27-



±2.5ﾟ以内

・実測±2.5ﾟ以内

（治山ダ
ムを含む）
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±2.5ﾟ以内
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指示･承諾･協議一覧表



指 示 ・ 承 諾 ・ 協 議 一 覧 表
の 適 用 に あ た っ て の 留 意 事 項

　基本的に各事業の工事編を優先適用とするが、記載のないものについては、
各工事編を適用するものとする。

・土木建築部発注の工事については、第4編～第10編を優先とする。
・農林水産部発注の工事については、第11編～第13編を優先とする。
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細別

受理
確認

施工前および施工途中において、自らの負担により約款第18条第１項第
１号から第５号に係る設計図書の照査を行い、監督員に書面により提出。
該当する事実がある場合は、監督員にその事実が確認できる資料を書面
により提出し、確認を求めなければならない。

指示
ただし、設計図書の照査範囲を超える資料の作成については、約款第19
条によるものとし、監督員からの指示による。

3.契約図書等の
使用制限

承諾 －
契約の目的のために必要とする以外は、契約図書、及びその他の図書を
監督員の承諾なくして第三者に使用させ、または伝達してはならない。

受理 施工前
工事着手前に工事目的物を完成するために必要な手順や工法等につい
ての施工計画書を監督員に提出

承諾 施工前
維持工事等簡易な工事においては監督員の承諾を得て記載内容の一部
を省略

2.変更施工計画
書

受理 その都度
施工計画書の内容に重要な変更が生じた場合（工期や数量等の軽微な
変更は除く）には、その都度当該工事に着手する前に変更に関する事項
について、変更施工計画書を監督員に提出

工事用地等の使
用

４．用地の返還 指示 施工後 １－１－７
工事用地等の使用終了後は、設計図書の定めまたは監督員の指示に従
い復旧の上、速やかに発注者に返還

受理 施工前
下請負契約を行った場合、設業法施行規則第14条の２に従って記載した
施工体制台帳を作成し、工事現場に備えるとともに、その写しを監督員に
提出

受理 施工中 施工体制台帳に変更が生じた場合は、その都度速やかに監督員に提出

受理 施工前
各下請負者の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成し、工事関
係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲げるとともに監督員
に提出

受理 施工中 施工体系図に変更が生じた場合は、その都度速やかに監督員に提出

3.腕章の着用 協議 施工前
腕章の仕様については、記載例によるものとする。なお、これにより難い場
合は監督員と協議

1.一般事項 指示 施工前
発注者が自らまたは発注者が指定する第三者が行う調査および試験に対
して、監督員の指示

5.独自の調査・試
験を行う場合の
処置

承諾 施工前

工事現場において独自の調査・試験等を行う場合、具体的な内容を事前
に監督員に説明し、承諾を得なければならない。
調査・試験等の成果を公表する場合、事前に説明し、承諾を得なければ
ならない。

２.発注者の中止
権

指示 施工中
契約図書に違反しまたは監督員の指示に従わない場合等、監督員が必
要と認めた場合には、工事の中止内容を受注者に通知し、工事の全部ま
たは一部の施工について一時中止させることができる。

3.基本計画書の
作成

協議 施工中
施工を一時中止する場合は、中止期間中の維持・管理に関する基本計画
書を監督員を通じて提出し、協議

2.設計図書の変
更等

協議 施工中
必要とする変更日数の算出根拠、変更工程表その他必要な資料を添付
の上､工期変更に関して監督員と協議

3.工事の一時中
止

協議 施工中
必要とする変更日数の算出根拠、変更工程表その他必要な資料を添付
の上、工期変更に関して監督員と協議

4.工期の延長 協議 施工中
必要とする延長日数の算出根拠、変更工程表その他必要な資料を添付
の上、工期変更に関して監督員と協議

5.工期の短縮 協議 施工中
可能な短縮日数の算出根拠、変更工程表その他必要な資料を添付し、
工期変更に関して監督員と協議

3.支給品精算
書、支給材料精
算書

受理 施工後
工事完成時（完成前に工事工程上、支給材料の精算が可能な場合は、そ
の時点。）に、支給品精算書又は支給材料精算書を監督員に提出

4.引渡場所 指示 施工前 「引渡場所」は、設計図書または監督員の指示

5.返還 指示 施工前 不用となった支給材料または貸与品を返還する場合、監督員の指示

6.修理等 承諾 施工前 支給材料及び貸与物件の修理等を行う場合、事前に監督員の承諾

1.一般事項
指示
受理

施工中
設計図書に定められた現場発生品について、設計図書または監督員の
指示する場所で監督員に引き渡すとともに、あわせて現場発生品調書を
作成し、監督員に提出

2.設計図書以外
の現場発生品の
処置

指示
受理

施工中

設計図書に定められた以外のものが発生した場合、監督員に連絡し、監
督員が引き渡しを指示したものについては、監督員の指示する場所で監
督員に引き渡すとともに、あわせて現場発生品調書を作成し、監督員に
提出

1.一般事項
協議
承諾

施工中

掘削により発生した石、砂利、砂その他の材料を工事に用いる場合、設計
図書によるものとするが、設計図書に明示がない場合には、本体工事また
は設計図書に指定された仮設工事にあっては、監督員と協議するものと
し、設計図書に明示がない任意の仮設工事にあたっては、監督員の承諾

2.マニフェスト 把握
施工中
施工後

産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、産業廃棄物管理票（紙マニ
フェスト）または電子マニフェストにより、適正に処理されていることを確か
めるとともに監督員に提示(A・B2･D･E票原本確認)

4.再生資源利用
計画

受理 施工前

コンクリート、コンクリート及び鉄から成る建設資材、木材、アスファルト混
合物等を工事現場に搬入する場合には、｢大分県建設リサイクルガイドラ
イン｣に基づき、再生資源利用計画を作成し、施工計画書に含め監督員
に提出

支給材料および
貸与品

　　第1編　共　通　編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

１－１－１２

工事の一時中止 １－１－１３

工期変更 １－１－１５

第１章　総則

設計図書の照査
等

１－１－３

施工計画書

1.一般事項

１－１－４

総則

2.設計図書の照
査

施工前
施工中

施工体制台帳

1.一般事項

１－１－１０

１－１－１６

工事現場発生品 １－１－１７

調査・試験の協
力

2.施工体系図

建設副産物 １－１－１８
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細別

　　第1編　共　通　編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

5.再生資源利用
促進計画

受理 施工前

建設発生土、コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、建設発生木材、
建設汚泥または建設混合廃棄物等を工事現場から搬出する場合には、｢
大分県建設リサイクルガイドライン｣に基づき、再生資源利用促進計画を
作成し、施工計画書に含め監督員に提出

6.実施書の提出 受理 施工後
再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画を作成した場合には、工
事完了後速やかに実施状況を記録した「再生資源利用計画書（実施書）」
及び「再生資源利用促進計画書（実施書）」を監督員に提出

受理 施工後
出来形測量の結果を基に、工事数量総括表及び設計図書に従って、出
来形数量を算出し、その結果を監督員に提出

受理 施工後 出来形測量の結果及び設計図書に従って完成図を作成し監督員に提出

承諾 施工後
各種ブロック製作工等工事目的物によっては、監督員の承諾を得て工事
完成図を省略

1.工事完成通知
の提出

受理 施工後 工事完成通知を監督員に提出

5.修補の指示 指示 施工前
修補の必要があると認めた場合には、受注者に対して、期限を定めて修
補の指示

2.部分払いの請
求

受理 施工後
部分払いの請求を行うときは、前項の検査を受ける前に工事の出来高に
関する資料を作成し、監督員に提出

7.中間前払金の
請求

受理 施工後
中間前払金の請求を行うときは、認定を受ける前に中間前金払認定請求
書に工事履行報告書及び工程表を添付し、監督員に提出

2.施工管理頻
度、密度の変更

指示 施工前
監督員は、仕様書に掲げる場合、設計図書に示す品質管理の測定頻度
及び出来形管理の測定密度を変更することができる。この場合、受注者
は、監督員の指示

承諾 施工前
標示板の設置が困難な場合は、監督員の承諾を得て省略することができ
るものとする

協議 施工前
工事を実施するにあたり、防護施設の設置、迂回路の標示等が必要な場
合は、監督員と協議

5.周辺への影響
防止

協議 施工中

施工に際し施工現場周辺並びに他の構造物及び施設などへ影響を及ぼ
さないよう施工しなければならない。また、影響が生じるおそれがある場
合、または、影響が生じた場合には直ちに監督員へ連絡し、その対応方
法等に関して監督員と速やかに協議

7.発見・拾得物の
処置

指示 施工中
工事中に物件を発見または拾得した場合、直ちに関係機関へ通報すると
ともに、監督員へ連絡しその対応について指示

受理
把握

施工後

「土木工事施工管理基準及び規格値」により施工管理を行い、また、写真
管理基準により写真管理を行って、その記録及び関係書類を作成、保管
し、工事完成時に監督員へ提出しなければならない。ただし、それ以外で
監督員からの請求があった場合は提示

協議 施工前
「土木工事施工管理基準及び規格値」に定められていない工種について
は、監督員と協議の上、施工管理を行うものとする。

履行報告 受理
施工中
施工後

１－１－２４ 工事履行報告書を監督員に提出

4.使用する建設
機械

承諾 施工中

土木工事に使用する建設機械の選定、使用等について、設計図書により
建設機械が指定されている場合には、これに適合した建設機械を使用し
なければならない。ただし、より条件に合った機械がある場合には、監督
員の承諾

6.架空線等事故
防止対策

受理 施工前

架空線等上空施設の位置及び占有者を把握するため、工事現場、土取り
場、建設発生土受入地、資材等置き場等、工事に係わる全ての架空線等
上空施設の現地調査（場所、種類、高さ等）を行い、その調査結果につい
て、支障物件の有無に関わらず監督員へ報告

13.安全教育・訓
練等の記録

把握
施工中
施工後

安全教育および安全訓練等の実施状況について、ビデオ等または工事
報告等に記録した資料を整備および保管し、監督員の請求があった場合
は直ちに提示

18.災害発生時の
応急処置

受理 施工中
災害発生時においては、第三者及び作業員等の人命の安全確保をすべ
てに優先させるものとし、応急処置を講じるとともに、直ちに関係機関に通
報及び監督員に連絡

19.地下埋設物
等の調査

受理 施工前
工事施工箇所に地下埋設物件等が予想される場合には、当該物件の位
置、深さ等を調査し監督員に報告

20.不明の地下埋
設物等の処置

受理 施工中
施工中､管理者不明の地下埋設物等を発見した場合は､監督員に連絡し､
その処置については占用者全体の現地確認を求め、管理者を明確にし
なければならない

21.地下埋設物
件等損害時の措
置

受理 施工中
地下埋設物件等に損害を与えた場合は、直ちに関係機関に通報及び監
督員に連絡し、応急措置をとり補修しなければならない

後片付け 指示 施工中 １－１－２８
工事検査に必要な足場、はしご等は、監督員の指示に従って存置し、検
査終了後撤去するものとする

事故報告書 受理 施工中 １－１－２９
工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に連絡するとと
もに、監督員が指示する様式（工事事故報告書）で指示する期日までに、
提出

受理 施工中
環境への影響が予知されまたは発生した場合は、直ちに応急措置を講じ
監督員に連絡

受理 施工中
第三者からの環境問題に関する苦情に対しては、誠意をもってその対応
にあたり、その交渉等の内容は、後日紛争とならないよう文書で取り交わ
す等明確にしておくとともに、状況を随時監督員に報告

3.注意義務 受理 施工中

工事の施工に伴い地盤沈下、地下水の断絶等の理由により第三者への
損害が生じた場合には、受注者が善良な管理者の注意義務を果たし、そ
の損害が避け得なかったか否かの判断をするための資料を監督員に提
出

工事完成検査

出来形確認等

１－１－２３

3.標示板の設置

8.記録及び関係
書類

１－１－２６
工事中の安全確

保

工事完成図 １－１－１９

１－１－２１

施工管理

１－１－３０

2.苦情対応

総則

建設副産物

総則

環境対策

１－１－１８

１－１－２０
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　　第1編　共　通　編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

協議 施工前
排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機
械により難い場合は、監督員と協議

受理 施工前
排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機
械を使用する場合、受注者は、施工現場において使用する建設機械の写
真撮影を行い監督員に提出

8.低騒音型・低
振動型建設機械

協議 施工前
施工時期・現場条件等により､排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス
浄化装置を装着した建設機械を一部調達が不可能な場合は、認定機種
と同程度と認められる機種または対策をもって協議

環境対策 9.特定調達品目
協議
受理
指示

施工前 １－１－３０

特定調達品目の使用を積極的に推進するものとし、事業ごとの特性、必
要とされる強度や耐久性、機能の確保、コスト等の影響により、これにより
難い場合は、監督職員と協議する。また、その調達実績の集計結果を監
督職員に提出するものとする。なお、集計及び提出の方法は、設計図書
及び監督職員の指示による。

文化財の保護 1.一般事項 協議 施工中 １－１－３１
工事中に文化財を発見したときは直ちに工事を中止し、設計図書に関し
て監督員に協議

10.水中落下支
障物の処置

受理 施工中

船舶の航行または漁業の操業に支障をきたすおそれのある物体を水中に
落とした場合、直ちに、その物体を取り除かなければならない。なお、直ち
に取り除けない場合は、標識を設置して危険個所を明示し、関係機関に
通報及び監督員へ連絡

11.作業船舶機
械故障時の処理

受理 施工中
作業船舶機械が故障した場合、安全の確保に必要な措置を講じなけれ
ばならない。なお、故障により二次災害を招くおそれがある場合は、直ち
に応急の措置を講じ、関係機関に通報及び監督員へ連絡

施設管理 協議 施工中 １－１－３３
工事現場における公物、または部分使用施設（約款第33条の適用部分）
について、施工管理上、契約図書における規定の履行を以っても不都合
が生ずるおそれがある場合には、その処置について監督員と協議

諸法令の遵守
3.不適当な契約
図書の処置

協議
施工前
施工中

１－１－３４
当該工事の計画、契約図面、仕様書および契約そのものが第１項の諸法
令に照らし不適当であったり矛盾していることが判明した場合には直ちに
監督員と協議

3.諸手続きの提
示、提出

把握
受理

施工前
諸手続きにおいて許可、承諾等を得たときは、その書面を監督員に提示
しなければならない。なお、監督員から請求があった場合は、写しを提出

4.許可承諾条件
の遵守

協議 施工前
手続きに許可承諾条件がある場合これを遵守しなければならない。なお、
受注者は、許可承諾内容が設計図書に定める事項と異なる場合、監督員
と協議

7.交渉時の注意 受理 施工中
国、地方公共団体、地域住民等と工事の施工上必要な交渉を、自らの責
任において行わなければならない。受注者は、交渉に先立ち、監督員に
連絡

8.交渉内容明確
化

受理
指示

施工中
交渉等の内容は、後日紛争とならないよう文書で取り交わす等明確にして
おくとともに、状況を随時監督員に報告し、指示

1.施工時間の変
更

協議 施工前
設計図書に施工時間が定められている場合でその時間を変更する必要
がある場合は、あらかじめ監督員と協議

受理 施工前
設計図書に施工時間が定められていない場合で、官公庁の休日または
夜間に、作業を行うにあたっては、事前にその理由を監督員に連絡

受理 施工前 現道上の工事については書面により提出

指示 施工前
測量結果が設計図書に示されている数値と差異を生じた場合は監督員に
測量結果を速やかに提出し指示

指示 施工前
測量標（仮ＢＭ）及び多角点を設置するための基準となる点の選定は、監
督員の指示

受理 施工前 測量結果を監督員に提出

2.引照点等の設
置

受理 施工中
工事施工に必要な仮水準点、多角点、基線、法線、境界線の引照点等を
設置し、施工期間中適宜これらを確認し、変動や損傷のないよう努めけれ
ばならない。変動や損傷が生じた場合、監督員に連絡

承諾 施工中
用地幅杭、測量標（仮ＢＭ）、工事用多角点及び重要な工事用測量標を
移設してはならない。ただし、これを存置することが困難な場合は、監督員
の承諾を得て移設することができる。

協議 施工中 用地幅杭が現存しない場合は、監督員と協議

不可抗力による
損害

1.工事災害の報
告

受理 施工中 １－１－３８ 災害発生後直ちに被害の詳細な状況を把握し、直ちに監督員に報告

1.一般事項 協議 施工前
特許権等を使用する場合、設計図書に特許権等の対象である旨明示が
無く、その使用に関した費用負担を約款第８条に基づき発注者に求める
場合、権利を有する第三者と使用条件の交渉を行う前に、監督員と協議

2.保全措置 協議 施工中
業務の遂行により発明または考案したときは、これを保全するために必要
な措置を講じ､出願及び権利の帰属等については､発注者と協議

受理 施工中
建設業退職金共済制度に該当する場合は同組合に加入し、その掛金収
納書（発注者用）を工事請負契約締結後７日以内に建退共証紙購入申告
書と併せて、発注者に提出

把握 施工後 工事完成時、速やかに掛金充当実績総括表を作成し、監督員に提示

臨機の措置 受理 施工中 １－１－４１
災害防止等のために必要があると認め、臨機の措置を取った場合は、そ
の内容を直ちに通知

再生資材等の利
用

協議 施工前 １－１－４５ 再生資材等を利用する場合

暴力団関係者に
よる不当介入の
排除対策

受理 施工前 １－１－４７
暴力団関係者等からの不当介入を受けた場合は、拒否するとともに報
告、かつ、警察に届け出

交通誘導員の資
格要件

受理 着手前 １－１－５０
大分県公安委員会が、道路における危険を防止するため必要と認める交
通誘導警備業務として定めた路線区間において交通誘導警備業務に従
事する場合、一級、二級検定合格警備員資格証等の資料の提出

総則

施工時期及び施
工時間変更

交通安全管理

特許権等

１－１－３２

官公庁等への手
続き

１－１－３５

環境対策

１－１－３６
2.休日または夜
間の作業連絡

１－１－３０

6.排出ガス対策
型建設機械

工事測量

１.一般事項

１－１－３７

3.工事用測量標
の取扱い

１－１－３９

１－１－４０

総則

保険の付保及び
事故の補償

5.掛金収納書の
提出
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細別

　　第1編　共　通　編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

承諾
協議

着工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書の基準類に
よる。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、
基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従
うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

確認
施工前
施工中

設計図書に示された現地の土及び岩の分類の境界を確められた時点で、
監督員の確認を受けなければならない

指示
把握

施工前
施工中

設計図書に示された土及び岩の分類の境界が現地の状況と一致しない
場合は、監督員の指示を受けなければならない。なお、確認のための資
料を整備および保管し、監督員の請求があった場合は速やかに提示

指示 着手前
建設発生土受入れ地及び建設廃棄物処理地の位置、及び建設発生土
の内容等については、設計図書及び監督員の指示

協議 着手前
施工上やむを得ず指定された場所以外に建設発生土または、建設廃棄
物を処分する場合には、事前に設計図書に関して監督員と協議

受理 着手前
建設発生土の受入れ地への搬入に先立ち、指定された建設発生土の受
入れ地について地形を実測し、資料を監督員に提出

承諾 着手前 実測困難な場合等には、これに代わる資料により、監督員の承諾

9.伐開発生物の
処理方法

協議 着手前
伐開除根作業における伐開発生物の処理方法については、設計図書に
よるものとするが、設計図書に示されていない場合には、設計図書に関し
て監督員と協議

1.一般事項 承諾 着手前
水の流れに対して影響を与える場合には、掘削順序、方向または高さ等
についてあらかじめ設計図書に関して監督員の承諾（水中掘削も同様）

3.異常時の処理
協議
受理

施工中

掘削工の施工中に、自然に崩壊、地すべり等が生じた場合、あるいはそ
れらを生ずるおそれがあるときは、工事を中止し、監督員と協議しなけれ
ばならない。 ただし、緊急を要する場合には、応急措置をとった後、直ち
ににその措置内容を監督員に通知

8.異常時の処理
協議
受理

施工中
盛土工の施工中、予期できなかった沈下等の有害な現象のがあった場合
には、工事を中止し、監督員と協議しなければならない。ただし、緊急を
要する場合には、応急処置をとった後、直ちに監督員に通知

9.採取場の実測
受理
承諾

着手前
土の採取に先立ち、指定された採取場について地形を実測し、資料を監
督員に提出しなければならない。ただし、受注者は、実測困難な場合等
には、これに代わる資料により、監督員の承諾

10.採取場の維持
及び修復

協議 施工中
土の採取にあたり、採取場の維持及び修復について採取場ごとの条件に
応じて施工するとともに、土の採取中、土質に著しい変化があった場合に
は、設計図書に関して監督員と協議

15.一段階の盛土
高さ

承諾 施工中
軟弱地盤上の盛土工の施工の一段階の盛土高さは設計図書によるものと
し、その沈下や周囲の地盤の水平変位等を監視しながら盛土を施工し、
監督員の承諾を得た後、次の盛土に着手しなければならない

16.異常時の処理
承諾
受理

施工中

軟弱地盤上の盛土工の施工中、予期できなかった沈下または滑動等が
生ずるおそれがあると予測された場合には、工事を中止し、監督員と協議
しなければならない。ただし、緊急を要する場合には、応急処置をとった
後、直ちにその措置内容を監督員に通知

2.盛土材の確認 承諾 施工中
盛土材の巻出しに先立ち、予定している盛土材料の確認を行い、設計図
書に関して監督員の承諾

3.基盤面の排水
処理

協議 施工中
第１層の補強材の敷設に先立ち、現地盤の伐開除根及び不陸の整地を
行なうとともに、設計図書に関して監督員と協議のうえ、基盤面に排水処
理工を行なわなければならない

5.盛土横断方向
の面状補強材

協議 施工中
面状補強材の引張り強さを考慮する盛土横断方向については、設計図書
で特に定めのある場合を除き、面状補強材に継ぎ目を設けてはならない。
ただし、やむを得ない事情がある場合は設計図書に関して監督員と協議

7.敷設困難な場
合の処理

協議 施工中
現場の状況や曲線、隅角などの折れ部により設計図書に示された方法で
補強材を敷設することが困難な場合は、設計図書に関して監督員と協議

9.壁面工の段数 承諾 施工中
盛土に先行して組立てられる壁面工の段数は、２段までとしなければなら
ない。なお、これにより難い場合は、設計図書に関して監督員の承諾

10.壁面工付近
等の締固め

承諾 施工中

設計図書に明示した場合を除き、壁面工付近や隅角部の締固めにおい
ては、各補強土工法のマニュアルに基づくとともに、壁面から1.0～1.5ｍ
程度の範囲では、振動コンパクタや小型振動ローラなどを用いて人力に
よって入念に行わなければならない。これにより難い場合は、設計図書に
関して監督員と協議

12.壁面変位の観
測

協議 施工中
壁面工の設置に先立ち、壁面の直線性や変形について確認しながら施
工しなければならない。許容値を超える壁面変位が観測された場合は、
直ちに作業を中止し、設計図書に関して監督員と協議

1.一般事項 協議 施工中 浮石が大きく取り除くことが困難な場合には、設計図書に関して監督員と協議

5.崩壊のおそれ
ある箇所等の処
理

協議 施工中
砂防土工における斜面の掘削部法面整形の施工にあたり、崩壊のおそれ
のある箇所、あるいは湧水、軟弱地盤等の不良箇所の法面整形は、設計
図書に関して監督員と協議

道路土工 一般事項
4.地山の土及び
岩の分類

確認
把握

着手前
施工中

２－４－１

設計図書に示された現地の土及び岩の分類の境界を確かめられた時点
で、監督員の確認を受けなければならない。なお、確認のための資料を
整備および保管し、監督員または検査員の請求があった場合は速やかに
提示

河川、海岸、
砂防土工

第２章　土工

適用すべき諸基準

河川、海岸、
砂防土工

一般事項

2.地山の土及び
岩の分類

２－３－１

5.発生土受入れ
地等

7.建設発生土受
入れ地の実測

２－３－２

２－３－５

掘削工

盛土工 ２－３－３

盛土工 ２－３－３

盛土補強工 ２－３－４

法面整形工
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細別

　　第1編　共　通　編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

6.湧水処理
協議
受理

施工中 ２－４－１

工事箇所において工事目的物に影響をおよぼすおそれがあるような予期
できなかった湧水が発生した場合には、工事を中止し、監督員と協議しな
ければならない。 ただし、緊急を要する場合には応急処置をとった後、直
ちにその措置内容を監督員に通知

指示 着手前
建設発生土受入れ地及び建設廃棄物処分地の位置、建設発生土の内
容等については、設計図書及び監督員の指示

協議 着手前
施工上やむを得ず指定された場所以外に建設発生土または、建設廃棄
物を処分する場合には、事前に設計図書に関して監督員と協議

受理 着手前
建設発生土の受入れ地への搬入に先立ち、指定された建設発生土の受
入れ地について地形を実測し、資料を監督員に提出

承諾 着手前 実測困難な場合等には、これに代わる資料により、監督員の承諾

14.伐開発生物の
処理方法

協議 着手前
伐開除根作業における伐開発生物の処理方法については、設計図書に
よるものとするが、処理方法が示されていない場合には、設計図書に関し
て監督員と協議

19.一段階の盛土
高さ

承諾 施工中
軟弱地盤上の盛土工の施工の一段階の高さは設計図書によるものとし、
その沈下や周囲の地盤の水平変化等を監視しながら盛土を施工し、監督
員の承諾を得た後、次の盛土に着手しなければならない

20.異常時の処理
協議
受理

施工中

軟弱地盤上の盛土の施工中、予期できなかった沈下または滑動等が生
ずるおそれがあると予測された場合には、工事を中止し、監督員と協議し
なければならない。ただし、緊急を要する場合には応急処置をとった後、
直ちにその措置内容を監督員に通知

1.一般事項
協議
受理

施工中

施工にあたり、掘削中の土質に著しい変化が認められた場合、または埋
設物を発見した場合は、工事を中止し、監督員と協議しなければならな
い。ただし、緊急を要する場合には応急処置をとった後、直ちにその措置
内容を監督員に通知

3.自然崩壊等異
常時の処理

協議
承諾

施工中

掘削工の施工中に自然に崩壊、地すべり等が生じた場合、あるいはそれ
らを生ずるおそれがあるときは、工事を中止し、監督員と協議しなければ
ならない。ただし、緊急を要する場合には応急処置をとった後、直ちにそ
の措置内容を監督員に通知

4.路床面の支持
力

協議 施工中
路床面において、設計図書に示す支持力が得られない場合、または均等
性に疑義がある場合には、監督員と協議

6.硬岩掘削時の
注意

承諾 施工中
万一誤って仕上げ面を超えて発破を行った場合には、受注者は監督員
の承諾を得た工法で修復しなければならない。

1.一般事項 協議 施工中
施工する地盤で盛土の締固め基準を確保できないような予測しない軟弱
地盤・有機質土・ヘドロ等の不良地盤が現れた場合には、敷設材工法等
の処置工法について、設計図書に関して監督員と協議

11.異常時の処理
協議
受理

施工中
路体盛土工作業中、予期できなかった沈下等の有害な現象のあった場合
に、工事を中止し、監督員と協議しなければならない。ただし、緊急を要
する場合には応急処置をとった後、直ちにその措置内容を監督員に通知

12.採取場の実測
受理
承諾

施工前
土の採取に先立ち、指定された採取場について地形を実測し、資料を監
督員に提出しなければならない。ただし、受注者は、実測困難な場合等
には、これに代わる資料により、監督員の承諾

13.採取場の維持
及び修復

協議 施工中
土の採取にあたり、採取場の維持及び修復について採取場ごとの条件に
応じて施工するとともに、土の採取中、土質に著しい変化があった場合に
は、設計図書に関して監督員と協議

1.一般事項 協議 施工中
路床盛土工を施工する地盤で盛土の締固め基準を確保できないような予
測しない軟弱地盤・有機質土・ヘドロ等の不良地盤が現れた場合には、敷
設材工法などの処理方法について監督員と協議

9.異常時の処理
協議
受理

施工中
路床盛土工の作業中、予期できなかった沈下等の有害な現象のあった場
合に工事を中止し、監督員と協議しなければならない。ただし、緊急を要
する場合には応急処置をとった後、直ちにその措置内容を監督員に通知

14.土の採取
受理
承諾

施工中

土の採取の搬入に先立ち、指定された採取場、建設発生土の受入れ地
について地形を実測し、資料を監督員に提出しなければならない。ただ
し、受注者は、実測困難な場合等には、これに代わる資料により、監督員
の承諾

15.採取場の維持
及び修復

協議 施工中
土の採取にあたり、採取場の維持及び修復について採取場ごとの条件に
応じて施工するとともに、土の採取中、土質に著しい変化があった場合に
は、設計図書に関して監督員と協議

法面整形工 1.一般事項 協議 施工中 ２－４－５
浮石が大きく取り除くことが困難な場合には、設計図書に関して監督員と
協議

第３章　無筋、鉄筋コンクリート

3.適用規定(2) 承諾 着工前 第１節

コンクリートの施工にあたり、設計図書に定めのない事項については、「コ
ンクリート標準示方書（施工編）［2017年制定］」（土木学会 、2018年3月）
のコンクリートの品質の規定による。これ以外による場合は、施工前に、設
計図書に関して監督員の承諾

1.適用規定
承諾
協議

着工前

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書の基準類に
よる。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、
基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従
うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

3.塩分の浸透防
止

協議 施工前
アルカリ骨材反応による損傷が構造物の品質・性能に重大な影響を及ぼ
すと考えられる場合には、塩分の浸透を防止するための塗装等の措置方
法について、設計図書に関して監督員と協議

路床盛土工
道路土工

２－４－２

２－４－３

２－４－４

適　用

9.建設発生土受
入れ地等

11.建設発生土の
受入れ地の実測

適用すべき諸基準 第２節

掘削工

路体盛土工

道路土工

一般事項
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細別

　　第1編　共　通　編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

把握
受理

着工前

本条１項（１）により選定した工場が製造したJISマーク表示されたレディー
ミクストコンクリートを用いる場合は、製造会社の材料試験結果、配合の決
定に関する確認資料を整備・保管し、監督員の請求があった場合は、遅
滞なく提示するとともに、検査時に提出

確認 着工前

JISマーク表示認証製品を製造している工場（産業標準化法（平成30年5
月改正　法律第33号）に基づき国に登録された民間の第三者機関（登録
認証機関）により製品にJISマーク表示する認証を受けた製品を製造して
いる工場）が工事現場近くに見あたらない場合は、使用する工場につい
て、設計図書に指定したコンクリートの品質が得られることを確かめたう
え、その資料により監督員の確認

確認 着工前

JISマーク表示認証工場でない工場で製造されたレディーミクストコンク
リート及びJISマーク表示認証工場であってもJIS A 5308（レディーミクストコ
ンクリート）以外のレディーミクストコンクリートを用いる場合は、設計図書及
び第１編３－５－４材料の計量及び練混ぜ、配合に臨場するとともに製造
会社の材料試験結果、配合の決定に関する確認資料により監督員の確
認

コンクリートミ
キサー船

コンクリートミキ
サー船の選定

承諾 着工前 ３－４－２
施工に先立ちコンクリート製造能力、製造設備、品質管理状態等を考慮し
てコンクリートミキサー船を選定し、監督員の承諾

2.配合試験 確認 着工前
施工に先立ち、あらかじめ配合試験を行い、示方配合表を作成し監督員
の確認

5.材料変更等 協議 着工前
使用する材料を変更したり、示方配合の修正が必要と認められる場合に
は、示方配合表を作成し、事前に監督員に協議

1.計量装置 把握 着工前
材料の計量設備の計量精度の定期的な点検を行わなければならない。
なお、点検結果の資料を整備および保管し、監督員または検査員の請求
があった場合は速やかに提示

承諾 着工前
骨材の表面水率の試験は、JIS A 1111（細骨材の表面水率試験方法）若
しくはJIS A 1125（骨材の含水率試験方法及び含水率に基づく表面水率
の試験方法）または監督員の承諾を得た方法

協議 着工前 定めた示方配合を現場配合に修正した内容をその都度、監督員に協議

3.練混ぜ 協議 着工前
機械練りが不可能でかつ簡易な構造物の場合で、手練りで行う場合に
は、受注者は、設計図書に関して監督員に協議

運搬
3.トラックアジ
テータ

協議 施工前 ３－６－３
運搬車の使用にあたって、練りまぜたコンクリートを均一に保持し、材料の
分離を起こさずに、容易に完全に排出できるトラックアジテータを使用しな
ければならない。これにより難い場合は、設計図書に関して監督員と協議

1.一般事項 協議 施工前

コンクリートを速やかに運搬し、直ちに打込み、十分に締固めなければな
らない。練混ぜてから打ち終わるまでの時間は、原則として外気温が25℃
を超える場合で1.5時間、25℃以下の場合で２時間を超えないものとし、か
つコンクリートの運搬時間（練り混ぜ開始から荷卸し地点に到着するまで
の時間）は１．５時間以内としなければならない。これ以外で施工する可能
性がある場合は、監督員と協議

5.コンクリートポン
プ使用時の注意

承諾 施工前
コンクリートポンプを用いる場合は、「コンクリートのポンプ施工指針（案）５
章圧送」（土木学会、平成24年6月）の規定による。これにより難い場合は、
監督員の承諾

8.シュート使用時
の注意

承諾 施工前
打設にシュートを使用する場合には縦シュートを用いるものとし、漏斗管、
フレキシブルなホース等により、自由に曲がる構造のものを選定しなけれ
ばならない。なお、これにより難い場合は、事前に監督員の承諾

1.一般事項 協議 施工前

打継目の位置及び構造は、契約図面の定めによるものとする。ただし、受
注者は、やむを得ず契約図面で定められていない場所に打継目を設ける
場合、構造物の性能を損なわないように、その位置、方向及び施工方法
を定め、監督員と協議

9.ひび割れ誘発
目地

協議 施工前
温度変化や乾燥収縮などにより生じるひび割れを集中させる目的で、必
要に応じてひび割れ誘発目地を設けようとする場合は監督員と協議

2.湿潤状態の保
持

協議 施工前
中庸熱ポルトランドセメントや低熱ポルトランドセメント等の表3-3に示され
ていないセメントを使用する場合には、湿潤養生期間に関して監督員と協
議

4.蒸気養生等 協議 着工前 膜養生を行う場合には、設計図書に関して監督員と協議

一般事項 2.照査 協議 着工前 ３－７－１
施工前に、設計図書に示された形状および寸法で、鉄筋の組立が可能
か、また打込み及び締め固め作業を行うために必要な空間が確保出来て
いることを確認。不備を発見したときは監督員に協議。

2.鉄筋加工時の
温度

把握 施工前 ３－７－３

鉄筋を常温で加工しなければならない。ただし、鉄筋をやむを得ず熱して
加工する時には、既往の実績を調査し、現地において試験施工を行い、
悪影響を及ぼさないことを確かめた上で施工方法を定め、施工しなけれ
ばならない。なお、調査・試験および確認資料を整備および保管し、監督
員または検査員から請求があった場合は速やかに提示

3.鉄筋の曲げ半
径

承諾 施工前 ３－７－３

施工にあたり、設計図書に鉄筋の曲げ半径が示されていない場合は、「
コンクリート標準示方書（設計編）［2017年制定］第13章鉄筋に関する構造
細目」（土木学会、2018年3月）の規定による。これにより難い場合は、監督
員の承諾

組立
3.鉄筋かぶりの
確保

協議 施工前 ３－７－４
型枠に接するスペーサーについてはコンクリート製あるいはモルタル製で
本体コンクリートと同等以上の品質を有するものを使用しなければならな
い。なお、これ以外のスペーサーを使用する場合は監督員と協議

配合 ３－５－３

レディーミク
ストコンクリー
ト

工場の選定 1.一般事項 ３－３－２

３－６－９

現場練りコン
クリート

材料の計量及び
練混ぜ

３－５－４

加工

養生

打設

打継目

鉄筋工

2.材料の計量

３－６－４

３－６－７

運搬・打設
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　　第1編　共　通　編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

1.一般事項 承諾 施工前
設計図書に示されていない鉄筋の継手を設けるときには、継手の位置及
び方法について、施工前に設計図書に関して監督員の承諾

4.継手構造の選
定

把握 施工前

鉄筋の継手に圧接継手、溶接継手または機械式継手を用いる場合には、
鉄筋の種類、直径および施工箇所に応じた施工方法を選び、その品質を
証明する資料を整備および保管し、監督員または検査員から請求があっ
た場合は速やかに提示

8.機械式鉄筋継
手

承諾
協議

施工前

施工する工法について必要な性能に関し、公的機関等（所定の試験、評
価が可能な大学や自治体、民間の試験機関を含む）による技術的な確認
を受け交付された証明書の写しについて監督員の承諾
設計時に機械式鉄筋継手工法が適用されていない継手において、機械
式鉄筋継手工法を適用する場合は、別途、監督員と協議

1.圧接工の資格
承諾
把握

施工前

ガス圧接の施工方法を熱間押し抜き法とする場合は、設計図書に関して
監督員の承諾を得なければならない。
また、圧接工の技量の確認に関して、監督員または検査員から請求が
あった場合は、資格証明書等を速やかに提示

2.施工できない
場合の処理

協議 施工前
鉄筋のガス圧接箇所が設計図書どおりに施工できない場合は、その処置
方法について施工前に監督員と協議

寒中コンク
リート

施工 1.一般事項 協議 着工前 ３－１０－２
ＡＥコンクリートを用いなければならない。これ以外を用いる場合は、監督
員と協議

7.水中コンクリー
トの打設方法

協議 施工前
ケーシング（コンクリートポンプとケーシングの併用方式）、トレミーまたはコ
ンクリートポンプを使用してコンクリートを打設しなければならない。これに
より難い場合は、代替工法について監督員と協議

11.底開き箱及び
底開き袋による
打設

承諾 施工前 底開き箱または底開き袋を使用する場合は、事前に監督員の承諾

海水の作用を受
けるコンクリート

2.水平打継目の
設置位置

承諾 着工前 ３－１２－３

設計図書に示す最高潮位から上60㎝及び最低潮位から下60㎝の間のコ
ンクリートに水平打継目を設けてはならない。干満差が大きく一回の打上
がり高さが非常に高くなる場合や、その他やむを得ない事情で打継目を
設ける必要がある場合には、設計図書に関して監督員の承諾

コンクリートの製
造

4.練混ぜ 協議 着工前 ３－１３－３
コンクリート製造設備の整ったプラントで練り混ぜなければならない。な
お、やむを得ず現場で水中不分離性混和剤及び高性能減水剤を添加す
る場合は、事前に仕様書に示した項目を検討し監督員と協議

打設 3.打設 協議 着工前 ３－１３－４
やむを得ず、流水中や水中落下高さが50cmを越える状態での打込みを
行う場合には、所要の品質を満足するコンクリートが得られることを確認す
るとともに、設計図書に関して監督員と協議

1.型枠 承諾 着工前 事前に型枠の取外し時期について、監督員の承諾

4.注入管の配置 承諾 施工前
鉛直注入管を水平間隔２ｍ以下に配置しなければならない。なお、水平
間隔が２ｍを超える場合は、事前に監督員の承諾

6.注入 承諾 施工前
規定の高さまで継続して、モルタル注入を行わなければならない。なお、
やむを得ず注入を中断し、設計図書又は施工計画にないところに打継目
を設ける場合には、事前に打継目処置方法に関して監督員の承諾

３－１２－２

鉄筋工

継手 ３－７－５

水中不分離
性コンクリー
ト

プレパックド
コンクリート

施工 ３－１４－３

ガス圧接 ３－７－６

水中コンク
リート

施工
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把握
受理

施工前

工事に使用した材料の品質を証明する、試験成績表、性能試験結果、ミ
ルシート等の品質規格証明書を受注者の責任において整備、保管し、監
督員または検査員の請求があった場合は速やかに提示しなければならな
い。ただし、設計図書で品質規格証明書等の提出を定められているもの
については、監督員へ提出

受理 施工前
設計図書において試験を行うこととしている工事材料について、ＪＩＳまたは
設計図書に定める方法により、試験を実施しその結果を監督員に提出
なお、ＪＩＳマーク表示品については試験を省略できる。

確認 施工前

設計図書において監督員の試験もしくは確認及び承諾を受けて使用する
ことを指定された工事材料について、見本または品質を証明する資料を
工事材料を使用するまでに監督員に提出し、確認を受けなければならな
い。
なお、JISマーク表示品については、JISマーク表示状態の確認とし見本ま
たは品質を証明する資料の提出は省略できる。

指示
確認

施工前
材質の変質により工事材料の使用が、不適当と監督員から指示された場
合には、これを取り替えるとともに、新たに搬入する材料については、再度
確認を受けなければならない。

受理 施工前

海外で生産された建設資材のうちＪＩＳマーク表示品以外の建設資材を用
いる場合は、海外建設資材品質審査・証明事業実施機関が発行する海
外建設資材品質審査証明書あるいは、日本国内の公的機関で実施した
試験結果資料を監督員に提出

2.塩化物含有量 承諾 施工前
練混ぜ時の全塩化物イオンは0.30㎏／ｍ3以下とするものとする。なお、こ
れを超えるものを使用する場合は、設計図書に関して監督員の承諾

3.アルカリ骨材反
応抑制対策

受理 施工前 アルカリ骨材反応抑制対策の適合を確認した資料を監督員に提出

道路標識及
び区画線

道路標識 (4)反射シート 確認 施工前 ２－１２－１
設計図書（仕様書を含む）に示した品質以外の反射シートを用いる場合
に、受注者は監督員の確認

　　第2編　材　料　編
確　　認　　事　　項 土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

第１章　　一般事項

第２章　　土木工事材料

監督方法 監督時期

5.材料の保管

6.海外の建設資材の品質証明

セメントコンク
リート製品

一般事項 ２－７－１

工事材料の
品質

1.一般事項

第2節

３.試験を行う工事材料

4.見本・品質証明資料
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1.立会願の提出 受理 施工前
設計図書に従って監督員の立会が必要な場合は、あらかじめ立会願を所
定の様式により監督員に提出

受理 施工前
事前に段階確認に係わる報告（種別、細別、施工予定時期等）を監督員
に提出

受理 施工後 監督員の確認を受けた書面を、工事完成時までに監督員へ提出

7.段階確認の臨
場

把握
確認

施工後
設計図書に定められた段階確認において臨場を机上とすることができる。
この場合において、受注者は、監督員に施工管理記録、写真等の資料を
提示し確認

数量の算出
2.出来形数量の
提出

受理 施工後 １－１－４
出来形測量の結果を基に、工事数量総括表及び設計図書に従って、出
来形数量を算出し、その結果を監督員からの請求があった場合は速やか
に提出

提出書類 1.一般事項
受理
指示

施工前 １－１－５
提出書類を工事請負契約関係の様式等に基づき、監督員に提出しなけ
ればならない。これに定めのないものは、監督員の指示する様式によらな
ければならない

創意工夫 受理 施工後 １－１－６
自ら立案実施した創意工夫や地域社会への貢献として特に評価できる項
目について、工事完成時までに所定の様式により、監督員に提出

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書の基準類によ
る。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。また、基
準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うも
のとし、疑義がある場合は監督員と協議

1.埋設物 協議 施工中 埋設物を発見した場合は、設計図書に関して監督員と協議

3.異常時の処理 協議 施工中
床掘りにより崩壊または破損のおそれがある構造物等を発見した場合に
は、応急措置を講ずるとともに直ちに設計図書に関して監督員と協議

7.過掘りの処理 協議 施工中
施工上やむを得ず、既設構造物等を設計図書に定める断面を超えて床
掘りの必要が生じた場合には、事前に設計図書に関して監督員と協議

8.埋戻し材料 指示 施工中
監督員が指示する構造物の埋戻し材料については、この仕様書における
関係各項に定めた土質

11.狭隘箇所等の
埋戻し

協議 施工中
構造物の隣接箇所や狭い箇所において埋戻しを行う場合は、小型締固め
機械を使用し均一になるように仕上げなければならない。なお、これにより
難い場合は、設計図書に関して監督員と協議

2.鋼矢板の継手
部

協議 施工中
鋼矢板の継手部は、かみ合わせて施工しなければならない。なお、これに
より難い場合は設計図書に関して監督員と協議

5.異常時の処理 協議 施工中
設計図書に示された深度に達する前に矢板が打込み不能となった場合
は、原因を調査するとともに、設計図書に関して監督員と協議

8.矢板引抜き跡
の埋戻し

協議 施工中
空隙による地盤沈下の影響が大きいと判断される場合は、設計図書に関
して監督員と協議

防止柵工 1.一般事項 協議 着工前 ２－３－７
防止柵を設置する場合、現地の状況により、位置に支障があるときまた
は、位置が明示されていない場合には、設計図書に関して監督員と協議

路側防護柵工
3.支柱位置支障
等の処置

協議 着工前 ２－３－８
支柱の施工にあたって橋梁、擁壁、函渠などのコンクリートの中に防護柵
を設置する場合、設計図書に定められた位置に支障があるときまたは、位
置が明示されていない場合、設計図書に関して監督員と協議

区画線工
2.区画線施工前
の打合せ

指示 施工前 ２－３－９
溶融式、ペイント式、高視認性、仮区画線の施工に先立ち施工箇所、施
工時間帯、施工種類について監督員の指示を受けるとともに、所轄警察
署とも打ち合わせ

4.支柱のコンク
リート構造物の設
置方法

協議 着工前

視線誘導標の施工にあたって、支柱を橋梁、擁壁、函渠などのコンクリート
中に設置する場合、設計図書に定めた位置に設置しなければならない
が、その位置に支障があるとき、また位置が明示されていない場合は、設
計図書に関して監督員と協議

5.距離標の設置 協議 着工前
障害物などにより所定の位置に設置できない場合は、設計図書に関して
監督員と協議

6.道路鋲の設置 協議 着工前 設置位置が明示されていない場合は、設計図書に関して監督員と協議

受理 着工前
プレストレスの導入に先立ち、仕様書の試験に基づき、監督員に緊張管理
計画書を提出

受理 施工中
緊張管理計画書で示された荷重計の示度と、ＰＣ鋼材の抜出し量の測定
値との関係が許容範囲を超える場合は、直ちに監督員に連絡するとともに
原因を調査

把握 施工後

プレストレッシングの施工は、「道路橋示方書・同解説（Ⅲコンクリート橋・コ
ンクリート部材編）17.11　ＰＣ鋼材工及び緊張工」（日本道路協会、平成29
年11月）に基づき管理するものとし、順序、緊張力、ＰＣ鋼材の抜出し量、
緊張の日時、コンクリートの強度等の記録を整備および保管し、監督員ま
たは検査員から請求があった場合は速やかに提示

協議 施工前
プレストレッシング終了後のＰＣ鋼材の切断は、機械的手法によるものとす
る。これによりがたい場合は、設計図書に関して監督員と協議

承諾 施工前
グラウトに用いるセメントは、 JIS R 5210（ポルトランドセメント）に適合する
普通ポルトランドセメントを標準とするが、これにより難い場合は監督員と協
議

承諾 施工前
暑中におけるグラウトの施工については、グラウトの温度上昇、過早な硬
化などがないように、材料及び施工については、事前に設計図書に関して
監督員の承諾

プレキャストセグ
メント主桁組立工

2.ブロック組立て
施工

承諾 施工前 ２－３－１４

接着剤の試験方法は 「コンクリート標準示方書・（規準編）［2018年制定］」
（土木学会、2018年10月）におけるJSCE－H101－2013 プレキャストコンク
リート用樹脂系接着剤（橋げた用）品質規格（案）による。これにより難い場
合は、監督員の承諾

捨石工
2.施工方法の変
更

協議 施工前 ２－３－１９
設計図書において指定した捨石基礎の施工方法に関して、施工箇所の
波浪及び流水の影響により施工方法の変更が必要な場合は、設計図書
に関して監督員と協議

階段工 1.一般事項 協議 施工前 ２－３－２２
階段工を設計図書に基づいて施工できない場合には、設計図書に関して
監督員と協議
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確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期 指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

第1章　総則

１－１－３6.段階確認

第2章　一般施工

土木工事
共通仕様書

総則

監督員による段
階確認及び立合
等

適用すべき諸基準

共通的工種

作業土工
（床堀、埋戻し）

２－３－３

矢板工 ２－３－４

道路付属物工 ２－３－１０

ホストテンション
桁製作工

3.ＰＣ緊張の施工

２－３－１３

4.グラウト施工
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確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期 指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

土木工事
共通仕様書

1.一般事項 協議 施工前
接触面に規定以外の処理を施す場合は、設計図書に関して監督員と協
議

7.締付け確認 把握 施工中
締付け確認をボルト締付け後速やかに行い、その記録を整備および保管
し、監督員または検査員から請求があった場合は速やかに提示

伸縮装置工 1.一般事項 把握 施工前 ２－３－２４

伸縮装置の据付けについては、施工時の気温を考慮し、設計時の標準温
度で、橋と支承の相対位置が標準位置となるよう温度補正を行って据付け
位置を決定すること。また、監督員または検査員から請求があった場合は
速やかに提示

1.一般事項 確認 施工前
項目、内容の詳細は監督員と確認。材質はJIS　H2202(鋳物用銅合金地
金)を使用

2.橋歴版 指示 施工前 取付け位置については、監督員の指示

1.一般事項 協議 施工前
現地の状況により設計図書に示された据付け勾配により難い場合は、設
計図書に関して監督員と協議

3.縦締め施工 承諾 施工前
縦締め施工については、「道路土工－カルバート工指針７－２（２）２）敷設
工」（日本道路協会、平成22年３月）の規定による。これ以外の施工方法に
よる場合は、施工前に設計図書に関して監督員の承諾

10.異常時の処理 協議 施工前
布設については、砂質土または軟弱地盤が出現した場合には、施工する
前に設計図書に関して監督員と協議

12.コルゲートパ
イプの布設条件

協議 施工前
布設条件（地盤条件・出来型等）については設計図書によるものとし、予
期しない沈下のおそれがあって、上げ越しが必要な場合には、設計図書
に関して監督員と協議

9.塗装の禁止条
件

協議 施工前 仕様書の規定以外の場合は、設計図書に関して監督員と協議

指示 施工前
ボルト締め後または溶接施工のため塗装が困難となる部分で設計図書に
示されている場合または、監督員の指示

承諾 施工前 防錆剤の使用については、設計図書に関して監督員の承諾

把握
受理

施工後
現場塗装終了後、塗膜厚検査を行い、塗膜厚測定記録を作成及び保管
し、監督員または検査員から請求があった場合は速やかに提示するととも
に、工事完成時に監督員へ提出

把握 施工前
塗布作業の開始前に出荷証明書及び塗料成績表（製造年月日、ロット番
号、色採、数量を明記）を確認し、記録、保管し、監督員または検査員の
請求があった場合は速やかに提示

2.要求性能 確認 施工前
要求性能を満足することを確認するために設定した基準値に適合すること
を示した公的試験機関の証明書又は公的試験機関の試験結果を事前に
監督員に提出し、確認

3.標示標の提出 受理 施工前

納入された製品について監督員が指定する表示標（底網、蓋網、側網及
び仕切網毎に網線に使用した線材の製造工場名及び表示番号、製造年
月日を記載したもの）を監督員に提出しなければならない。
また、監督員が指定する各網の表示標に記載された番号に近い線材の公
的機関における試験結果を提出

4.網の結束 承諾 施工前
仕切網はあらかじめ工場で底網に結束するものとする。ただし、特殊部で
これにより難い場合は監督員の承諾

袋詰玉石工
3.根固め用袋材
の要求性能確認

受理
確認

施工前 ２－３－３３
基準値に適合することを示した公的試験機関の証明書又は公的試験機関
の試験結果を事前に監督員に提出し、確認

3.試験杭の施工 協議 施工前

試験杭の施工に際して、設計図書に示されていない場合には、各基礎ご
とに、設計図書に示す工事目的物の基礎杭の一部として使用できるように
最初の一本を試験杭として施工しなければならない。これにより難い場合
は、設計図書に関して監督員と協議

4.施工計画書、
施工記録

把握
受理

施工前
施工中
施工後

施工にあたり施工記録を整備および保管し、監督員の請求があった場合
は、速やかに提示するとともに工事完成時に監督員へ提出

10.打込み不能の
場合の処理

協議 施工中

既製杭工の施工を行うにあたり、設計図書に示された杭先端の深度に達
する前に打込み不能となった場合は、原因を調査するとともに、設計図書
に関して監督員と協議しなければならない。また、支持力の測定値が、設
計図書に示された支持力に達しない場合は、受注者は、設計図書に関し
て監督員と協議

12.残杭の再使用
時の注意

承諾 施工中
既製杭工の打込みを終わり、切断した残杭を再び使用する場合は、設計
図書に関して監督員の承諾

14.杭支持層の確
認・記録

把握
受理

施工後
杭先端が設計図書に示された支持層付近に達した時点で支持層の確認
をするとともに、確認のための資料を整備および保管し、監督員の請求が
あった場合は、速やかに提示するとともに、工事完成時に監督員へ提出

15.既製コンク
リート杭又は鋼管
杭の先端処理

承諾 施工中

既製コンクリート杭または鋼管杭の先端処理をセメントミルク噴出攪拌方式
による場合は、杭基礎施工便覧に示されている工法技術またはこれと同等
の工法技術によるものとし、受注者は施工に先立ち、当該工法技術につ
いて、設計図書に関して監督員の承諾

把握 施工中
鋼管杭及びＨ鋼杭の溶接に従事する溶接工は資格証明書を常携し、監
督員が資格証明書の提示を求めた場合は、これに応じなければならない

承諾 施工中

降雪雨時、強風時に露天で鋼管杭及びＨ鋼杭の溶接作業を行ってはなら
ない。風は、セルフシールドアーク溶接の場合には10ｍ/sec以内、ガス
シールドアーク溶接の場合には、2ｍ/sec以内とする。ただし、作業が可能
なように、遮へいした場合等には、設計図書に関して監督員の承諾

把握
受理

施工後
鋼管杭の上杭の建込み及び溶接完了後、溶接箇所の欠陥の有無の確認
等の該当記録を整備及び保管し、監督員の請求があった場合は、速やか
に提示するとともに、工事完成時に監督員へ提出

基礎工

共通的工種

現場継手工 ２－３－２３

銘板工 ２－３－２５

プレキャストカル
バート工

２－３－２８

側溝工 ２－３－２９

現場塗装工 ２－３－３１

13.下塗り

16.検査

かごマット工 ２－３－３２

既製杭工 ２－４－４

21.鋼管杭、H鋼
杭の現場継手
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確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期 指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

土木工事
共通仕様書

2.施工計画書、
施工記録

把握
受理

施工前
施工後

杭長決定の管理方法等を定め施工計画書に記載し、施工にあたり施工記
録を整備および保管し、監督員の請求があった場合は、速やかに提示す
るとともに工事完成時に監督員へ提出

5.周辺への影響
防止

協議 施工中
場所打杭工の施工を行うにあたり、周辺地盤及び支持層を乱さないように
掘削し、設計図書に示された深度に達する前に掘削不能となった場合
は、原因を調査するとともに、設計図書に関して、監督員と協議

8.支持地盤の確
認

把握
受理

施工後

場所打杭工の施工にあたり、設計図書に示した支持地盤に達したことを、
掘削深さ、掘削土砂、地質柱状図及びサンプルなどにより確認し、その資
料を整備・保管し、監督員の請求があった場合は、速やかに提示するとと
もに、工事完成時に監督員へ提出

11.鉄筋かごの組
立

協議 施工前
場所打杭工における鉄筋かごの組立てにあたっては、形状保持などのた
めの溶接を構造設計上考慮する鉄筋に対して行ってはならない。
ただし、これにより難い場合には監督員と協議

12.コンクリート打
設

承諾 施工前
コンクリート打込みにあたっては、トレミー管を用いたプランジャー方式によ
るものとし、打込み量及び打込み高を常に計測しなければならない。これ
により難い場合は、設計図書に関して監督員の承諾

15.杭径確認
受理
協議

施工後

全ての杭について、床堀完了後（杭頭余盛部の撤去前）に杭頭部の杭径
を確認するとともに、その状況について写真撮影を行い監督員に提出しな
ければならない。その際、杭径が出来形管理基準を満たさない状況が発
生した場合は、補修方法等について監督員と協議

21.地下水への影
響防止

協議 着手前
周辺地域の地下水利用状況等から作業に伴い水質水量等に影響を及ぼ
すおそれのある場合には、あらかじめその調査・対策について設計図書に
関して監督員と協議

3.土留工 協議 施工前
掘削孔の全長にわたって土留工を行い、かつ撤去してはならない。これに
より難い場合は、設計図書に関して監督員と協議

4.支持地盤の確
認

把握
受理

施工後

孔底が設計図書に示す支持地盤に達したことを、掘削深度、掘削土砂、
地質柱状図などにより確認し、その資料を整備および保管し、監督員の請
求があった場合は、速やかに提示するとともに、工事完成時に監督員へ
提出

7.鉄筋の継手 承諾 施工前
軸方向鉄筋の継手は、機械式継手とし、せん断補強鉄筋は重ね継手また
は機械式継手とする。これにより難い場合は、監督員の承諾

8.裏込注入 承諾 施工前 裏込注入材料が設計図書に示されていない場合には、監督員の承諾

9.裏込材注入圧
力

承諾 施工前
裏込材注入圧力は、低圧（0.1N／㎜2程度）とするが、これにより難い場合
は、施工に先立って監督員の承諾

10.湧水処理 協議 施工中
掘削中に湧水が著しく多くなった場合には、設計図書に関して監督員と協
議

12.施工計画書、
施工記録

把握
受理

施工前
施工後

グラウトの注入方法については、施工計画書に記載し、施工にあたっては
施工記録を整備保管し、監督員の請求があった場合は速やかに提示する
とともに、工事完成時に監督員へ提出

4.施工記録の整
備、保管

把握
受理

施工後
オープンケーソンの施工にあたり、施工記録を整備および保管し、監督員
の請求があった場合は、速やかに提示するとともに工事完成時に監督員
へ提出

5.火薬類の使用 協議 施工前
オープンケーソン基礎工の掘削沈下を行うにあたり、火薬類を使用する必
要が生じた場合は、事前に設計図書に関して監督員と協議

7.過堀りの禁止 協議 施工中
オープンケーソンの沈下促進にあたり、刃先下部に過度の掘り起こしをし
てはならない。著しく沈下が困難な場合には、原因を調査するとともに、そ
の処理方法について、設計図書に関して監督員と協議

9.支持地盤の確
認

把握
受理

施工後

オープンケーソンが設計図書に示された深度に達したときは、ケーソン底
面の乱された地盤の底ざらいを行い、支持地盤となる地山及び土質柱状
図に基づき底面の支持地盤条件が設計図書を満足することを確認し、そ
の資料を整備および保管し、監督員の請求があった場合は、速やかに提
示するとともに、工事完成時に監督員へ提出

3.施工記録の整
備、保管

把握
受理

施工後
施工にあたり、施工記録を整備および保管し、監督員の請求があった場
合は、速やかに提示するとともに、工事完成時に監督員へ提出

4.マンロック及び
マテリアルロック

協議 施工前
１本のシャフトしか計画されていない場合で、施工計画の検討により、２本
のシャフトを設置することが可能と判断されるときには、その設置方法につ
いて、設計図書に関して監督員と協議

5.ニューマチック
ケーソン沈下促
進

協議 施工前
やむを得ず沈下促進に減圧沈下を併用する場合は、工事着手前に設計
図書に関して監督員の承諾

7.底面地盤の支
持力と地盤反力
係数

把握
受理

施工後

設計図書に示された深度に達したときは底面地盤の支持力と地盤反力係
数を確認するために平板載荷試験を行い、当該ケーソンの支持に関して
設計図書との適合を確認するとともに、確認のための資料を整備および保
管し、監督員の請求があった場合は、速やかに提示するとともに、工事完
成時に監督員へ提出

2.施工計画書、
施工記録

把握
受理

施工前
施工後

施工前に杭長決定の管理方法等を定め施工計画書に記載し施工にあた
り施工記録を整備および保管し、監督員の請求があった場合は、速やか
に提示するとともに工事完成時に監督員へ提出

7.打込み不能時
の処理

協議 施工中

鋼管矢板の施工にあたり、設計図書に示された深度に達する前に打込み
不能となった場合は、原因を調査するとともに、設計図書に関して監督員
と協議しなければならない。また、設計図書に示された深度における支持
力の測定値が、設計図書に示された支持力に達しない場合は、設計図書
に関して監督員と協議

10.残杭の再使用
の場合の処理

承諾 施工中
鋼管矢板の打込みを終わり、切断した残杭を再び使用する場合は、設計
図書に関して監督員の承諾

承諾 施工中
降雪雨時、強風時に露天で鋼管杭及びＨ鋼杭の溶接作業を行ってはなら
ない。ただし、作業が可能なように、遮へいした場合等には、設計図書に
関して監督員の承諾

把握
受理

施工後
鋼管矢板の上杭の建込み及び溶接完了後、溶接箇所の欠陥の有無の確
認等の当該記録を整備・保管し、監督員の要請があった場合は、速やか
に提示するとともに工事完成時に監督員へ提出

基礎工

２－４－９

11.鋼管矢板の溶
接

場所打杭工 ２－４－５

２－４－５

深礎工 ２－４－６

場所打杭工

鋼管矢板基礎工

オープンケーソン
基礎工

２－４－７

ニューマチック
ケーソン基礎工

２－４－８
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確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期 指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

土木工事
共通仕様書

一般事項 4.水抜き孔 協議 施工時 ２－５－１
水抜き孔を設計図書に基づいて施工するとともに、勾配について定めがな
い場合には、２％程度の勾配で設置しなければならない。
なお、これにより難い場合は、設計図書に関して監督員と協議

6.裏込めコンク
リート

協議 施工時
コンクリート打設した後に、裏型枠を抜き取り、隙間を埋めておかなければ
ならない。なお、これにより難い場合は、設計図書に関して監督員と協議

7.伸縮目地、水
抜き孔の施工

協議 施工時
伸縮目地、水抜き孔などの施工にあたり、施工位置については設計図書
に従って施工しなければならない。なお、これにより難い場合は、設計図
書に関して監督員と協議

8.合端の施工 承諾 施工時
合端の施工にあたり、モルタル目地を塗る場合は、あらかじめ、設計図書
に関して監督員の承諾

石積（張）工
3.裏込めコンク
リート

協議 施工時 ２－５－５
コンクリート打設した後に、裏型枠を抜き取り、隙間を埋めておくものとす
る。なお、これにより難い場合は、設計図書に関して監督員と協議

一般事項 5.異常時の処理 協議 施工時 ２－６－１
路床面または下層路盤面に異常を発見したときは、直ちに監督員に連絡
し、設計図書に関して監督員と協議

3.配合設計 承諾 着手前
配合設計によって決定したアスファルト量、添加材料については、監督員
の承諾

5.現場配合 承諾 使用前
配合設計で修正した配合によって製造した混合物の最初の１日の舗設状
況を観察し、必要な場合には配合を修正し、監督員の承諾を得て現場配
合を決定

6.橋面防水層の
品質規格試験方
法

承諾 使用前
橋面防水層の品質規格試験方法は、「道路橋床版防水便覧　第４章４．２
照査」（日本道路協会、平成19年３月）の規定による。これにより難い場合
は、監督員の承諾

2.事前審査認定
書

受理 使用前

アスファルト混合物事前審査制度で認定された加熱アスファルト混合物を
使用する場合は、事前に認定書（認定証及び事前審査認定アスファルト
混合物総括表）の写しを監督員に提出するものとし、アスファルト混合物及
び混合物の材料に関する品質証明、試験成績表の提出及び試験練りは
省略できる

3.試験結果の提
出

承諾 使用前

仕様書に示された材料の試験結果を、工事に使用する前に監督員に提
出しなければならない。ただし、これまでに使用実績があるものを用いる場
合には、その試験成績表を監督員が承諾した場合には、受注者は、試験
結果の提出を省略する事ができる。

4.試験成績書の
提出

承諾 使用前 使用する材料の試験成績書を工事に使用する前に監督員に提出

5.品質証明資料
の提出

承諾 使用前
使用する以下の材料の品質を証明する資料を工事に使用する前に監督
員に提出

6.小規模工事の
試験成績書

承諾 使用前

小規模工事（施工面積1,000m2未満)においては以下の材料の試験成績
書の提出によって、試験結果の提出に代えることができる。
(1)粒状路盤材及び粒度調整路盤材
(2)セメント安定処理、石灰安定処理に使用する骨材

7.小規模工事の
骨材試験

承諾 使用前

小規模工事（施工面積 1,000ｍ2未満）においては、これまでの実績（過去
１年以内にプラントから生産され使用した）または定期試験結果の提出に
より、以下の骨材の骨材試験を省略することができる。
（１）加熱アスファルト安定処理に使用する骨材
（２）基層及び表層に使用する骨材

14.適用規定（再
生アスファルト(１)）

承諾 使用前
プラントで使用する再生用添加剤の種類については、工事に使用する前
に監督員の承諾

舗装準備工 2.異常時の処理 協議 施工前 ２－６－５
アスファルト舗装工、コンクリート舗装工の表層及び基層の施工に先立っ
て上層路盤面または基層面の異常を発見したときは、直ちに監督員に連
絡し、設計図書に関して監督員と協議

4.橋面防水工の
施工

承諾 施工前

施工にあたっては、「道路橋床版防水便覧　第６章材料・施工」（日本道路
協会、平成19年３月）の規定及び第３編２－６－７アスファルト舗装工の規
定によることとする。床板面の前処理を適切に実施するとともに、防水層の
敷設、塗布等についてはがれや塗りむらなどが生じないよう適切に管理し
なければならない。これにより難い場合は、監督員の承諾

5.滞水箇所の処
理

協議 施工前
施工において、床版面に滞水箇所を発見したときは、速やかに監督員に
連絡し、排水設備の設置などについて、設計図書に関して監督員と協議

1.下層路盤の規
定

協議 施工前
路床の状態、使用材料の性状等によりこれにより難い場合は、設計図書に
関して監督員と協議

承諾 施工前
施工に先だって、「舗装調査・試験法便覧」（日本道路協会、平成19年６
月）に示される「E013　安定処理混合物の一軸圧縮試験方法」により一軸
圧縮試験を行い、使用するセメント量及び石灰量について監督員の承諾

承諾 施工前
実績がある場合で、設計図書に示すセメント量及び石灰量の路盤材が、
基準を満足することが明らかであり、監督員が承諾した場合には、一軸圧
縮試験を省略

承諾 施工前
「舗装調査・試験法便覧」（日本道路協会、平成19年６月）に示される
「F007　突固め試験方法」によりセメント及び石灰安定処理路盤材の最大
乾燥密度を求め、監督員の承諾

承諾 施工前
監督員が承諾した場合以外は、気温 ５℃以下のとき及び雨天時に、施工
を行ってはならない。

承諾 施工前
路床の状態、使用材料の性状等によりこれにより難い場合は、設計図書に
関して監督員と協議

加熱アスファルト安定処理路盤材の粒度及びアスファルト量の決定にあ
たっては、配合設計を行い、監督員の承諾

実績または、定期試験による配合設計書を監督員が承諾した場合は、配
合設計を省略できる。

小規模工事においては、実績または定期試験による試験結果の提出に
よって、配合設計を省略できる。

一般舗装工

アスファルト舗装
工

２－６－２材料

橋面防水工

4.加熱アスファル
ト安定処理の規
定

石・ブロック
積（張）工 コンクリートブロッ

ク工
２－５－３

アスファルト舗装
材料

２－６－３

２－６－６

3.セメント及び石
灰安定処理の規
定

承諾 施工前

２－６－７
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確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期 指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

土木工事
共通仕様書

承諾 施工前
加熱アスファルト安定処理混合物の排出時の温度について監督員の承諾
を得なければならない。また、その変動は承諾を得た温度に対して±25℃
の範囲内

承諾 施工前
加熱アスファルト安定処理混合物の舗設作業を監督員が承諾した場合を
除き、気温が５℃以下のときに施工してはならない

協議 施工前
混合物の種類によって敷均しが困難な場合や、中温化技術により施工性
を改善した混合物を使用する場合、締固め効果の高いローラを使用する
場合などは、設計図書に関して監督員と協議

加熱アスファルト混合物の粒度及びアスファルト量の決定にあたっては、
設計配合を行い監督員の承諾

実績または定期試験による配合設計書を監督員が承諾した場合は、配合
設計を省略できる。

承諾 施工前
小規模工事においては、実績または定期試験による配合設計書の提出に
よって、配合設計を省略できる。

承諾 施工前
これまでの製造実績のある混合物の場合には、これまでの実績または定
期試験による試験練り結果報告書を承諾した場合に限り、試験練りの省略
できる

承諾 施工前
小規模工事においては、実績または定期試験による試験練り結果報告書
の提出によって試験練りを省略できる

承諾 施工前
混合物最初の一日の舗設状況を観察し、必要な場合には配合を修正し、
監督員の承諾を得て最終的な配合（現場配合）を決定

加熱アスファルト混合物の基準密度の決定にあたっては、設計図書に示
す方法によって基準密度をもとめ、監督員の承諾

実績や定期試験で基準密度が求められている場合には、それらの結果を
監督員が承諾した場合に限り、基準密度の試験を省略することができる。

承諾 施工前
小規模工事においては、実績や定期試験で得られている基準密度の試
験結果を提出することにより、基準密度の試験を省略することができる。

協議 施工前
路盤面及びタックコート施工面に異常を発見したときは、直ちに監督員に
連絡し、設計図書に関して監督員と協議

6.交通開放時の
舗装表面温度

指示 施工前
指示による場合を除き、舗装表面温度が50ﾟC以下になってから交通開放
を行わなければならない。

半たわみ性舗装
工

4.適用規定 承諾 施工前 ２－６－８
半たわみ性舗装工の施工にあたって、設計図書に定められた規定により
難い場合は、監督員の承諾

2.適用規定（２） 承諾 施工前
排水性舗装工の施工にあたって、共通仕様書第3編2-6-9　2.適用規定
(2)に示した各規定により難い場合は、監督員の承諾

承諾 施工前
同一の材料でこれまでに実績がある配合設計の場合には、これまでの実
績または定期試験による配合設計書について監督員が承諾した場合に限
り、配合設計を省略することが出来る

協議 施工前
粒度範囲及び目標値について、設計図書により難い場合は、監督員と協
議

受理 施工前
既設舗装版を不透水層とする場合は、事前または路面切削完了後に舗装
版の状況を調査し、その結果を監督員に報告

承諾 施工前
ひび割れ等が認められる場合の雨水の浸透防止あるいはリフレクションク
ラック防止のための処置は、設計図書に関して監督員の承諾

1.透水性舗装工
の施工

承諾 施工前
透水性舗装工の施工にあたって、設計図書に定められた規定により難い
場合は、監督員の承諾

2.ポーラスアス
ファルト混合物の
配合

承諾 施工前
同一の材料でこれまでに実績がある配合設計の場合には、これまでの実
績または定期試験による配合設計書について承諾した場合に限り、配合
設計を省略することが出来る。

2.異常時の処理 協議 施工前
基盤面に異常を発見したときは、直ちに監督員に連絡し、設計図書に関し
て監督員と協議

8.グースアスファ
ルトの示方配合

協議 施工前
グースアスファルトの粒度及びアスファルト量の決定にあたっては配合設
計を行い、設計図書に関して監督員の承諾

9.設計アスファル
ト量の決定

把握 施工後
配合を決定したときには、設計図書に示す品質が得られることを確認し、
確認のための資料を整備および保管し、監督員の請求があった場合は速
やかに提示

12.敷均しの施工 承諾 施工後
グースアスファルトの舗設作業を監督員が承諾した場合を除き、気温が
５℃以下のときに施工してはならない。

1.下層路盤の規
定

協議 施工前
粒状路盤の締固めを行う場合、修正ＣＢＲ試験によって求めた最適含水比
付近の含水比で、締固めなければならない。ただし、路床の状態、使用材
料の性状等によりこれにより難い場合は、設計図書に関して監督員と協議

２.上層路盤の規
定

承諾 施工前
各材料を均一に混合できる設備によって、承諾を得た粒度及び締固め
に適した含水比が得られるように混合しなければならない。

承諾 施工前
施工に先だって、設計図書に定められている試験方法により、一軸圧縮
試験を行い、使用するセメント量及び石灰量について監督員の承諾

承諾 施工前
実績がある場合で、設計図書に示すセメント量及び石灰量の路盤材が、
基準を満足することが明らかであり、監督員が承諾した場合には、一軸圧
縮試験を省略

承諾 施工前
設計図書に定められた試験方法により、セメント及び石灰安定処理路盤
材の最大乾燥密度を求め、監督員の承諾

承諾 施工前
監督員が承諾した場合以外は、気温５℃以下のとき及び雨天時に、施工
を行ってはならない

承諾 施工前 路床の状態、使用材料の性状によりこれにより難い場合は、監督員と協議

加熱アスファルト安定処理路盤材の粒度及びアスファルト量の決定にあ
たっては、配合設計を行い、監督員の承諾

これまでの実績または、定期試験による配合設計書を監督員が承諾した
場合は、配合設計を省略できる。

透水性舗装工

２－６－７

施工前

２－６－１０

5.基層及び表層
の規定

承諾 施工前

承諾

排水性舗装工 ２－６－９5.ポーラスアス
ファルト混合物の
配合

排水性舗装工 7.施工方法 ２－６－９

２－６－７

２－６－１１

3.セメント及び石
灰安定処理の規
定

グースアスファル
ト舗装工

２－６－１２

一般舗装工

アスファルト舗装
工

4.加熱アスファル
ト安定処理の規
定

施工前承諾
4.加熱アスファル
ト安定処理の規
定

コンクリート舗装
工
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確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期 指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

土木工事
共通仕様書

承諾 施工前
小規模工事においては、実績または定期試験による試験結果の提出に
よって、配合設計を省略できる。

承諾 施工前

加熱アスファルト安定処理路盤材の基準密度の決定にあたっては、監督
員の承諾を得た配合で、室内で配合された混合物から３個のマーシャル
供試体を作製しなければならない。

承諾 施工前

マーシャル供試体の作製にあたっては、25㎜を超える骨材だけ25～13㎜
の骨材と置き換えるものとするが、これまでに実績（過去１年以内にプラン
トから生産され使用した）や定期試験で基準密度が求められている場合に
は、その試験結果を監督員が承諾した場合に限り、基準密度を省略するこ
とができる。

承諾 施工前
加熱アスファルト安定処理混合物の排出時の温度について監督員の承諾
を得なければならない。また、その変動は、承諾を得た温度に対して±
25℃の範囲内としなければならない

承諾 施工前
加熱アスファルト安定処理混合物の舗設作業を監督員が承諾した場合を
除き、気温が５℃以下のときに施工してはならない。

承諾 施工前
混合物の種類によって敷均しが困難な場合は監督員と協議の上、混合物
の温度を決定するものとする

5.アスファルト中
間層の規定

承諾 施工前
路盤面に異常を発見したときは、直ちに監督員に連絡し、設計図書に関し
て監督員と協議

12.コンクリート舗
装のコンクリート
養生の規定

承諾 施工後 コンクリート舗装の交通開放の時期については、監督員の承諾

承諾 施工前
施工に先立ち、転圧コンクリート舗装で使用するコンクリートの配合を定め
るための試験を行って理論配合、示方配合を決定し、監督員の承諾

承諾 施工前
これまでの実績がある場合で、設計図書に示すセメント安定処理混合物の
路盤材が、基準を満足することが明らかであり監督員が承諾した場合に
は、一軸圧縮試験を省略することができる。

承諾 施工前
「転圧コンクリート舗装技術指針（案）４－２配合条件」（日本道路協会、平
成２年11月）に基づいて配合条件を決定し、監督員の承諾

承諾 施工前

「転圧コンクリート舗装技術指針（案）４－２配合条件」（日本道路協会、平
成２年11月）の一般的手順に従って配合設計を行い、細骨材率、単位水
量、単位セメント量を求めて理論配合を決定しなければならない。その配
合に基づき使用するプラントにおいて試験練りを実施し、所要の品質が得
られることを確かめ示方配合を決定し、監督員の承諾

承諾 施工前
設計図書に示されない場合、粗骨材の最大寸法は20㎜とするものする。
ただし、これにより難いときは監督員の承諾を得て25㎜とすることができる。

承諾 施工前
転圧コンクリートにおけるコンクリートの練りまぜ量は公称能力の２/３程度
とするが、試験練りによって決定し、監督員の承諾を得なければならない。

承諾 施工前
転圧コンクリートを練りまぜてから転圧を開始するまでの時間は60分以内と
するものとする。これにより難い場合は監督員の承諾を得て、混和剤また
は遅延剤を使用して時間を延長できるが、90分を限度とするものとする

承諾 施工後
養生期間終了後、監督員の承諾を得て、転圧コンクリートを交通に開放し
なければならない。

薄層カラー舗装
工

2.異常時の処理 協議 施工前 ２－６－１３
基盤面に異常を発見したときは、直ちに監督員に連絡し、設計図書に関し
て監督員と協議

ブロック舗装工
4.ブロック舗装工
の規定

協議 施工前 ２－６－１４
基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従
うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

路面切削工 承諾 施工前 ２－６－１５
路面切削前に縦横断測量を行い、舗設計画図面を作成し、設計図書に
関して監督員の承諾を得なければならない

1.既設舗装の撤
去

協議 施工中
施工中、既設舗装の撤去によって周辺の舗装や構造物に影響を及ぼす
懸念がある場合や、計画撤去層により下層に不良部分が発見された場合
には、直ちに監督員に連絡し、設計図書に関して監督員と協議

2.舗設 指示 施工後
監督員の指示による場合を除き、舗装表面温度が50℃以下になってから
交通開放を行わなければならない

施工前に、縦横断測量を行い、舗設計画図面を作成し、設計図書に関し
て監督員の承諾を得なければならない。縦横断測量の間隔は設計図書に
よるものとするが、特に定めていない場合は20ｍ間隔とする。

施工面に異常を発見したときは、直ちに監督員に連絡し、設計図書に関し
て監督員と協議

１.わだち掘れ補
修の施工

承諾 施工前
わだち掘れ補修の施工については、施工前に縦横断測量を行い、舗設計
画図面を作成し、設計図書に関して監督員の承諾

４.異常時の処置 承諾 施工前
わだち掘れ補修の施工にあたり施工面に異常を発見したときは、直ちに監
督員に連絡し、設計図書に関して施工前に監督員と協議

８.路面切削の施
工

承諾
協議

施工前
施工前に縦横断測量を行い、切削計画図面を作成し、設計図書に関して
監督員の承諾を得なければならない。ただし、切削厚に変更のある場合
は、設計図書に関して監督員と協議

９.パッチンクの施
工の時期、箇所
等

指示
受理

施工前
施工後

時期、箇所等について監督員より指示を受けるものとし、完了後は速やか
に合材使用数量等を監督員に報告

10.パッチングの
施工

協議 施工前

舗装の破損した部分で遊離したもの、動いているものは取り除き、正方形
または長方形でかつ垂直に整形し、清掃した後、既設舗装面と平坦性を
保つように施工しなければならない。これにより難い場合は、施工前に設
計図書に関して監督員と協議

13.安全溝の設置
位置

協議 施工前
安全溝の設置位置について、現地の状況により設計図書に定められた設
置位置に支障がある場合、または設置位置が明示されていない場合に
は、設計図書に関して監督員と協議

承諾
協議

施工前 ２－６－１７

13.転圧コンク
リート舗装の規定

舗装打換え工 ２－６－１６

オーバーレイ工 １.施工面の整備

２－６－１８
アスファルト舗装
補修工

一般舗装工

コンクリート舗装
工

4.加熱アスファル
ト安定処理の規
定

２－６－１２
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確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期 指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

土木工事
共通仕様書

8.アスファルト注
入材料の使用量
の確認

立会
承諾

施工前

アスファルト注入材料の使用量の確認は、質量検収によるものとし、監督
員の立会の上に行うものとする。
なお、使用する計測装置について、施工前に監督員の承諾を得なければ
ならない。

９.タワミ測定
受理
協議

施工後

アスファルト注入完了後、注入箇所の舗装版ごとにタワミ測定を行い、その
結果を監督員に提出
なお、タワミ量が0.4㎜以上となった箇所については、原因を調査するとと
もに、設計図書に関して監督員と協議

11.目地の補修 協議 施工前 注入不能のひび割れは、施工前に設計図書に関して監督員と協議

路床安定処理工 ６.粉塵対策 協議 施工前 ２－７－２ 粉塵対策について、設計図書に関して監督員と協議

把握 施工後
杭の施工にあたり、施工記録を整備保管するものとし、監督員または、検
査員が施工記録を求めた場合は、速やかに提示

協議 施工中
杭の施工にあたり、打込み不能となった場合は、原因を調査するとともに、
設計図書に関して監督員と協議

承諾 施工中
杭の打込みを終わり、切断した残杭を再び使用する場合は、設計図書に
関して監督員の承諾

2.配合試験と一
軸圧縮試験

把握 着手前
工事着手前に、撹拌及び注入する材料について配合試験と一軸圧縮試
験を実施するものとし、目標強度を確認しなければならない。また、監督員
または検査員の請求があった場合は、速やかに提示

4.地中埋設物の
処置

受理 施工中
固結工の施工中に地下埋設物を発見した場合は、ただちに工事を中止
し、監督員に連絡後、占有者全体の現地確認調査を求め管理者を明確に
し、その管理者と埋設物の処理

着手前
改良材は、セメントまたはセメント系固化材とする。
なお、土質等によりこれにより難い場合は、監督員と協議

着手前

設計図書に示す改良天端高並びに範囲を撹拌混合しなければならない。
なお、現地状況によりこれにより難い場合は、監督員と協議

施工後の改良天端高については、撹拌及び注入される改良材による盛上
りが想定される場合、工事着手前に盛上り土の処理（利用）方法につい
て、監督員と協議

7.薬液注入工法 承諾 着手前
施工にあたり、薬液注入工法の適切な使用に関し、技術的知識と経験を
有する現場責任者を選任し、事前に経歴書により監督員の承諾

8.薬液注入工事
前の確認事項

確認 着手前
薬液注入工事の着手前に仕様書に記載している項目について監督員の
確認

9.施工管理等 把握 施工後
注入の効果の確認が判定できる資料を作成し、監督員または検査員の請
求があった場合は速やかに提示

工場製品輸
送工

輸送工
2.輸送中の部材
の損傷防止

受理 施工中 ２－８－２
部材に損傷を与えた場合は直ちに監督員に連絡し、取り替えまたは補修
等の処置を講じなければならない

2.構造物の破砕
撤去

協議
承諾

施工中 設計図書に定められている規定により難い場合には、協議し承諾

7.飛散、粉塵及
び振動対策の協
議

協議 施工前
飛散、粉塵及び振動対策の必要性について変更が伴う場合には、事前に
設計図書に関して監督員と協議

8.施工ヤードの
大きさ等の変更
の協議

協議 施工前
作業ヤードの大きさ及び適切な施工基盤面の整備方法について変更が
伴う場合は、事前に設計図書に関して監督員と協議

9.設計図書により
難い場合の処置

協議 施工前
作業ヤードの大きさ及び適切な施工基盤面の整備方法については、設計
図書によるものとし、これにより難い場合は、事前に設計図書に関して監
督員と協議

10.指定場所以
外の仮置きまた
は処分

協議 施工前
施工上やむを得ず指定された場所以外に再生骨材や建設廃棄物を仮置
き、または処分する場合には、設計図書に関して監督員と協議

2.一般事項 指示 施工前
設計図書の定めまたは監督員の指示がある場合を除き、受注者の責任に
おいて施工しなければならない

3.仮設物の撤去
原形復旧

指示 施工後
設計図書の定めまたは監督員の指示がある場合を除き、工事完了後、仮
設物を完全に撤去し、原形に復旧しなければならない

電力設備工
2.電気主任技術
者

把握 着手前 ２－１０－１４
電気事業法において定める自家用電気工作物施設の維持管理保守にお
いて電気主任技術者を選び、監督員に提示

1.一般事項 協議
施工前
施工中

工事車輛が車輪に泥土、土砂を付着したまま工事区域から外部に出るお
それがある場合には、タイヤ洗浄装置及びこれに類する装置の設置、その
対策について設計図書に関して監督員と協議

2.砂塵被害防止 協議
施工前
施工中

工事用機械及び車輛の走行によって砂塵の被害を第三者に及ぼすおそ
れがある場合には、散水あるいは路面清掃について、設計図書に関して
監督員と協議

3.湧水がある場
合の処置

協議 施工前 基盤に湧水がある場合、設計図書に関して監督員と協議

6.中間床版 協議 施工前
中間床版については、設計図書に示された場合を除き、必要に応じて監
督員と協議

1.材料確認
確認
協議

施工前

材料の製造ロット番号等が不明で、ミルシート等の照合が不可能なものの
うち、主要構造部材として使用する材料については、機械試験による品質
確認及び現物による員数、形状寸法確認による材料確認を行うものとする
が、機械試験の対象とする材料の選定については監督員と協議するもの
とする。

2.ミルシートの提
出

受理 完成時
鋼材の材料のうち、主要構造部材に使用される鋼材の品質が記されたミ
ルシートについて、工事完成時に提出

7.工場塗装工の
材料

承諾 着手前
設計図書に特に明示されていない場合は、施工前に色見本により監督員
の承諾

工場製作工
（共通）

一般舗装工
コンクリート舗装
補修工

２－６－１９

地盤改良工

パイルネット工
4.既製コンクリー
ト杭の規定

２－７－５

固結工 ２－７－９6.中層混合処理 協議

２－９－１４

仮設工

一般事項 ２－１０－１

防塵対策工 ２－１０－１７

材料 ２－１２－２

骨材再生工

軽量盛土工 ２－１１－２軽量盛土工

構造物撤去
工
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確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期 指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

土木工事
共通仕様書

承諾 施工前 コンピュ－タによる原寸システム等を使用しない場合は、監督員の承諾

承諾 施工前
原寸図を作成する場合、JIS B 7512 （鋼製巻尺）の１級に合格した鋼製巻
尺を使用しなければならない。なお、これにより難い場合は、設計図書に
関して監督員の承諾

受理
把握

施工後
板取りに関する資料を保管し、工事完成時に提出しなければならない。
ただし、それ以外で監督員または検査員からの請求があった場合は、速
やかに提示

承諾 施工前
主要部材において冷間曲げ加工を行う場合、内側半径は板厚の15倍以
上にしなければならない。なお、これにより難い場合は、設計図書に関して
監督員の承諾

(4)溶接施工試験 承諾 施工前
すでに過去に同等またはそれ以上の条件で溶接施工試験を行い、かつ
施工経験をもつ工場では、その溶接施工試験報告書について、監督員の
承諾を得た上で溶接施工試験を省略

(6)材片の組合わ
せ精度

承諾 施工前
施工試験によって誤差の許容量が確認された場合は、設計図書に関して
監督員の承諾を得たうえで規定の値以上とすることができる。

指示 施工後

工場で行う突合せ溶接継手のうち主要部材の突合わせ継手を、放射線透
過試験、超音波探傷試験で、表２－52に示す１グループごとに１継手の抜
取り検査を行わなければならない。ただし、監督員の指示がある場合に
は、それによるものとする。

承諾 施工後
設計図書に関して監督員の承諾を得て放射線透過試験に代えて超音波
探傷試験を行うことができる。

(12)欠陥部の補
修

承諾 施工前
補修方法は、仕様書に示すとおり行なうものとする。これ以外の場合は、
設計図書に関して監督員の承諾

承諾 施工前
仮組立てを行う場合は、実際に部材を組み立てて行うことを基本とする。
ただし、シミュレーション仮組立などの他の方法によって実仮組立てと同等
の精度の検査が行える場合は、監督員の承諾

協議 施工前 架設条件によりこれにより難い場合は、設計図書に関して監督員と協議

承諾 施工前
母材間の食い違いにより締付け後も母材と連結板に隙間が生じた場合、
設計図書に関して監督員の承諾

検査路製作工 1.製作加工 承諾 施工前 ２－１２－４
検査路と桁本体との取付けピースは工場内で溶接を行うものとする。やむ
を得ず現場で取付ける場合は、設計図書に関して監督員の承諾

3.気温 湿度の条
件

承諾 施工前

気温、湿度の条件が仕様書の塗装禁止条件を満足しない場合、塗装を
行ってはならない。ただし、塗装作業所が屋内で、温度、湿度が調節され
ているときは、屋外の気象条件に関係なく塗装してもよい。これ以外の場
合は、監督員と協議

把握 施工後
工場塗装終了後、塗膜厚検査を行い、塗膜厚測定記録を作成及び保管
し、監督員または検査員の請求があった場合は速やかに提示

把握 施工前

塗料の缶貼付ラベルを完全に保ち、開封しないままで現場に搬入し、塗
料の品質、製造年月日、ロット番号、色彩及び数量を監督員に提示しなけ
ればならない。また、受注者は、塗布作業の開始前に出荷証明書及び塗
料成績表を確認し、記録、保管し、監督員または検査員の請求があった場
合は速やかに提示

1.地組部材の仮
置き

受理 施工中
仮置き中に部材に、損傷、汚損および腐食が生じた場合は、速やかに監
督員に連絡

2.地組立 受理 施工中 組立て中に損傷があった場合、速やかに監督員に連絡

１.一般事項 協議 施工前 仕様書の示す以外の施工方法の場合は、監督員と協議

承諾 施工前
工事実施の配合決定にあたっては、発芽率を考慮の上で決定し、設計図
書に関して監督員の承諾

協議 施工前
在庫等の関係から、これによりがたい場合は、別途監督員と協議
（外来種を主構成種としないこと。）

3.肥料が設計図
書に示されてい
ない場合の処置

承諾 施工前
肥料が設計図書に示されていない場合は、使用植物の育成特性、土壌特
性、肥効期間等を考慮して決定し、品質規格証明書を照合した上で、監
督員に承諾

11.保護養生 受理
施工前
施工後

工事完了引渡しまでに、発芽不良または枯死した場合は、受注者は、そ
の原因を調査し監督員に報告するとともに再度施工し、施工結果を監督
員に報告

12.種子散布吹
付工及び客土吹
付工

受理 着手前
法面の土壌硬度試験及び土壌試験（ＰＨ）を行い、その結果を監督員に提
出

協議
工事

完成時

やむを得ず、工事完成検査時点で発芽の見込めないことが予想される場
合、監督員は施工管理資料等を確認の上、事前に受注者と判定時期等
について協議

受理 調査後
生育判定で不可となった場合、受注者は、その原因を調査し監督員に報
告

吹付工
3.湧水発生時の
処置

協議 施工中 ２－１４－３
吹付けの施工に影響を及ぼす湧水が発生した場合、またはそのおそれが
あると予測された場合には、設計図書に関して監督員と協議

法枠工
14.湧水発生時の
処置

協議 施工中 ２－１４－４
吹付けの施工に影響を及ぼす湧水が発生した場合、またはそのおそれが
あると予測された場合には、設計図書に関して監督員と協議

法面施肥工 2.施工前の調査 協議 施工前 ２－１４－５
施肥の施工にあたり、施工前に施工箇所の状況を調査するものとし、設計
図書に示す使用材料の種類、使用量等が施工箇所に適さない場合は設
計図書に関して監督員と協議

2.異常時の処置 協議 施工前
仕様書の示す調査を行った結果、異常を発見し設計図書に示された施工
条件と一致しない場合は、速やかに監督員に協議

4.地質資料によ
る検討

協議 施工中
設計図書に示された削孔長さに変化が生じた場合は、設計図書に関して
監督員と協議

工場製作工
（共通）

桁製作工

1.製作加工
(1)原寸

２－１２－３

(2)工作

(14)仮組立て

地組工 ２－１３－２

２－１４－２

2.植生用材料の
種類、品質、配
合

19.生育判定基
準

アンカー工 ２－１４－６

(11)溶接の検査

２－１２－１１

法面工（共
通）

植生工
法面工（共
通）

工場塗装工

橋梁架設工

12.検査
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 　　第3編 土木工事共通編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期 指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

土木工事
共通仕様書

2.盛土材料の確
認

承諾 施工前
盛土材の巻出しに先立ち、予定している盛土材料の確認を行い、設計図
書に関して監督員の承諾

3.伐開除根 協議 施工前
第１層の補強材の敷設に先立ち、現地盤の伐開除根及び不陸の整地を
行うとともに、設計図書に関して監督員と協議

7.補強材の曲
線、隅角部の処
置

協議 施工前
現場の状況や曲線、隅角などの折れ部により設計図書に示された方法で
補強材を敷設することが困難な場合は、設計図書に関して監督員と協議

13.壁面調整
協議
受理

施工中
許容値を超える壁面変位が観測された場合は、ただちに作業を中止し、
設計図書に関して監督員と協議しなければならない。ただし、緊急を要す
る場合には、応急措置を施すとともに直ちに監督員に連絡

1.障害物発見時
の処置

協議 施工中
浚渫箇所に浚渫作業の障害となるものを発見した場合には、直ちに設計
図書に関して監督員と協議

2.土質変化時の
処置

協議 施工中
浚渫箇所の土質に変化が認められた場合には、速やかに設計図書に関
して監督員と協議

4.浚渫の作業位
置の随時確認

確認 施工中
浚渫の作業位置を随時確認できるようにし、監督員が作業位置の確認を
求めた場合は、設計図書にその位置を示さなければならない。

材料
4.樹木類の受入
検査

確認 施工前 ２－１７－２

樹木・芝生管理工の補植で使用する樹木類については、現場搬入時に監
督員の確認を受けなければならない。また、必要に応じ現地（栽培地）に
おいて監督員が確認を行うが、この場合監督員が確認してもその後の堀
取り、荷造り、運搬等により現地搬入時不良となったものは使用してはなら
ない

1.樹木・芝生管
理工の施工

指示
受理

施工前
樹木・芝生管理工の施工については、時期、箇所について監督員より指
示を受けるものとし、完了後は速やかに監督員に連絡

2.剪定の施工 指示 施工前
剪定形式について監督員より指示があった場合は、その指示によらなけれ
ばならない。

9.移植先の土壌 受理
施工前
施工中

移植先の土壌に問題があった場合は監督員に報告

10.湧水発生時の
処置

協議 施工中
補植、移植の植穴の掘削において湧水が認められた場合は、直ちに監督
員に連絡し協議

11.補植、移植の
施工

指示 施工中
補植、移植の施工については、地下埋設物に損傷を与えないよう特に注
意し、万一既存埋設物に損傷を与えた場合には、ただちに応急措置を行
い、関係機関へ通報を行うとともに、監督員に連絡し指示

18.施肥、灌水
薬剤、散布の施
工

協議 施工前
施肥、灌水および薬剤散布の施工にあたり、施工前に施工箇所の状況を
調査するものとし、設計図書に示す使用材料の種類、使用量等が施工箇
所に適さない場合は、設計図書に関して監督員と協議

20.施肥の施工上
の注意

指示 施工中 寄植え等で密集している場合は、施工方法について監督員の指示

21.薬剤散布の通
知方法

受理
指示

施工前
薬剤散布の施工については、周辺住民への周知の方法等について、施
工前に監督員に連絡のうえ、必要に応じて監督員の指示

24.植栽樹木の植
替え

立会
協議

施工中
枯死、または形姿不良の判定は、発注者と受注者が立会の上行うものと
し、植替えの時期については、発注者と協議

協議 施工前
施工に先立ち、あらかじめ桁上面の高さ、幅、配置等を測量し、桁の出来
形を確認しなければならない。出来形に誤差のある場合、その処置につい
て設計図書に関して監督員と協議

承諾 施工前
仕様書に示す以外のスペーサーを使用する場合はあらかじめ設計図書に
関して監督員と協議

把握
施工前
施工後

床版コンクリート打設前においては主桁のそり、打設後においては床版の
基準高を測定し、その記録を整備および保管し、監督員または検査員の
請求があった場合は速やかに提示

浚渫船運転工 ２－１６－３

２－１５－３

床版工 床版工
1.鉄筋コンクリー
ト床版

２－１８－２

擁壁工（共
通）

植栽維持工

樹木・芝生管理
工

２－１７－３

補強土壁工

浚渫工（共
通）
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設計図書に採取場所の指定がない場合は、施工に先立ち使用する材料の
試験成績表及び産地を明示した書類を監督員に提出し、承諾
土の代替えとしてスラグ類（鉄鋼スラグ、非鉄スラグ、溶融スラグ等）を使用
する場合は、「港湾・空港等整備におけるリサイクルガイドライン（改訂）（平
成30年4月）」を参考にするものとし、「コンクリート用骨材又は道路用等のス
ラブ類に化学物質評価方法を導入する指針に関する検討会総合報告書
（経済産業省産業技術環境局　平成24年3月）に示された循環資材の主な
用途に対する環境安全品質と環境安全形式検査方法」の「土工」の基準を
満足する試験成績表を監督員に提出し、承諾

施工に先立ち試験成績表及び産地を明示した書類を監督員に提出し、承
諾

砂の代替としてスラグ類（鉄鋼スラグ、非鉄スラグ、溶融スラグ等）を使用する
場合は、「港湾・空港等整備におけるリサイクルガイドライン（改訂）（平成30
年4月）」を参考にするものとし、「コンクリート用骨材又は道路用等のスラグ
類に化学物質評価方法を導入する指針に関する検討会総合報告書（経済
産業省産業技術環境局　平成24年3月）に示された循環資材の主な用途に
対する環境安全品質と環境安全形式検査方法」の「地盤改良工、土工」の
基準を満足する試験成績表を監督員に提出し、承諾

施工に先立ち試験成績表及び産地を明示した書類を監督員に提出し、承
諾
砂利・砕石の代替としてスラグ類（鉄鋼スラグ、非鉄スラグ、溶融スラグ等）を
使用する場合は、「港湾・空港等整備におけるリサイクルガイドライン（改訂）
（平成30年4月）」を参考にするものとし、「コンクリート用骨材又は道路用等
のスラグ類に化学物質評価方法を導入する指針に関する検討会総合報告
書（経済産業省産業技術環境局　平成24年3月）に示された環境資材の主
な用途に対する環境安全品質と環境安全形式検査方法」の「土工」の基準
を満足する試験成績表を監督員に提出し、承諾

施工に先立ち石の比重の試験成績表及び産地を明示した書類を監督員に
提出し、承諾
準硬石及び人工石材を使用する場合は、設計図書の定めによる基準を満
足する試験成績表を監督員に提出し、承諾

設計図書の定めにより、鉄鋼スラグ水和固化体製人工石材を使用する場合
は「港湾・空港等整備におけるリサイクルガイドライン（改訂）（平成30年4
月）」を参考にするものとし、「コンクリート用骨材又は道路用等のスラグ類に
化学物質評価方法を導入する指針に関する検討会総合報告書（経済産業
省産業技術環境局平成24年3月）に示された循環資材の主な用途に対する
環境安全品質と環境安全形式検査方法」の「基礎工、本体工、被覆・根固・
消波工、裏込・裏埋工（港湾工事）」の基準を満足する試験成績表を監督員
に提出し、承諾

アルミニウム合金
陽極

受理 施工前 １－４－１
陽極の陽極電位（閉路電位）は、-1,050mV以下（vs 飽和甘こう電極
（SCE））、発生電気量は2,600A・h/kg以上とする。なお、受注者は、試験成
績表を事前に監督員に提出

承諾 施工前
保護カバーとして残す工法に使用する型枠は、気密性が高く耐食性のすぐ
れた材質のものとする。なお、材質は、事前に監督員の承諾

承諾 施工前
施工に先立ちペトロラタム被覆の保護カバーの材質について、監督員の承
諾

防 舷 材 ゴム防舷材 承諾 施工前 １－５－１
ゴム防舷材耐久性証明事業を実施する機関の証明書を事前に監督員に提
出し、承諾

車止め・縁金
物

車止め・縁金物 承諾 施工前 １－７－１
塗料について、新設の場合は、第４編３－17－４ 車止・縁金物工、第４編３
－20－２ 維持塗装工の規定によるものとする。なお、これにより難い場合
は、監督員の承諾

マ ッ ト アスファルトマット 承諾 施工前 １－８－１ 製作に先立ち、アスファルト合材の配合報告書を監督員に提出し、承諾

承諾 施工前
耐腐食性に富むカーテンを選定し、施工に先立ち監督員に資料を提出し、
設計図書に関して監督員の承諾

承諾 施工前 施工に先立ち汚濁防止膜の構造図を監督員に提出し、承諾

汚濁防止膜
工

水質汚濁防止膜 受理 施工前 ２－２－２ 汚濁防止膜の設置及び撤去時期を事前に監督員に通知

確認 施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基準
類によらなければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、
原則として設計図書の規定に従うものとし、疑義がある場合は、監督員に確
認

1.ポンプ浚渫 承諾 施工前
設計図書に定めの無い場合は、施工方法・施工管理基準について事前に
監督員の承諾

3.グラブ浚渫 承諾 施工前
設計図書に定めの無い場合は、施工方法・施工管理基準について事前に
監督員の承諾

5.硬土盤浚渫 承諾 施工前
設計図書に定めの無い場合は、施工方法・施工管理基準について事前に
監督員の承諾

6.砕岩浚渫 承諾 施工前
設計図書に定めの無い場合は、施工方法・施工管理基準について事前に
監督員の承諾

7.バックボウ浚渫 承諾 施工前
設計図書に定めの無い場合は、施工方法・施工管理基準について事前に
監督員の承諾

12.盛上土砂撤去 承諾 施工前
設計図書に定めの無い場合は、施工方法・施工管理基準について事前に
監督員の承諾

18.土砂掘削 協議 施工中
掘削中に土質に予期しない変化が生じた場合及び埋没物等を発見した場
合、直ちに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

19.土砂盛土 協議 施工中
盛土作業中に沈下、滑動等が生じる恐れがある場合及び生じた場合、直ち
に監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

承諾砂

承諾 １－２－１

第4編　港湾編
確　　認　　事　　項

第1章　材料

監督方法

承諾石

一般事項

１－３－２

監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

防食材料

被覆防食材料 １－４－３

石材等

１－３－３

共通的工種

その他 汚濁防止膜 １－９－２

土

第2章　共通仮設

第3章　一般施工

承諾砂利、砕石

１－３－４

適用すべき諸基準

施工前

施工前

施工前

施工前

３－３－２共通事項
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第4編　港湾編
確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

承諾 施工前
施工に先立ち自動記録装置の性能確認試験を行い、その記録を監督員に
提出し、承諾

協議 施工中
地層の変化、障害物等により打込み困難な状況が生じた場合、速やかに監
督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

受理 施工後
各杭ごとに、ケーシングパイプの先端深度の経時変化、ケーシングパイプ内
の、ドレーン材上面高さの経時変化の記録を取り、監督員に提出

承諾 施工前
施工に先立ち自動記録装置の性能確認試験を行い、その記録を監督員に
提出し、承諾

協議 施工中
地層の変化、障害物等により打込み困難な状況が生じた場合、速やかに監
督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

受理 施工後
各杭ごとに、マンドレルの先端深度の経時変化、ドレーン材の先端深度の
経時変化の記録を取り、監督員に提出

承諾 施工前
施工に先立ち自動記録装置の性能確認試験を行い、その記録を監督員に
提出し、承諾

協議 施工中
地層の変化、障害物等により打込み困難な状況が生じた場合、速やかに監
督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

受理 施工後
各杭ごとに、ケーシングパイプの先端深度の経時変化、ケーシングパイプ内
の、ドレーン材上面高さの経時変化の記録を取り、監督員に提出

承諾 施工前
施工に先立ち自動記録装置の性能確認試験を行い、その記録を監督員に
提出し、承諾

協議 施工中
地層の変化、障害物等により設計図書に定める深度までの貫入が生じた場
合、速やかに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

受理 施工後
各ロッドごとに、ロッド先端深度の経時変化、ロッドの貫入長及び引抜長の
記録を取り、監督員に提出

承諾 着工前 砂杭の施工順序、配置及び形状寸法は、監督員の承諾

承諾 施工前
施工に先立ち自動記録装置の性能確認試験を行い、その記録を監督員に
提出し、承諾

承諾 施工前
支持層まで改良する場合、施工に先立ち打止め深度の確認方法につい
て、監督員の承諾

協議 施工中 原位置での打直しが困難な場合、設計図書に関して監督員と協議

協議 施工中
地層の変化、障害物等により打込み困難な状況が生じた場合、また、予想
を超える盛上がり土により施工が困難な状況が生じた場合、速やかに監督
員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

協議 施工中
設計図書に定める締固め度を満たすことができない場合、速やかに監督員
に通知し、設計図書に関して監督員と協議

受理 施工後
各砂杭ごとに、ケーシングパイプの先端深度の経時変化、ケーシングパイプ
内の砂面の高さの経時変化の記録を取り、監督員に提出

承諾 施工前
地盤の盛上り量の測定に先立ち測定時期及び測定範囲について、監督員
の承諾

指示 施工前 チェックボーリングの位置は、監督員の指示

承諾 施工前 施工に先立ち練混ぜ施設、練混ぜ時間等について、監督員の承諾

立会 施工前 設計図書の定めにより試験打ちを監督員の立会

承諾 施工前
施工に先立ち自動記録装置の性能確認試験を行い、その記録を監督員に
提出し、承諾

承諾 施工前
施工に先立ち改良杭の配置、施工順序及び施工目地の位置等の図面を監
督員に提出し、承諾

承諾 施工前
支持層まで改良する場合、施工に先立ち打止め深度の確認方法につい
て、監督員の承諾

承諾 施工前 接合面のラップ幅は、監督員の承諾

協議 施工前
改良杭間の接合で、制限時間以内の施工が不可能と予想される場合は、速
やかに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

協議 施工中
不測の原因により施工が中断し、設計図書の定める接合が不可能になった
場合は、速やかに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

受理 施工後 各改良杭ごとに仕様書に示された記録を取り、監督員に提出

承諾 施工前
地盤の盛上り量の測定に先立ち測定時期及び測定範囲について、監督員
の承諾

指示 施工前 チェックボーリングの位置は、監督員の指示

5.事前混合処理 承諾 施工前 施工に先立ち練混ぜ施設、練混ぜ時間等について、監督員の承諾

受理 着手前
洗掘防止マットの製作に先立ち、形状寸法を記載した製作図を監督員に提
出

受理
確認

施工前
敷設面に異常を発見したときは監督員にその事実が確認できる資料を提出
し確認

承諾 施工前
洗掘防止マットの目地処理を重ね合せとし、その重ね合せ幅は仕様書の基
準値とする。なお、これにより難い場合、受注者は、施工に先立ち設計図書
に関して監督員の承諾

承諾 施工前
アスファルトマットの敷設を吊金具による水平吊りができない場合、受注者
は、施工に先立ち設計図書に関して監督員の承諾

蓋コンクリート工 1.蓋コンクリート 承諾 施工前 ３－３－１１
蓋コンクリートにアンカーを取付ける場合、事前に設計図書に関して監督員
の承諾

承諾 施工前 施工に先立ち転置時期について、監督員の承諾

承諾 施工前
蓋ブロックにアンカーを取り付ける場合、事前に設計図書に関して監督員の
承諾

１．蓋ブロック据
付

受理 施工前 施工に先立ち蓋ブロックの据付期間を監督員に通知

３－３－７

2.サンドコンパク
ションパイル

締 固 工

1.ロッドコンパク
ション

2.サンドコンパク
ションパイル

３－３－７

固化工

1.深層混合処理
杭 ３－３－８

圧密・排水工

1.サンドレーン

３－３－６
5.ペーパード
レーン

7.グラベルドレー
ン

３－３－９

蓋ブロック工
1.蓋ブロック製作

３－３－１２

洗掘防止工

共通的工種

共通的工種

1.洗掘防止

締 固 工
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確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

承諾 着手前
組合せ矢板及び異形矢板を製作する場合、工場で加工及び製作しなけれ
ばならない。なお、やむを得ず現場で製作する場合、受注者は、製作に先
立ち設計図書に関して監督員の承諾

協議 施工中

地層の変化、障害物などにより、打込み困難な状況が生じた場合、若しくは
土質条件に比べて矢板の貫入量が異常に大きい場合、打込みを中断しな
ければならない。また、速やかに監督員に通知し、設計図書に関して監督
員と協議

承諾 施工中
鋼矢板打込み方向の傾斜が矢板の上下で矢板１枚幅以上の差が生じる恐
れがある場合、設計図書に関して監督員の承諾

承諾 施工中
矢板打込み後、継手が離脱していることが認められる場合、引き抜いて打ち
直さなければならない。ただし、引抜きが不可能な場合は、速やかに監督員
に通知し、設計図書に関して監督員の承諾

受理 施工後
「港湾工事出来形管理基準」に基づき、矢板の貫入量、矢板の打撃回数の
記録を取り、監督員に提出

承諾 着手前
組合せ矢板及び異形矢板を製作する場合、工場で加工及び製作しなけれ
ばならない。なお、やむを得ず現場で製作する場合、受注者は、製作に先
立ち設計図書に関して監督員の承諾

協議 施工中

地層の変化、障害物などにより、打込み困難な状況が生じた場合、若しくは
土質条件に比べて矢板の貫入量が異常に大きい場合、打込みを中断しな
ければならない。また、速やかに監督員に通知し、設計図書に関して監督
員と協議

承諾 施工中
鋼矢板打込み方向の傾斜が矢板の上下で矢板１枚幅以上の差が生じる恐
れがある場合、設計図書に関して監督員の承諾

承諾 施工中
矢板打込み後、継手が離脱していることが認められる場合、引き抜いて打ち
直さなければならない。ただし、引抜きが不可能な場合は、速やかに監督員
に通知し、設計図書に関して監督員の承諾

受理 施工後
「港湾工事出来形管理基準」に基づき、矢板の貫入量、矢板の打撃回数の
記録を取り、監督員に提出

承諾 施工前 施工に先立ち支持杭の打止め深度の確認方法について、監督員の承諾

協議 施工中

支持杭打設において、杭先端が規定の深度に達する前に打込み不能と
なった場合は、速やかに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議
しなければならない。また、受注者は、支持力の測定値が設計図書に示さ
れた支持力に達しない場合は、速やかに監督員に通知し、設計図書に関し
て監督員と協議

承諾 施工前 継手構造及び溶接方法について事前に監督員に承諾

受理 施工後
「港湾工事出来形管理基準」に基づき、杭の貫入量、杭の打撃回数、打止り
付近のリバウンド量、打止り付近のラム落下高又は打撃エネルギーの記録を
取り、監督員に提出

承諾 着工前
施工に先立ち施工順序、背面土砂高さ、前面浚渫深さ及び緊張力の大きさ
を十分検討し、監督員の承諾

承諾 着工前
施工に先立ち、背面土砂高さ、前面浚渫深さ及び緊張力の大きさを十分検
討し、監督員の承諾

承諾 施工前 施工に先立ち支持杭の打止め深度の確認方法について、監督員の承諾

協議 施工中

支持杭打設において、杭先端が規定の深度に達する前に打込み不能と
なった場合は、速やかに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議
しなければならない。また、受注者は、支持力の測定値が設計図書に示さ
れた支持力に達しない場合は、速やかに監督員に通知し、設計図書に関し
て監督員と協議

承諾 施工前 継手構造及び溶接方法について事前に監督員に承諾

承諾 施工前
杭にずれ止めを施工する場合の溶接方法は、設計図書の定めによるものと
する。なお、これによらない場合は、事前に監督員の承諾

受理 施工後
「港湾工事出来形管理基準」に基づき、杭の貫入量、杭の打撃回数、打止り
付近のリバウンド量、打止り付近のラム落下高又は打撃エネルギーの記録を
取り、監督員に提出

1.電気防食 承諾 施工前
設計図書に陽極の個数及び配置が定められていない場合、陽極の取付個
数及び配置の計算書及び図面を施工に先立ち提出し、設計図書に関して
監督員の承諾

5.防食塗装 承諾 施工前 素地調整後、下塗を始めるまでの最長時間は、事前に監督員の承諾

協議 施工前
地層の変化などにより設計図書の定めにより難い場合は、速やかに監督員
に通知し、設計図書に関して監督員と協議

承諾 施工前 引き続き同一工事で置換えを行う場合は、監督員の承諾

協議 施工前
地層の変化などにより設計図書の定めにより難い場合は、速やかに監督員
に通知し、設計図書に関して監督員と協議

承諾 施工前 引き続き同一工事で置換えを行う場合は、監督員の承諾

協議 施工前
地層の変化などにより設計図書の定めにより難い場合は、速やかに監督員
に通知し、設計図書に関して監督員と協議

承諾 施工前 引き続き同一工事で置換えを行う場合は、監督員の承諾
4.砕岩床堀 承諾 施工前 引き続き同一工事で置換えを行う場合は、監督員の承諾

協議 施工前
地層の変化などにより設計図書の定めにより難い場合は、速やかに監督員
に通知し、設計図書に関して監督員と協議

承諾 施工前 引き続き同一工事で置換えを行う場合は、監督員の承諾

1.基礎ブロック製
作

協議 施工前 施工に先立ち転置時期について、監督員の承諾

2.基礎ブロック据
付

受理 施工前 施工に先立ち基礎ブロックの据付時期を監督員に通知

鋼矢板工 2.鋼 矢 板 ３－３－１３

３－３－１４

3.控 鋼 杭

5.タ イ 材
   (1)　タイロッド

   (2)　タイワイヤー

共通的工種

鋼 杭 工 2.鋼　　杭 ３－３－１５

防食工 ３－３－１７

海上地盤改
良工

床堀工

1.ポンプ床堀

３－５－２

2.グラブ床堀

3.硬土盤床堀

5.バックホウ床堀

基 礎 工 基礎ブロック工 ３－６－６

共通的工種

控　　工

2.控鋼矢板
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確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

3.マ ッ ト 受理 施工前 製作に先立ち、形状寸法を記載した製作図を監督員に提出

7.コンクリート 指示
製作

完了後
ケーソン製作完了後、ケーソン番号、吃水目盛り等をケーソンに表示しなけ
ればならない。なお、その位置及び内容は、監督員の指示

2.止 水 板 受理 施工前
ケーソンに止水板を取り付けた場合、ケーソン進水後に止水状況を確認し、
取付箇所から漏水がある場合は、直ちに処置を行い、監督員に通知

受理 施工前 ケーソン進水時期を事前に監督員に通知

協議 着手前
ケーソン進水に先立ち、斜路を詳細に調査し、進水作業における事故防止
に努めなければならない。なお、異常を発見した場合は、直ちに監督員に
通知し、設計図書に関して監督員と協議

承諾 施工前
施工に先立ち使用する吊枠の形状、材質及び吊具の配置、形状寸法につ
いて、監督員の承諾

協議 施工前
ケーソンに埋め込まれた吊金具は、施工に先立ち点検しなければならな
い。また、異常を発見した場合は、直ちに監督員に通知し、設計図書に関し
て監督員と協議

受理 施工後
ケーソン進水完了後、ケーソンに異常のないことを確認しなければならな
い。また、異常を発見した場合は、直ちに処置を行い、監督員に通知

協議 施工前
ケーソン仮置に先立ち、仮置場所を調査しなければならない。なお、異常を
発見した場合は、直ちに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

受理 施工前
ケーソンの仮置期間中、気象、海象に十分注意し、管理しなければならな
い。なお、異常を発見した場合は、直ちに処置を行い、監督員に通知

受理 施工前 ケーソンえい航時期を、事前に監督員に通知

協議 施工前
ケーソンえい航に先立ち、ケーソンの破損、漏水、その他えい航中の事故の
原因となる箇所のないことを確認しなければならない。また、異常を発見した
場合は、直ちに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

受理 施工前
ケーソンえい航に先立ち、えい航に使用するロープの品質、形状寸法、及
びケーソンとの連結方法を、監督員に通知

受理 施工前
ケーソンえい航完了後、ケーソンに異常のないことを確認しなければならな
い。また、異常を発見した場合は、直ちに処置を行い、監督員に通知

受理 施工前
ケーソンの回航時期、寄港地、避難場所、回航経路及び連絡体制を、事前
に監督員に通知

協議 施工前
ケーソン回航に先立ち、ケーソンの破損、漏水、その他回航中の事故の原
因となる箇所のないことを確認しなければならない。また、異常を発見した場
合は、直ちに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

協議 施工前
大回しロープにはワイヤーロープを使用し、その巻き数は二重としなければ
ならない。ただし、港内をえい航する場合は、監督員と協議

協議 施工前
大回しロープの位置を浮心付近に固定し、隅角部をゴム板、木材又は鋼材
で保護しなければならない。ただし、港内をえい航する場合は、監督員と協
議

受理 施工前
ケーソン回航に先立ち、回航に使用するロープの品質及び形状寸法を、監
督員に通知

受理 施工前

ケーソンを寄港又は避難させた場合、直ちにケーソンの異常の有無を監督
員に通知しなければならない。なお、目的地に到着の時も同様とする。ま
た、回航計画に定める地点を通過した時は、通過時刻及び異常の有無を同
様に通知

受理 施工前
ケーソンを途中寄港又は避難させる場合の仮置方法について、事前に監督
職員に通知

受理 施工前
ケーソン回航完了後、ケーソンに異常のないことを確認しなければならな
い。また、異常を発見した場合は、直ちに処置を行い、監督員に通知

受理 施工前 ケーソン据付時期を事前に監督員に通知

受理 施工前
ケーソン据付作業完了後、ケーソンに異常がないことを確認しなければなら
ない。また、異常を発見した場合は、直ちに処置を行い、監督員に通知

本体ブロック製作
工

4.コンクリート工 承諾 施工前 ３－８－２
本体ブロックを転置する場合、急激な衝撃や力が作用しないよう施工しなけ
ればならない。また、施工に先立ち、転置時期について、監督員の承諾

本体ブロック据付
工

1.本体ブロック据
付

受理 施工前 ３－８－３ 施工に先立ち本体ブロックの据付時期を監督員に通知

4.コンクリート工 承諾 施工前
やむを得ず図面で定められていない場所に打継目を設ける場合、構造物
の強度、耐久性及び外観を害しないように、その位置、方向及び施工方法
を定め、事前に設計図書に関して監督員の承諾

5.補助ヤード施
設

承諾 施工前
補助ヤード施設の場所及び規模等については、設計図書の定めによるもの
とする。なお、これにより難い場合、受注者は、設計図書に関して監督員の
承諾

1.捨ブロック製作 承諾 施工前
製作した捨ブロックを転置する場合、急激な衝撃や力が作用しないよう施工
しなければならない。また、施工に先立ち転置時期について、監督員の承
諾

2.捨ブロック据付 受理 施工前 施工に先立ち捨ブロックの据付時期を監督員に通知

場所打コンクリー
ト工

4.コンクリート 承諾 施工前 ３－１０－５
やむを得ず図面で定められていない場所に打継目を設ける場合、構造物
の強度、耐久性及び外観を害しないように、その位置、方向及び施工方法
を定め、事前に設計図書に関して監督員の承諾

協議 施工中

地層の変化、障害物などにより、打込み困難な状況が生じた場合、若しくは
土質条件に比べて矢板の貫入量が異常に大きい場合、打込みを中断しな
ければならない。また、速やかに監督員に通知し、設計図書に関して監督
員と協議

承諾 施工中
矢板打込み後、継手が離脱していることが認められる場合、引き抜いて打ち
直さなければならない。ただし、引抜きが不可能な場合は、速やかに監督員
に通知し、設計図書に関して監督員の承諾

受理 施工後
「港湾工事出来形管理基準」に基づき、矢板の貫入量、矢板の打撃回数の
記録を取り、監督員に提出

本体工
（ケーソン式）

ケーソン製作工 ３－７－２

ケーソン進水据
付工

３－７－３

4.進　　水

5.仮　　置

6.回航・えい航

7.据　　付

本体工
（ブロック式）

本体工
（場所打式）

場所打コンクリー
ト工

３－９－２

本体工
（捨石・捨ブロッ
ク式）

捨ブロック工 ３－１０－４

本体工
（コンクリート矢
板式）

コンクリート矢板
工

1.コンクリート矢
板

３－１２－２
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第4編　港湾編
確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

1.被覆ブロック製
作

承諾 施工前
製作した被覆ブロックを転置する場合、急激な衝撃や力が作用しないよう施
工しなければならない。また、施工に先立ち転置時期について、監督員の
承諾

2.被覆ブロック据
付

受理 施工前 施工に先立ち被覆ブロックの据付時期を監督員に通知

1.根固ブロック製
作

承諾 施工前
製作した根固ブロックを転置する場合、急激な衝撃や力が作用しないよう施
工しなければならない。また、施工に先立ち転置時期について、監督員の
承諾

1.根固ブロック据
付

受理 施工前 施工に先立ち根固ブロックの据付時期を監督員に通知

承諾 施工前
やむを得ず図面で定められていない場所に打継目を設ける場合、構造物
の強度、耐久性及び外観を害しないように、その位置、方向及び施工方法
を定め、事前に設計図書に関して監督員の承諾

承諾 施工前
上部コンクリートに作業用の係留環等を取付ける場合、事前に監督員の承
諾

6.補助ヤード施
設

承諾 施工前
補助ヤード施設の場所及び規模等については、設計図書の定めによるもの
とする。なお、これにより難い場合、受注者は、設計図書に関して監督員の
承諾

1.上部ブロック製
作

承諾 施工前
製作した上部ブロックを転置する場合、急激な衝撃や力が作用しないよう施
工しなければならない。また、施工に先立ち転置時期について、監督員の
承諾

2.上部ブロック据
付

受理 施工前 施工に先立ち上部ブロックの据付時期を監督員に通知

1.係 船 柱
  (2) 製　　作

承諾 施工前 肉厚のプラス側の許容範囲を変更する場合、事前に監督員の承諾

   (3) 施　　工 承諾 施工前 素地調整後、下塗を始めるまでの最長時間は、事前に監督員の承諾

承諾 施工前
防舷材・付属品の形状寸法の詳細図及び性能曲線図を事前に監督員に提
出し、承諾

承諾 施工前
温度や接岸速度がゴム防舷材の性能に及ぼす影響を考慮している場合に
は、品質管理の観点から温度係数・速度係数を表す性能を示すデータを事
前に監督員に提出し承諾

   (2) 施　　工 承諾 施工前 防舷材の取付方法は、事前に監督員の承諾

車止・縁金物工
1.車止・縁金物
  (2) 施　　工

承諾 着手前 ３－１７－４ 塗装に先立ち、塗装間隔及びシンナー希釈率について、監督員の承諾

1.消波ブロック製
作

承諾 施工前
製作した消波ブロックを転置する場合、急激な衝撃や力が作用しないよう施
工しなければならない。また、施工に先立ち転置時期について、監督員の
承諾

2.消波ブロック据
付

受理 施工前 施工に先立ち消波ブロックの据付時期を監督員に通知

受理 施工前 製作に先立ち、形状寸法を記載した製作図を監督員に提出

承諾 施工前
マットの目地処理を重ね合せとし、その重ね合せ幅は仕様書の基準値とす
る。なお、これにより難い場合、受注者は、施工に先立ち設計図書に関して
監督員の承諾

承諾 施工前
アスファルトマットの敷設を吊金具による水平吊りとしなければならない。な
お、吊金具による水平吊りができない場合、受注者は、施工に先立ち、監督
員の承諾

裏埋工 1.裏 埋 材 協議 施工中 ３－１９－３
隣接構造物等の状況を把握し、以上沈下、滑動等が生じる恐れがある場合
及び生じた場合、直ちに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

維持補修工 維持塗装工
2.車止塗装、縁
金物塗装

承諾 施工前 ３－２０－２ 塗装に先立ち、塗装間隔及びシンナー希釈率について、監督員の承諾

現場鋼材溶接工

1.現場鋼材溶
接、被覆溶接（水
中）、スタッド溶接
（水中）

受理 施工前 ３－２２－２ ひずみの状況及び手直し等の処置内容を監督員に通知

その他雑工 1.清　　掃 承諾 施工前 ３－２２－４ 鋼構造物に付着した海生生物及びさび等を除去する場合、監督員の承諾

被覆・根固工

被覆ブロック工 ３－１５－４

根固ブロック工 ３－１５－５

上部工

上部コンクリート
工

5.コンクリート

３－１６－２

上部ブロック工 ３－１６－３

付属工

係船柱工 ３－１７－２

防舷材工

1.防 舷 材
  (1) 製　　作 ３－１７－３

雑　　工

消波工 消波ブロック工 ３－１８－３

裏込・
裏埋工

裏 込 工 4.吸出し防止材 ３－１９－２
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承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書の基準類に
よる。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、
基準類と設計図書に相違がある場合または、疑義がある場合は監督員と
協議

受理 施工前
止水材は、十分な耐久性を有するものとし、受注者は、耐久性に係わる試
験結果を監督員に提出

受理 施工前
止水材および被覆材の各々の製品に対しては、仕様書に示した要件を整
えた品質を証明する資料を監督員に提出

根固め工 一般事項 2.異常時の処置 協議 施工中 １－９－１
予期しない障害となる工作物等が現れた場合には、設計図書に関して監
督員と協議

2.異常時の処置 協議 施工中
予期しない障害となる工作物等が現れた場合には、設計図書に関して監
督員と協議

3.施工計画書 協議 施工中
設計図書において設置方法及び順序を指定した場合に係る河床変動に
対する処置については、設計図書に関して監督員と協議

1.境界杭の設置 受理 施工中
境界杭の設置に際して隣接所有者と問題が生じた場合、速やかに監督員
に連絡

２.掘削困難な場
合の処置

協議 施工中
境界杭の埋設箇所が岩盤等で、設計図書に示す深さまで掘削することが
困難な場合は、設計図書に関して監督員と協議

光ケーブル
配管工

配管工
１.材料使用時の
注意

承諾 施工前 １－１３－３ 配管工に使用する材料について、監督員の承諾

浚渫工(ポン
プ浚渫船)

一般事項
4.支障落下物の
除去

受理 施工中 ２－３－１
船舶航行に支障をきたす物件を落とした場合には、直ちに関係機関に通
報及び監督員に連絡

浚渫工(グラ
ブ船)

一般事項
4.支障落下物の
除去

受理 施工中 ２－４－１
船舶航行に支障をきたす物件を落とした場合には、直ちに関係機関に通
報及び監督員に連絡

浚渫工(ﾊﾞｯｸ
ﾎｳ浚渫船)

一般事項
4.支障落下物の
除去

受理 施工中 ２－５－１
船舶航行に支障をきたす物件を落とした場合には、直ちに関係機関に通
報及び監督員に連絡

浚渫土処理
工

浚渫土処理工
3.計画埋立断面
の相違

協議 施工中 ２－６－２
浚渫土砂受入れ地の計画埋立断面が示された場合において、作業進捗
に伴いこれに満たないこと、もしくは、余剰土砂を生ずる見込みが判明し
た場合には、速やかに設計図書に関して監督員と協議

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書の基準類に
よる。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、
基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従
うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

一般事項
3.堤防に設ける
仮締切

協議 施工前 ３－５－１
堤防に設ける仮締切は、設計図書に基づき施工するが、現地状況によっ
てこれにより難い仮締切を設置する場合は、設計図書に関して監督員と
協議

作業土工
2.基礎下面の土
質等

協議 施工中 ３－５－２
基礎下面の土質及び地盤改良工法等が設計図書と異なる場合は、設計
図書に関して監督員と協議

２.基礎地盤支持
力の確認

受理 施工中
基礎地盤支持力の確認を設計図書で定められている場合は、基礎地盤
の支持力を確認し監督員に報告

3.沈下観測 受理 施工中
施工中の躯体沈下を点検するため必要に応じて定期的に観測し、異常を
発見した際は速やかに監督員に連絡

5.コルゲートパイ
プの布設

協議 着手前
布設条件（地盤条件・出来形等）については設計図書によるものとし、予
期しない沈下のおそれがあって、上げ越しが必要な場合には、設計図書
に関して監督員と協議

1.境界杭（鋲）の
設置位置

確認
受理

施工中
境界杭（鋲）の設置位置については、監督員の確認を受けるものとし、設
置に際して隣接所有者と問題が生じた場合、速やかに監督員に連絡

2.掘削困難な場
合の処置

協議 施工中
埋設箇所が岩盤等で、設計図書に示す深さまで掘削することが困難な場
合は、設計図書に関して監督員と協議

銘板工 協議 施工前 ３－８－５ 設計図書に明示のない場合は、設計図書に関して監督員に協議

点検施設工 協議 施工前 ３－８－６
点検施設を設計図書に基づいて施工できない場合には、設計図書に関
して監督員と協議

階段工 協議 施工前 ３－８－７
階段工を設計図書に基づいて施工できない場合には、設計図書に関して
監督員と協議

観測施設工 協議 施工前 ３－８－８
観測施設を設計図書に基づいて施工できない場合には、設計図書に関
して監督員と協議

グラウトホール工 協議 施工前 ３－８－９
グラウトホールを設計図書に基づいて施工できない場合には、設計図書
に関して監督員と協議

付属物設置
工

境界工 ３－８－４

第2章　浚渫（河川）

第3章　樋門・樋管

適用すべき諸基準

樋門・樋管本
体工

函渠工 ３－５－６

水制工 一般事項 １－１０－１

付帯道路施
設工

境界工 １－１２－２

第1章　築堤・護岸

適用すべき諸基準

法覆護岸工 材料 １－７－２

第6編　河川編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容
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第6編　河川編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書の基準類に
よる。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、
基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従
うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

材料 協議 着手前 ４－６－２
使用する材料は設計図書に明示したものとし、記載ない材料を使用する
場合には、監督員と協議

床版工
3.コンクリート充
填

協議 着手前 ４－６－７
埋設される鋼構造物の周辺コンクリートの打ち込みは、本体コンクリートと
同時施工しなければならない。なお、同時施工が困難な場合は、設計図
書に関して監督員と協議

付属物設置
工

管理橋受台工 協議 着手前 ４－８－５
現地の状況により設計図書に示された構造により難い場合は、設計図書
に関して監督員と協議

一般事項 2.検測
把握
受理
指示

着手前 ４－９－１

架設準備として下部工の橋座高及び支承間距離の検測を行い、その結
果を監督員に提示しなければならない。なお、測量結果が設計図書に示
されている数値と差異を生じた場合は、監督員に測量結果を速やかに提
出し指示

4.試験結果の提
出

受理 着手前

基層及び表層に使用する骨材の材料を使用する場合は、試験結果を、工
事に使用する前に監督員へ提出しなければならない。ただし、これまでに
使用実績があるものを用いる場合には、監督員の承諾を得て、試験結果
の提出を省略

5.品質証明資料
の提出

受理 着手前
舗装工で仕様書に示している材料を使用する場合は、工事に使用する前
に、材料の品質を証明する資料を監督員に提出

６.小規模工事 受理 着手前
これまでの実績または定期試験結果の提出により、以下の骨材の骨材試
験の実施を省略

コンクリート管
理橋上部工
（ＰＣ橋）

支承工 承諾 施工前 ４－１４－６
支承工の施工については、道路橋支承便覧（日本道路協会）第６章支承
部の施工の規定による。これにより難い場合は、監督員の承諾

コンクリート管
理橋上部工
（ＰＣホロースラ
ブ橋）

支承工 承諾 施工前 ４－１５－３
支承工の施工については、道路橋支承便覧（日本道路協会）第６章支承
部の施工の規定による。これにより難い場合は、監督員の承諾

一般事項 3.異常時の処置 協議 施工中 ４－１８－１
路盤の施工において、路床面または下層路盤面に異常を発見したとき
は、設計図書に関して監督員と協議

コンクリート舗装
工

2.配合 承諾 施工前 ４－１８－１０
現場練りコンクリートを使用する場合の配合は配合設計を行い、設計図書
に関して監督員の承諾

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書の基準類に
よる。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、
基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従
うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

2.施工計画書 承諾
製作

着手前

設計図書に示されている場合または設計図書に関して監督員の承諾を得
た場合は、原寸、工作、溶接および仮組立に関する事項を施工計画書へ
記載項目の全部または一部を省略

3.名簿の整備 把握 施工前
溶接作業に従事する溶接工の名簿を整備し、監督員の請求があった場
合は速やかに提示

可動堰本体
工

一般事項 2.適用規定 承諾 施工前 ５－６－１

可動堰本体工の施工にあたっては、ダム・堰施設技術協会　「ダム・堰施
設技術基準（案）（基準解説編・設備計画マニュアル編）」(平成28年10月)
及び、国土交通省「ダム・堰施設技術基準(案)(平成28年3月)第７章施工」
の規定による。これにより難い場合は、監督員の承諾

固定堰本体
工

一般事項 2.適用規定 承諾 施工前 ５－７－１

固定堰本体工の施工にあたっては、ダム・堰施設技術協会　「ダム・堰施
設技術基準（案）（基準解説編・設備計画マニュアル編）」(平成28年10月)
及び、国土交通省「ダム・堰施設技術基準(案)(平成28年3月)第７章施工」
の規定による。これにより難い場合は、監督員の承諾

魚道工 一般事項 2.適用規定 承諾 施工前 ５－８－１

魚道工の施工にあたっては、ダム・堰施設技術協会　「ダム・堰施設技術
基準（案）（基準解説編・設備計画マニュアル編）」(平成28年10月)及び、
国土交通省「ダム・堰施設技術基準(案)(平成28年3月)第７章施工」の規
定による。これにより難い場合は、監督員の承諾

管理橋下部
工

管理橋橋台工 協議 着手前 ５－９－２
現地の状況により設計図書に示された構造により難い場合は、設計図書
に関して監督員と協議

一般事項 2.検測
把握
受理
指示

着手前 ５－１０－１

架設準備として下部工の橋座高及び支承間距離の検測を行い、その結
果を監督員に提示しなければならない。なお、測量結果が設計図書に示
されている数値と差異を生じた場合は、監督員に測量結果を速やかに提
出し指示

支承工 承諾 施工前 ５－１０－１０
支承工の施工については、道路橋支承便覧（日本道路協会）第６章支承
部の施工 による。これにより難い場合は、監督員の承諾

コンクリート管
理橋上部工
（ＰＣ橋）

支承工 承諾 施工前 ５－１５－６
支承工の施工については、道路橋支承便覧（日本道路協会）第６章支承
部の施工の規定による。これにより難い場合は、監督員の承諾

コンクリート管
理橋上部工
（ＰＣホロースラ
ブ橋）

支承工 承諾 施工前 ５－１６－３
支承工の施工については、道路橋支承便覧（日本道路協会）第６章支承
部の施工の規定による。これにより難い場合は、監督員の承諾

コンクリ－ト管
理橋上部工
（ＰＣ箱桁橋）

支承工 承諾 施工前 ５－１７－３
支承工の施工については、道路橋支承便覧（日本道路協会）第６章支承
部の施工の規定による。これにより難い場合は、監督員の承諾

工場製作工 一般事項 ５－３－１

鋼管理橋上
部工

鋼管理橋上
部工

材料 ４－９－２

舗装工

第5章　堰

適用すべき諸基準

第4章　水門

適用すべき諸基準

水門本体工
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確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書の基準類に
よる。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、
基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従
うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

3.堤防に設ける
仮締切

協議 施工前
堤防に設ける仮締切は、設計図書に基づき施工するが、現地状況によっ
てこれにより難い仮締切を設置する場合は、設計図書に関して監督員と
協議

4.仮水路 協議 施工前
機場本体工の施工に必要となる仮水路は、設計図書に基づき施工する
が、現地状況によってこれによりがたい場合は、設計図書に関して監督員
と協議

作業土工
2.基礎下面土質
の相違

協議 施工中 ６－４－２
基礎下面の土質が設計図書と異なる場合には、設計図書に関して監督
員と協議

3.仮締切 協議 施工前
堤防に設ける仮締切は、設計図書に基づき施工するが、現地状況によっ
てこれにより難い仮締切を設置する場合は、設計図書に関して監督員と
協議

4.仮水路 協議 施工前
沈砂池工の施工に必要となる仮水路は、設計図書に基づき施工するが、
現地状況によってこれにより難い仮締切を設置する場合は、設計図書に
関して監督員と協議

作業土工
2.基礎下面土質
の相違

協議 施工中 ６－５－２
基礎下面の土質が設計図書と異なる場合には、設計図書に関して監督
員と協議

3.仮締切 協議 施工前
堤防に設ける仮締切は、設計図書に基づき施工するが、現地状況によっ
てこれにより難い仮締切を設置する場合は、設計図書に関して監督員と
協議

4.仮水路 協議 施工前
吐出水槽工の施工に必要となる仮水路は、設計図書に基づき施工する
が、現地状況によってこれにより難い場合は、設計図書に関して監督員と
協議

2.基礎下面土質
の相違

協議 施工中
基礎下面の土質が設計図書と異なる場合には、設計図書に関して監督
員と協議

3.排水状態の維
持

協議 施工中
当該仮締切内に予期しない湧水のある場合には、設計図書に関して監督
員と協議

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書の基準類に
よる。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、
基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従
うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

一般事項 5.異常時の処置 協議 施工中 ７－４－１
床止め工の施工にあたって、予期しない障害となる工作物等が現れた場
合には、速やかに監督員に連絡し、設計図書に関して監督員と協議

水叩工 4.適用規定 承諾 施工中 ７－４－８
巨石張りの施工については、第３編２－５－５石積（張）工の規定による。こ
れにより難い場合は、監督員の承諾

床固め工 一般事項 5.異常時の処置 協議 施工中 ７－５－１
床固め工の施工にあたって、予期しない障害となる工作物等が現れた場
合には、速やかに監督員に連絡し、設計図書に関して監督員と協議

山留擁壁工 一般事項 2.異常時の処置 協議 施工中 ７－６－１
山留擁壁工の施工にあたって、予期しない障害となる工作物等が現れた
場合には、速やかに監督員に連絡し、設計図書に関して監督員と協議

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書の基準類に
よる。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、
基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従
うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

2.巡視の実施時
期

協議 巡視前
巡視の実施時期について、設計図書に示す以外の時期に巡視が必要と
なった場合には、巡視前に設計図書に関して監督員と協議

3.支障をきたす
事実の処置

受理 巡視中
巡視途上において、河川管理施設及び河川管理に支障をきたす事実を
発見した場合は、直ちに監督員に連絡

4.住民等からの
通報の処置

受理 巡視中
巡視途上において、河川管理に関して一般住民等から通報を受けた場合
は、直ちに監督員にその内容を連絡

5.巡視結果の報
告

受理 巡視後 巡視結果について別に定めた様式により監督員に提出

除草工 堤防除草工 3.刈取り高 協議 施工中 ８－４－２
機械施工において現地盤の不陸及び法肩等で草の刈取り高10㎝以下で
施工できない場合は、設計図書に関して監督員と協議

1.草等の処理 指示 施工前 ８－５－２
抜き取りした草等をすべて処理しなければならない。ただし、設計図書及
び監督員の指示した場合はこの限りではない

2.肥料
確認
協議

施工前 ８－５－２

使用する肥料の種類、散布量及び配合は設計図書によらなければならな
い。また、肥料については、施工前に監督員に確認を得なければならな
い。なお、設計図書に示す材料、使用量及び配合等が施工箇所に適さな
い場合は、設計図書に関して監督員と協議

伐木除根工 1.発生材の処理 指示 施工前 ８－５－３
伐木及び除根した木等をすべて適正に処理しなければならない。ただし、
設計図書及び監督員の指示した場合はこの限りではない。

堤防養生工
芝養生工

適用すべき諸基準

床止め工

     第8章　河川維持

適用すべき諸基準

巡視・巡回工 河川巡視工 ８－３－２

吐出水槽工

一般事項 ６－６－１

作業土工 ６－６－２

     第7章　床止め・床固め

機場本体工
一般事項 ６－４－１

沈砂池工
一般事項 ６－５－１

第6章　排水機場

適用すべき諸基準
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確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

クラック補修工
4.使用材料及び
施工方法

指示 施工前 ８－６－３ 使用材料及び施工方法については、設計図書及び監督員の指示

10.計量 承諾 施工前
水及びセメントの計量にあたっては、設計図書に示す方法によらなければ
ならない。ただし、これ以外の場合は、設計図書に関して監督員の承諾

12.注入の開始及
び完了

承諾 施工中 注入の開始及び完了にあたっては、設計図書に関して監督員の承諾

13.一時中断の処
置

承諾 施工中
注入中に異状が認められ、やむを得ず注入を一時中断する場合には、設
計図書に関して監督員の承諾

15.追加グラウチ
ングの実施

指示 施工中
監督員から指示された場合には、追加グラウチングを行わなければならな
い。なお、追加孔の位置、方向、深度等は、監督員の指示

欠損部補修工 1.一般事項 協議 施工中 ８－６－５
補修方法について、設計図書に示す以外の施工方法による場合は、設
計図書に関して監督員と協議

路面補修工 材料
3.クラック防止
シート

承諾 施工前 ８－７－２
目地補修に使用するクラック防止シートについては、施工前に使用材料
に関して監督員の承諾

1.一般事項
指示
受理

施工前
付属物復旧については、時期、箇所、材料、方法等について監督員より
指示を受けるものとし、完了後速やかに復旧数量等を監督員に報告

4.コンクリート中
の防護柵の設置

協議 施工前
支柱の施工にあたって橋梁、擁壁、函渠などのコンクリートの中に防護柵
を設置する場合、設計図書によるがその位置に支障があるときまたは、位
置が明示されていない場合、設計図書に関して監督員と協議

塵芥処理工 協議 施工前 ８－１１－３
設計図書に示す以外の施工方法による場合には、設計図書に関して監
督員と協議

水面清掃工 協議 施工前 ８－１１－４
設計図書に示す以外の施工方法による場合には、設計図書に関して監
督員と協議

応急処理工 応急処理作業工 受理 施工後 ８－１３－２ 応急処理作業工の施工完了後は、監督員に報告

撤去物処理
工

運搬処理工
2.殻及び発生材
の受入れ場所及
び時間

指示 施工前 ８－１４－２
殻及び発生材の受入れ場所及び時間について、設計図書に定めのない
場合は、監督員の指示

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書の基準類に
よる。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、
基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従
うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

清掃工

     第9章　河川修繕

適用すべき諸基準

構造物補修
工

ボーリンググラウ
ト工

付属物復旧
工

付属物復旧工 ８－８－２

８－６－４
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承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書の基準類に
よらなければならない。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なけれ
ばならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合または、疑義があ
る場合は監督員と協議

材料 2.材料の品質 承諾 施工前 １－５－２
護岸基礎に使用する石は、JIS A 5006（割ぐり石）に適合したものまたは、
これと同等以上の品質を有するものとし、使用にあたっては、監督員の承
諾

3.潮待作業 協議 施工前
潮待作業で施工する場合には、設計図書によらなければならない。なお、
これにより難い場合には設計図書に関して監督員と協議

4.水中コンクリー
トの施工

承諾 施工前
やむを得ず水中コンクリートで施工する場合は、設計図書に関して監督員
の承諾

４.設計図書の監
督員の承諾（１）

承諾 製作前
アスファルトマット製作に先立ち、アスファルト合材の配合報告書及び図面
を作成し、設計図書に関して監督員の承諾

5.設計図書の監
督員の承諾（２）

承諾 製作前
合成繊維マットの形状寸法については、製作に先立ち設計図書に関して
監督員の承諾

6.設計図書の監
督員の承諾（３）

承諾 製作前
合成樹脂系マットの形状寸法については、製作に先立ち設計図書に関し
て監督員の承諾

コンクリート被覆
工

3.コンクリート被
覆の施工

協議 施工前 １－６－５
コンクリート被覆の施工にあたっては、設計図書に示す位置以外の場所
に打継目を設けてはならない。やむを得ず設計図書に示す以外の場所に
打継目を設ける場合は、設計図書に関して監督員と協議

天端被覆工 一般事項
2.基礎材（路盤）
及び天端被覆の
施工

協議 施工中 １－８－１
基礎材（路盤）及び天端被覆の施工にあたっては、路床面及び基礎材面
（路盤面）に異常を発見した場合は、設計図書に関して監督員と協議

波返工 波返工
4.コンクリート被
覆の施工

協議 施工前 １－９－３
コンクリート被覆の施工にあたっては、設計図書に示す位置以外の場所
に打継目を設けてはならない。やむを得ず設計図書に示す以外の場所に
打継目を設ける場合は、設計図書に関して監督員と協議

裏法被覆工 一般事項 5.基礎材の施工 協議 施工中 １－１０－１
基礎材の施工にあたっては、裏法面及び基礎材面に異常を発見した場
合は、設計図書に関して監督員と協議

一般事項 2.一般事項（２） 協議 施工中 １－１１－１

カルバートの施工にあたっては、「道路土工－カルバート工指針７－１　基
本方針」（日本道路協会、平成22年３月）、「道路土工要綱　２－７　排水
施設の施工」（日本道路協会、平成22年3月）の規定によらなければならな
い。これにより難い場合は、監督員の承諾

材料 承諾 施工前 １－１１－２

プレキャストカルバート工の施工に使用する材料は、設計図書によるが記
載なき場合、「道路土工－カルバート工指針４－４　使用材料、４－５　許
容応力度」 （日本道路協会、平成22年3月）の規定によらなければならな
い。これにより難い場合は、監督員の承諾

管渠工
7.コルゲートパイ
プの布設

協議 布設前 １－１２－５
コルゲートパイプの布設条件（地盤条件・出来型等）については設計図書
によるものとし、予期しない沈下のおそれがあってあげこしが必要な場合
には、設計図書に関して監督員と協議

2.潮待作業 協議 施工前
潮待作業で施工する場合には、設計図書の施工条件明示による。なお、
これにより難い場合には、設計図書に関して監督員と協議

3.水中コンクリー
トの施工

承諾 施工前
やむを得ず水中コンクリートで施工する場合は、設計図書に関して監督員
の承諾

1.境界杭の設置
位置

指示
受理

施工中
境界杭の設置位置については、監督員の指示によらなければならない｡
また、設置に際して隣接所有者と問題が生じた場合、速やかに監督員に
連絡

2.境界杭の設置
が困難な場合

協議 施工中
埋設箇所が岩盤等で境界杭の設置が困難な場合は、設計図書に関して
監督員と協議

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書の基準類に
よる。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、
基準類と設計図書に相違がある場合または、疑義がある場合は監督員と
協議

5.製作完了後の
表示

指示 施工前
ケーソン製作完了後、ケーソン番号、吃水目盛等をケーソンに表示しなけ
ればならない。なお、その位置及び内容は、監督員の指示

6.ケーソン進水 受理 施工前
ケーソン進水に先立ち、ケーソンに異常のないことを確認しなければなら
ない。また、異常を発見した場合は、直ちに処置を行い、監督員に連絡

7.進水方法及び
進水時期

協議 施工前
進水方法及び進水時期については、設計図書によららなければならな
い。これにより難い場合は設計図書に関して監督員と協議

15.吊具の品質・
形状寸法等

協議 施工前
吊具の品質・形状寸法等については、設計図書によるものとし、これより難
い場合には、設計図書に関して監督員と協議

19.ケーソン製作
一般

協議 施工前
ケーソンの仮置き及び据付け方法、曳航方法、寄港地、避難場所、回航
経路、連絡体制等については、設計図書によるものとし、これにより難い
場合は設計図書に関して監督員と協議

23.曳航、回航 受理 施工前 曳航、回航に先立ち監督員に報告

27.回航中の寄港
又は避難

受理 施工中

回航中、寄港または避難した場合は、ただちにケーソンの異常の有無を
監督員に連絡しなければならない。また、目的地に到着時も同様にしなけ
ればならない。また、回航計画に定める地点を通過したときは、通過時刻
及び異常の有無を同様に連絡

　　　第2章　突堤・人工岬

適用すべき諸基準

突堤本体工 ケーソン工 ２－５－１１

カルバート工

排水構造物
工

場所打水路工 １－１２－６

付属物設置
工

境界工 １－１３－４

適用すべき諸基準

護岸基礎工

場所打コンクリー
ト工

１－５－５

護岸工

材料 １－６－２

　　　第1章　堤防・護岸

第7編　河川海岸編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容
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第7編　河川海岸編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書の基準類に
よる。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、
基準類と設計図書に相違がある場合または、疑義がある場合は監督員と
協議

浚渫工（ポン
プ船）

一般事項 4.支障物件の落下 受理 施工中 ４－３－１
浚渫工の施工については、船舶航行に支障をきたす物件を落とした場合
には、直ちに関係機関に通報及び監督員に連絡

浚渫工（グラ
ブ船）

一般事項 ４．支障物件の落下 受理 施工中 ４－４－１
浚渫工の施工については、船舶航行に支障をきたす物件を落とした場合
には、直ちに関係機関に通報及び監督員に連絡

　　第3章　海域堤防（人工リーフ、離岸堤、潜堤）

適用すべき諸基準

　　　第4章　浚渫（海岸）
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承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合または、疑義がある場合は
監督員と協議

工場製作工 一般事項 2.施工計画書 受理 施工前 １－３－１

原寸、工作、溶接に関する事項を施工計画書へ記載しなければならな
い。なお、設計図書に示されている場合または設計図書に関して監督員
の承諾を得た場合は、上記項目の全部または一部を省略することができ
るものとする。

法面工 一般事項 2.適用規定 承諾 施工前 １－６－１
法面の施工にあたって、仕様書に示している以外の施工方法による場合
は、施工前に設計図書に関して監督員の承諾

2.不良岩の処理
受理
指示

施工中
破砕帯、断層及び局部的な不良岩の処理について、監督員に報告し、指
示

3.推定岩盤線の
処理

受理
指示

施工中
ダム本体の床掘において設計図書に示した推定岩盤線と異なる位置に岩
盤が露出した場合及び土砂で設計されているのに岩盤が露出した場合に
ついては、岩盤の露出状況資料を監督員に提出し、監督員の指示

4.湧水の処理 協議 施工前
基礎面における湧水の処理について、コンクリートの施工前までに設計図
書に関して監督員と協議

5.打継ぎ目の結
合の処置

承諾 施工中
機械の故障、天候の変化その他の理由で、やむを得ず打継ぎ目を設けな
ければならない場合には、打継目の完全な結合を図るため、その処置に
ついて施工前に、設計図書に関して監督員の承諾

６.新コンクリート
の打継

承諾 施工中

旧コンクリートの材令が0.75ｍ以上～1.0ｍ未満リフトの場合は３日（中２
日）、1.0ｍ以上～1.5ｍ未満のリフトの場合は４日（中３日）1.5ｍ以上2.0ｍ
以下のリフトの場合は５日（中４日）に達した後に新コンクリートを打継がな
ければならない。これにより難い場合は、施工前に設計図書に関して監督
員の承諾

7.コンクリートの
打込み

承諾 施工前
仕様書に示している事項に該当する場合はコンクリートの打込みについ
て、施工前に設計図書に関して監督員の承諾

8.養生について
の承諾

承諾 施工前
本条７項の場合は、養生の方法及び期間について、施工前に設計図書に
関して監督員の承諾

コンクリート堰堤
本体工

11.接合部の止水
性の確認

確認 施工中 １－８－４ 止水板接合完了後には、接合部の止水性について、監督員の確認

コンクリート側壁工1.適用規定 承諾 施工前 １－８－６
均しコンクリート、コンクリート、吸出し防止材の施工については、コンクリー
ト堰堤本体工の規定による。なお、これにより難い場合は事前の試験を行
い設計図書に関して監督員の承諾

間詰工 承諾 施工前 １－８－７
間詰工の施工については、コンクリート堰堤本体工の規定によるものとし、
本体と同時に打設する。なお、これにより難い場合は設計図書に関して監
督員の承諾

１.コンクリートの
施工

承諾 施工前
コンクリートの施工については、水平打継ぎをしてはならない。これにより
難い場合は、施工前に設計図書に関して監督員の承諾

2.適用規定 承諾 施工前
コンクリート、止水板または吸出防止材の施工については、コンクリート堰
堤本体工の規定による。なお、これにより難い場合は事前の試験を行い設
計図書に関して監督員の承諾

1.境界杭（鋲）の
設置位置

確認
受理

施工前
境界杭（鋲）の設置位置については、監督員の確認を受けるものとし、設
置に際して隣接所有者と問題が生じた場合、速やかに監督員に連絡

2.掘削困難な場
合の処置

協議 施工中
埋設箇所が岩盤等で、設計図書に示す深さまで掘削することが困難な場
合は、設計図書に関して監督員と協議

点検施設工 協議 施工前 １－１１－６
点検施設を設計図書に基づいて施工できない場合には、設計図書に関し
て監督員と協議

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合または、疑義がある場合は
監督員と協議

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合または、疑義がある場合は
監督員と協議

アンカー工
（プレキャストコンク
リート板）

3.ＰＣ法枠工の基
面処理の施工

協議 施工中 ３－４－６
ＰＣ法枠工の基面処理の施工において、緩んだ転石・岩塊等が表われた
場合には、基面の安定のために除去しなければならない。なお、転石等
の除去が困難な場合には、設計図書に関して監督員と協議

3.削孔水 協議 施工中
周辺地盤、アンカー定着地盤に影響を及ぼすおそれのある場合は、設計
図書に関して監督員と協議

4.削孔が不能と
なった場合

協議 施工中
設計図書に示された延長に達する前に削孔が不能となった場合は、原因
を調査するとともに、設計図書に関して、監督員と協議

５.アンカー定着
部の確認

受理 施工後
削孔にあたり、アンカー定着部の位置が設計図書に示された位置に達し
たことを、削孔延長、削孔土砂等により確認するとともに、確認結果を監督
員に提出

適用すべき諸基準

法面工

抑止アンカー工 ３－４－７

砂防堰堤付
属物設置工

境界工 １－１１－４

第2章　流路

適用すべき諸基準

第3章　斜面対策

第1章　砂防堰堤

適用すべき諸基準

コンクリート
堰堤工

一般事項 １－８－１

水叩工 １－８－８

第8編　砂防編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容
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第8編　砂防編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

一般事項 2.異常の発生
協議
受理

施工中 ３－６－１
施工中工事区域内に新たに予期できなかった亀裂の発生等異常を認め
た場合、工事を中止し、監督員と協議しなければならない。ただし、緊急を
要する場合には、応急措置をとった後、直ちに監督員に連絡

現場打水路工 1.水路勾配 協議 施工前 ３－６－６
現地の状況により、設計図書に示された水路勾配により難い場合は、設計
図書に関して監督員と協議

2.多量の湧水
受理
指示

施工中
せん孔中、多量の湧水があった場合、または予定深度まで掘進した後に
おいても排水の目的を達しない場合には、速やかに監督員に報告し、設
計図書に関して指示

3.せん孔中の変
化

受理 施工中
せん孔中、断層、き裂により、湧水等に変化を認めた場合、直ちに監督員
に連絡

4.検尺 指示 施工中
検尺を受ける場合は、監督員立会のうえでロッドの引抜を行い、その延長
を計測しなければならない。ただし、検尺の方法について監督員が、受注
者に指示した場合にはこの限りではない。

５.集水井の掘削
受理
指示

施工中
集水井の掘削が予定深度まで掘削しない前に多量の湧水があった場合、
または予定深度まで掘削した後においても湧水がない場合には、速やか
に監督員に報告し、設計図書に関して指示

6.集水井の施工 受理 施工中
集水井の施工にあたっては、常に観測（監視）計画等にて地すべりの状況
を把握するとともに、掘削中の地質構造、湧水等を詳細に記録して、異常
（数値の変化等）が確認された場合は速やかに監督員に報告

集水井工 協議 施工前 ３－７－５
集水井の設置位置及び深度について、現地の状況により設計図書に定
めた設置位置及び深度に支障のある場合は、設計図書に関して監督員と
協議

地下水排除
工

一般事項 ３－７－１

山腹水路工

地下水排除
工

一般事項 ３－７－１
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承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合または、疑義がある場合は
監督員と協議

岩盤面処理 2.監督員の確認 確認 施工中 １－３－５ 仕上げ掘削及び岩盤清掃の作業完了後、監督員の確認

1.一般事項 協議 施工中
局部的不良岩及び破砕帯、断層の処理にあたっては、設計図書に示す
方法によらなければならない。ただし、これにより難い場合は、設計図書に
関して監督員と協議

2.基礎岩盤から
湧水処理

協議 施工中
基礎岩盤から湧水がある場合の処理にあたっては、設計図書に示す方法
によらなければならない。ただし、これにより難い場合は、設計図書に関し
て監督員と協議

1.一般事項 確認 施工中
岩盤清掃が完了したときには、基礎岩盤としての適否について、監督員の
確認

2.確認資料の提
出

受理 施工中 確認に際しては、設計図書に示す資料を監督員に提出

岩盤確認後の再
処理

指示 施工中 １－３－９
基礎岩盤の確認終了後の岩盤を、長期間放置した場合､基礎岩盤の確認
後、岩盤の状況が著しく変化した場合には、監督員の指示に従い岩盤面
処理の岩盤清掃を行い、コンクリート打設直前に監督員の再確認

1.表土処理 確認 施工中
表土の取り除きが完了したときには、原石としての適否について、監督員
の確認

協議
指示

施工中
原石採取中に破砕帯、風化層等に遭遇した場合には監督員と協議しなけ
ればならない。監督員が品質試験等の結果から骨材として不適当と認め
た場合には、監督員の指示

協議 施工中
原石の採取にあたっては、設計図書に定められた法面勾配等に基づき施
工する。ただし、浮石等の存在によりこれにより難い場合には、設計図書
に関して監督員と協議

1.一般事項 承諾 施工前
設計図書に示すコンクリートの示方配合を、現場試験の結果に基づいて
現場配合に直し、設計図書に示す資料により監督員の承諾

2.配合の修正 承諾 施工前
現場試験の結果、配合の修正が必要と認められる場合には、設計図書に
示す資料により監督員の承諾

材料の計量
4.計量装置の精
度確保

把握
受理

施工前 １－４－５

設計図書に従い計量装置を所定の精度を確保するため定期的に検査
し、その結果を整理・保管するとともに、監督員または検査員から請求が
あった場合は速やかに提示しなければならない。また、検査の結果異常
が発見された場合は速やかに監督員へ報告する

2.ミキサの練りま
ぜ性能試験

把握
受理

施工前

ミキサの練りまぜ性能試験を行い、十分な性能を有することを確かめてか
ら使用するものとし、試験結果は整理・保管するとともに、監督員または検
査員から請求があった場合は速やかに提示しなければならない。また、試
験の結果、異常が発見された場合は速やかに監督員へ報告

5.１練りの量及び
練りまぜ時間の
決定

把握
受理

施工前

強制練りミキサを用いる場合は、JIS Ａ 1119により練りまぜ性能試験を行
い、十分な性能を有することを確かめるものとし、試験結果は整理・保管
するとともに、監督員または検査員から請求があった場合は速やかに提示
しなければならない。また、試験の結果、異常が発見された場合は速やか
に監督員へ報告

9.不適合配合の
処分

指示 施工前 監督員が廃棄を指示したコンクリートについては、適切に運搬し、処分

コンクリートの運
搬

3.バケット運搬 承諾 施工前 １－４－７
コンクリートの運搬にあたっては、バケットによらなければならない。ただ
し、これ以外の場合は、設計図書に関して監督員の承諾

打込み開始 2.打継目 確認 施工前 １－４－８
コンクリートの打込みに先立ち、打継目の処理及び清掃、型枠、鉄筋、各
種埋設物の設置について、監督員の確認

9.コールドジョイ
ント

承諾 施工中
機械の故障、天候の変化その他の理由でやむを得ず一区画内にコール
ドジョイントを設けなければならない場合には、設計図書に関して監督員
の承諾

12.監督員の承諾 承諾 施工中
仕様書に示す事項に該当する場合には、コンクリートの打込みについて、
監督員の承諾

13.各リフトの上
面仕上げ

承諾 施工前
各リフトの上面を平らに仕上げなければならない。ただし、排水のために
勾配をつける場合には、設計図書に関して監督員の承諾

2.打継目の承諾 承諾 施工前
設計図書に定められていない打継目または施工上必要と認められていな
い打継目をやむを得ず設ける場合には、設計図書に関して監督員の承
諾

4.レイタンス、浮
き石の除去

協議
承諾

施工前

設計図書に示す水平打継目の処理にあたっては、レイタンス、浮き石を確
実に除去するものとし、その時期については、監督員と協議しなければな
らない。やむを得ずチッピングを行わなければならない場合には、設計図
書に関して監督員の承諾

６.水平打継目の
処理

承諾 施工前
長期間打止めした水平打継目の処理にあたっては、設計図書に関して監
督員の承諾

養生 4.打継面の保護 承諾 施工前 １－４－１２
打継面を長期間放置する場合には、油脂類の付着防止や表面の保護等
について、監督員の承諾

第9編　ダム編
確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

第1章　コンクリートダム

適用すべき諸基準

掘削工

不良岩等の処理 １－３－６

基礎岩盤の確認 １－３－８

2.原石採取

配合 １－４－４

練りまぜ １－４－６

コンクリートの打
込み

１－４－９

継目 １－４－１１

ダムコンク
リート工

原石骨材 １－４－２
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確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

2.型枠材料 協議 施工前
型枠は、鋼製型枠とする。受注者は、これにより難い場合は、監督員と協
議

3.型枠の構造及
び使用方法

協議 施工前
型枠の構造及び使用方法については、設計図書によるものとし、製作前
に構造図について監督員と協議

1.一般事項 承諾 施工前
型枠の組立てにあたっては、鋼製材料を用いるものとし、仕上げコンクリー
ト面からこれらの支持材が突出してはならない。ただし、これ以外の場合に
は、設計図書に関して監督員の承諾

３.取りはずし時
期及び順序

承諾 施工前
型枠の取りはずし時期及び順序については、設計図書に関して監督員の
承諾

1.一般事項 協議 施工前
設計図書に示す冷却管を使用しなければならない。ただし、これ以外の
場合は、監督員と協議

2.監督員の承諾 承諾 設置前
冷却管の設置に先立ち、設置計画図により、設計図書に関して監督員の
承諾

4.通水試験 確認 施工中
冷却管及び附属品の設置が完了したときには、コンクリートの打込み前に
通水試験を行い、監督員の確認

継目グラウチング
設備設置

1.一般事項 確認 施工中 １－７－３ 継目グラウチング設備の設置が完了したときには、監督員の確認

止水板
2.接合部の止水
性

確認 施工中 １－７－４ 止水板接合完了後には、接合部の止水性について、監督員の確認

埋設物設置
工

観測計器埋設 １.一般事項 受理 設置前 １－７－５
観測計器の設置前に計器の動作確認を行い、その結果を監督員に報告
しなければならない。また、計器製造者の計器の品質または性能に関す
る資料を監督員に提出

冷却用設備 1.一般事項 承諾 設置前 １－８－３
冷却用設備の設置にあたっては、仕様書に示す事項に基づき設置計画
図を作成し、設計図書に関して監督員の承諾

冷却工
４.冷却完了後の
処置

立会 施工前 １－８－４
継目グラウチングを行った後、監督員の立会いのもとに冷却管内にセメン
トミルクを充てんしなければならない。

2.圧力計
確認
承諾

設置前
設計図書に示す仕様の圧力計を使用するものとし、使用前には検査を行
い、使用する圧力計について監督員の確認を得なければならない。また、
圧力計の設置箇所は、監督員の承諾

3.充水用水槽 承諾 施工前
充水の圧力変動を少なくするため、水槽を設けなければならない。ただ
し、これ以外の場合は、設計図書に関して監督員の承諾

4.水及びセメント
等の計量

協議 施工前
水及びセメントの計量にあたっては、設計図書に示す方法によらなければ
ならない。ただし、これ以外の場合は、監督員に協議

確認 施工中
埋設管のパイプ詰まりの有無、継目面の洗浄、漏えい箇所の検出のた
め、洗浄及び水押しテストを行い、監督員の確認

承諾 施工前 水押しテストにあたっては、監督員の承諾を得た染料を使用

2.コーキング 承諾 施工前
水押しテストの結果、漏えい箇所が検出されたときには糸鉛、綿糸、モル
タル急硬剤によりコーキングを行わなければならない。ただし、これ以外の
材料による場合は、設計図書に関して監督員の承諾

3.充水 指示
施工前
施工中
施工後

セメントミルクの注入に先立ち注入しようとする継目、直上リフト及び隣接
の継目には、監督員の指示する規定圧で充水し、異常がなければ各継目
の水を抜かなければならない。
セメントミルクの注入開始と同時に、直上リフト及び隣接の各継目に、監督
員の指示する規定圧で充水しなければならない。また、注入完了後、監
督員の指示により水を抜かなければならない。

確認 施工中 すべての準備が完了し、監督員の確認を受けた後、注入を開始

指示 施工前 監督員の指示する注入圧

承諾
施工前
施工中

継目の動きの測定は、堤体内に埋設された継目計またはダイヤルゲージ
で行い、動きの状況は、自動計測記録装置を使用し記録しなければなら
ない。また、これらの型式、規格、設置場所等については監督員の承諾

指示
受理

施工前
セメントミルクの比重は、監督員の指示する時期に、アジテータ及びベント
において比重計により測定し、監督員に報告

過堀りの処理 2.過堀りの処理 協議 施工中 ２－３－３ 過掘りをした場合は、その処理について監督員と協議

基礎地盤面及び
基礎岩盤面処理

3.監督員の立会 立会 施工後 ２－３－５ 基礎地盤及び基礎岩盤の整形状況については、監督員の立会

1.基礎地盤確認 確認 施工中
基礎地盤の掘削及び整形が完了したときは、基礎地盤としての適否につ
いて、監督員の確認

2.基礎岩盤確認 確認 施工中
基礎岩盤の岩盤清掃が完了したときは、基礎岩盤としての適否につい
て、監督員の確認

3.確認資料の提
出

受理 施工中 確認に際しては、設計図書に示す資料を監督員に提出

基礎地盤及び基
礎岩盤確認後の
再処理

指示
確認

施工中 ２－３－９

基礎地盤確認終了後の地盤または基礎岩盤確認終了後の岩盤を長期間
放置した場合及び、基礎地盤または基礎岩盤の状況が著しく変化した場
合には、監督員の指示に従い、基礎地盤清掃または基礎岩盤清掃を行
い、盛立直前に監督員の再確認

型枠工

一般事項 １－５－１

型枠の組立て取
りはずし移動

１－５－３

埋設物設置
工

冷却管設置 １－７－２

パイプクーリ
ング工

継目グラウチ
ング工

施工設備等 １－１０－３

施工

1.洗浄及び水押
しテスト

１－１０－４

4.注入

５.測定

第2章　フィルダム

掘削工
基礎地盤及び基
礎岩盤確認

２－３－８
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確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

4.運搬路等 承諾 施工前
コアゾーン及びフィルターゾーンを横断する運搬路を設ける場合は、盛立
面を保護する構造のものとし、その構造、及び位置については、設計図書
に関して監督員の承諾

5.盛立再開時の
処理

確認 施工前
長期間にわたって盛立を中止し、その後盛立を再開する場合は、表層部
のかき起こし、締め直しなど盛立材に応じた方法で新旧の盛立部分が一
体となるように盛立面を処理し、監督員の確認

7.湧水や流水の
処置

協議 施工中
基礎面に湧水がある場合、または流水が流下する場合のコア材等の材料
の盛立てにあたっては、監督員と協議

2.材料使用時の
注意

指示
承諾

施工中
監督員の設計図書に関する指示または承諾なしに、材料を本工事以外の
工事に使用してはならない

3.表土処理 確認 施工中 表土の取り除きが完了したときは、材料の適否について、監督員の確認

指示 施工中
材料採取中に監督員が材料として品質試験の結果から不適当と認めた場
合は、監督員の指示

協議 施工中
原石の採取にあたっては、設計図書に定められた法面勾配等に基づき施
工する。ただし、浮石等の存在によりこれにより難い場合には、設計図書
に関して監督員と協議

4.巻出し材料の
含水比

指示 施工中
巻出された材料が、設計図書に示す含水比を確保できない場合には、設
計図書に関して、監督員の指示

5.層間の密着性
の確保

指示 施工中
既に締固めた層の表面が過度に乾燥、湿潤または平滑となっており上層
との密着が確保できない場合には、監督員の指示

7.雨水の浸透防
止

承諾 施工中
締固め中に降雨等で作業を中断する場合には、既に締固められた面及
び締固められていない面について、設計図書に関して監督員の承諾

4.巻出し材料の
粒度

指示 施工中
巻出された材料が、設計図書に示す粒度と合致していない場合には、監
督員の指示

5.締固め機械の
走行

承諾 施工中
締固めにあたっては、締固め機械をダム軸と平行に走行させなければな
らない。ただし、斜面付近では、監督員の承諾を得てダム軸と直角方向に
走行させることができるものとする。

ロックの盛立
5.締固め機械の
走行

承諾 施工中 ２－４－７
締固めにあたっては、締固め機械をダム軸と平行に走行させなければな
らない。　ただし、斜面付近では、監督員の承諾を得てダム軸と直角方向
に走行させることができるものとする。

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類によるものとし、これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければ
ならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合または、疑義がある
場合は監督員と協議

せん孔
4.地質変化への
対応

指示 施工中 ３－３－３
せん孔中は常にその岩質の変化、断層や破砕帯の状況、湧水、漏水の
有無等に注意をはらい、これらに変化が認められた場合には、記録すると
ともに監督員の指示

コア採取及び保
管

2.採取コアの提
出

指示 施工後 ３－３－４
採取したコアを孔毎にコア箱に整理し、監督員が連絡する場所に納品し
なければならない。

ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸの製造
及び輸送

2.水及びセメント
の計量

承諾
把握

施工前
施工後

３－４－４

水及びセメントの計量にあたっては、設計図書に示す方法によらなければ
ならない。ただし、これ以外の場合は、設計図書に関して監督員の承諾を
得なければならない。
計量装置を設計図書に従い定期的に検査し、検査結果を整理・保管し、
監督員または検査員から請求があった場合は速やかに提示

注入管理
承諾
受理

施工前
施工後

３－４－５

水及びセメントの計量にあたっては、設計図書に示す方法によらなければ
ならない。ただし、これ以外の場合は、設計図書に関して監督員の承諾を
得なければならない。
グラウチング工の結果を整理して、速やかに監督員へ提出

2.注入の開始及
び完了

承諾 施工中 注入の開始及び完了にあたっては、設計図書に関して監督員の承諾

7.異常時の処置 承諾 施工中
注入中に異常が認められ、やむを得ず注入を一時中断する場合には、設
計図書に関して監督員の承諾

8.注入の中断 指示 施工中
注入中に設計図書に示す許容変位量を超える堤体コンクリート及び基礎
岩磐の変位を認めた場合には、注入を中断し監督員の指示

9.隣接孔の同時
注入の禁止

指示 施工前
同一のステージ長の場合において、隣接する孔の同時注入を行ってはな
らない。ただし、これ以外の場合は、監督員の指示

10.漏えい対策 承諾 施工中

注入中、岩盤表面等へのミルクの漏えい等に注意をはらい、ミルクの漏え
いを認めたときには、糸鉛、綿糸、モルタルによりコーキングを行わなけれ
ばならない。ただし、これ以外の材料による場合は、設計図書に関して監
督員の承諾

注入効果の判定
２.追加グラウチン
グ

承諾 施工中 ３－４－８
追加孔の位置、方向、深度、注入仕様等については、事前に監督員の承
諾

適用すべき諸基準

ボーリング工

グラウチング
工

注入 ３－４－７

一般事項 ２－４－１

材料採取 ２－４－２

4.採取

盛立工

盛立工

第3章　基礎グラウチング

コアの盛立 ２－４－５

フィルターの盛立 ２－４－６
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承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。また、基準類と設計図書に相違がある場合または、疑義がある場合は
監督員と協議

1.一般事項 承諾 施工前
支柱の製作加工にあたっては、設計図書によるが、特に製作加工図を必
要とする場合は、監督員の承諾

2.部材の切断 承諾 施工中
部材の切断をガス切断により行うものとするが、これ以外の切断の場合
は、設計図書に関して監督員の承諾

法面工 一般事項 2.適用規定 承諾 施工前 １－５－１
法面の施工にあたって、仕様書に示している以外の施工方法による場合
は、施工前に設計図書に関して監督員の承諾

擁壁工 一般事項 2.適用規定 承諾 施工前 １－７－１
擁壁工の施工にあたって、仕様書に示している以外の施工方法による場
合は、施工前に設計図書に関して監督員の承諾

2.適用規定 承諾 施工前
カルバートの施工にあたって、仕様書に示している以外の施工方法による
場合は、施工前に設計図書に関して監督員の承諾

把握
受理

施工後
本試験に関する資料を整備及び保管し、監督員の請求があった場合は、
速やかに提示するとともに工事完成時までに監督員へ提出

協議 施工前 要領により難い場合は、監督員と協議

材　料 承諾 施工前 １－９－２

プレキャストカルバート工の施工に使用する材料は、設計図書によるが記
載なき場合、「道路土工－カルバート工指針 ４－４　使用材料、４－５　許
容応力度」（日本道路協会、平成22年３月）の規定による。これにより難い
場合は、監督員の承諾

一般事項 2.適用規定 承諾 施工前 １－１０－１

排水構造物工（小型水路工）の施工にあたっては、「道路土工要綱　２－７
排水施設の施工」（日本道路協会、平成21年６月）の規定による。これによ
り難い場合は、監督員の承諾

1.水路勾配 協議 施工前
現地の状況により、設計図書に示された水路勾配により難い場合は、設
計図書に関して監督員と協議

3.コルゲートフ
リュームの布設

協議 施工前
予期できなかった砂質土または軟弱地盤が出現した場合には、施工する
前に設計図書に関して監督員と協議

5.上げ越し 協議 施工前 上げ越しが必要な場合には、設計図書に関して監督員と協議

６.自由勾配側溝
の底版コンクリー
ト打設

協議 施工前
自由勾配側溝の底版コンクリート打設については、設計図書に示すコンク
リート厚さとし、これにより難い場合は、設計図書に関して監督員と協議

管渠工 1.水路勾配 協議 施工前 １－１０－４
現地の状況により設計図書に示された水路勾配により難い場合は、設計
図書に関して監督員と協議

集水桝・マンホー
ル工

3.路面との高さ調
整

承諾 施工前 １－１０－５
集水桝及びマンホール工の施工について、路面との高さ調整が必要な場
合は、設計図書に関して監督員の承諾

地下排水工 1.一般事項 指示 施工中 １－１０－６
新たに地下水脈を発見した場合は、直ちに監督員に連絡し、その対策に
ついて監督員の指示

場所打ち水路工 1.水路勾配 協議 施工前 １－１０－７
現地の状況により、設計図書に示された水路勾配により難い場合は、設
計図書に関して監督員と協議

排水工
（小段排水・縦排水）

1.水路勾配 協議 施工前 １－１０－８
現地の状況により、設計図書に示された水路勾配により難い場合は、設
計図書に関して監督員と協議

2.落石雪害防止
工の施工

協議
受理

施工中
施工に際して、斜面内の浮石、転石があり危険と予測された場合、工事を
中止し、監督員と協議しなければならない。ただし、緊急を要する場合に
は応急措置をとった後、直ちに監督員に連絡

3.新たな落石箇
所発見の処置

指示
施工前
施工中

工事着手前及び工事中に設計図書に示すほかに、当該斜面内において
新たな落石箇所を発見したときは、直ちに監督員に連絡し、設計図書に
関して監督員の指示

材料 承諾 施工前 １－１１－２
使用する材料で、設計図書に記載のないものについては、設計図書に関
して監督員の承諾

1.一般事項 協議 施工中
アンカーピンの打込みが岩盤で不可能な場合は設計図書に関して監督
員と協議

2.監督員との協
議

協議 施工中
現地の状況により、設計図書に示された設置方法により難い場合は、設
計図書に関して監督員と協議

遮音壁工 材料
5.遮音壁付属物
に使用する材料

協議
承諾

施工前 １－１２－２
使用する材料は、設計図書に明示したものとし、これ以外については設計
図書に関して監督員と協議し承諾

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合または、疑義がある場合は
監督員と協議

2.適用規定 承諾 施工前
使用する材料のうち、試験が伴う材料については、「舗装調査・試験法便
覧」（日本道路協会、平成19年６月）の規定に基づき試験を実施する。こ
れにより難い場合は、監督員の承諾

3.異常時の処置 協議 施工前
路盤の施工において、路床面または下層路盤面に異常を発見したとき
は、直ちに監督員に連絡し、設計図書に関して監督員と協議

コンクリート舗装
工

2.配合 承諾 施工前 ２－４－１０
現場練りコンクリートを使用する場合の配合は配合設計を行い、設計図書
に関して監督員の承諾

舗装工

第10編　道 路 編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

工場製作工
遮音壁支柱製作
工

１－３－２

カルバート工

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

第1章　道路改良

適用すべき諸基準

一般事項 １－９－１
4.コンクリート構
造物非破壊試験

排水構造物
工
(小型水路工)

側溝工 １－１０－３

落石雪害防
止工

一般事項 １－１１－１

落石防止網工 １－１１－４

第2章　舗装       

適用すべき諸基準

一般事項 ２－４－１
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第10編　道 路 編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

舗装工
コンクリート舗装
工

6.横収縮目地及
び縦目地

協議 施工前 ２－４－１０

縦目地の設置は、２車線幅員で同一横断勾配の場合には、できるだけ２
車線を同時舗設し、縦目地位置に径22㎜、長さ１ｍのタイバーを使ったダ
ミー目地を設ける。やむを得ず車線ごとに舗設する場合は、径22㎜、長さ
１ｍのネジ付きタイバーを使った突き合わせ目地とする。これ以外の場合
は、監督員と協議

排水構造物
工（路面排水
工）

一般事項 2.適用規定 承諾 施工前 ２－５－１
施工については、道路土工要領の排水施設の施工の規定及び本編２－
５－３側溝工、２－５－５集水桝（街渠桝）・マンホール工の規定による。こ
れにより難い場合は、監督員の承諾

2.障害物がある
場合の処置

協議 施工前
施工にあたり、障害物がある場合などは、速やかに監督員に連絡し、設計
図書に関して監督員と協議

3.適用規定 承諾 施工前
施工にあたって、「道路土工ー盛土工指針」（日本道路協会、平成22年４
月）の施工の規定による。これにより難い場合は、監督員の承諾

2.障害物がある
場合の処置

協議 施工前
施工にあたり、障害物がある場合などは、速やかに監督員に連絡し、設計
図書に関して監督員と協議

3.適用規定 承諾 施工前
施工については、「道路土工ー盛土工指針」（日本道路協会、平成22年４
月）の踏掛版及び施工の規定、第10編２－７－４踏掛版工の規定による。
これにより難い場合は、監督員の承諾

2.障害物がある
場合の処置

協議 施工前
防護柵を設置する際に、障害物がある場合などは、速やかに監督員に連
絡し、設計図書に関して監督員と協議

3.適用規定 承諾 施工前

施工にあたって、「防護柵の設置基準・同解説／ボラードの設置便覧 ４－
１．施工の規定」（日本道路協会、令和3年3月改訂）、「道路土工要綱　第
５章施工計画」（日本道路協会、平成21年６月）の規定および第３編２－３
－８路側防護柵工、２－３－７防止柵工の規定による。これにより難い場合
は、監督員の承諾

路側防護柵工 2.適用規定（２） 承諾 施工前 ２－８－３

防護柵に視線誘導標を取り付ける場合は、「視線誘導標設置基準・同解
説」（日本道路協会、昭和59年10月）により取付ける。これにより難い場合
は、監督員の承諾を得なければならない。防護柵の規格は、設計図書に
よらなければならない

ボックスビーム工
3.コンクリートの
中に支柱を設置
する場合

協議 施工前 ２－８－５

支柱の施工にあたって橋梁、擁壁、函渠などのコンクリートの中にボックス
ビームを設置する場合、設計図書に定められた位置に支障があるときまた
は、位置が明示されていない場合、速やかに監督員に連絡し、設計図書
に関して監督員と協議

車止めポスト工
１.車止めポストの
設置

協議 施工前 ２－８－６
車止めポストを設置する場合、現地の状況により、位置に支障があるとき
または、位置が明示されていない場合には、速やかに監督員に連絡し、
設計図書に関して監督員と協議

2.異常時の処置 協議 施工中
設計図書により標識を設置しなければならないが、障害物がある場合など
は、速やかに監督員に連絡し、設計図書に関して、監督員と協議

3.適用規定 承諾 施工前

施工にあたって、「道路標識設置基準・同解説第４章道路標識の設計、施
工」（日本道路協会、令和２年６月）の規定、「道路土工要綱　第５章施工
計画」（日本道路協会、平成21年６月）の規定、第３編２－３－６小型標識
工、２－３－３作業土工（床掘り・埋戻し）、２－10－５土留・仮締切工の規
定、及び「道路標識ハンドブック」（全国道路標識・標示業協会、令和元年
８月）による。これにより難い場合は、監督員の承諾

材料 6.文字・記号等 承諾 施工前 ２－９－２
標識板の文字・記号等を「道路標識、区画線及び道路標示に関する命
令」（標識令）及び「道路標識設置基準・同解説」（国土交通省、令和２年６
月）による色彩と寸法で、標示する。これにより難い場合は、監督員の承諾

2.異常時の処置 協議 施工中
施工にあたり、障害物がある場合などは、速やかに監督員に連絡し、設計
図書に関して監督員と協議

3.適用規定 承諾 施工前
施工にあたって、「道路標識・区画線及び道路表示に関する命令」及び第
３編２－３－９区画線工の規定による。これにより難い場合は、監督員の承
諾

区画線工
2.区画線の指示
方法

指示 施工前 ２－１０－２
区画線の指示方法について設計図書に示されていない事項は「道路標
識・区画線及び道路標示に関する命令」により施工

2.道路植栽工の
施工

受理
協議

施工中
施工にあたり、障害物がある場合などは、速やかに監督員に連絡し、設計
図書に関して監督員と協議

3.適用規定 承諾 施工前

施工については、「道路緑化技術基準・同解説2-3施工」（日本道路協
会、平成28年3月）の規定、「道路土工要綱」（日本道路協会、平成21年６
月）の規定および本編２－11－３道路植栽工の規定による。これにより難
い場合は、監督員の承諾

３.樹木類の受入
検査

確認 施工前

6.肥料、土壌改
良材

確認 施工前 施工前に監督員に品質証明等の確認

3.植付け 指示 施工前 植樹施工にあたり、設計図書及び監督員の指示する位置

4.異常時の処置
受理
承諾

施工中
植栽地の土壌に問題があった場合は監督員に速やかに連絡
蒸散抑制剤を使用する場合には、使用剤及び使用方法について、設計
図書に関して監督員の承諾

5.植穴の掘削 指示 施工中
植穴の掘削については、湧水が認められた場合は、直ちに監督員に連絡
し指示

6.適用規定 指示 施工中
既存埋設物に損傷を与えた場合には、ただちに応急復旧を行い、関係機
関への通報を行うとともに、監督員に連絡し指示

一般事項 ２－７－１

２－１１－１

材料 ２－１１－２

２－９－１

縁石工 一般事項 ２－６－１

踏掛版工

防護柵工

一般事項 ２－８－１

一般事項

道路植栽工

道路植栽工 ２－１１－３

区画線工

一般事項 ２－１０－１

一般事項

標識工
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監督方法 監督時期
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12.地質対応 協議 施工中
底部が粘土を主体とした滞水性の地質の場合には、設計図書に関して監
督員と協議

15.施肥、灌水 協議 施工前
施肥、灌水の施工にあたり、施工前に施工箇所の状況を調査するととも
に、設計図書に示す使用材料の種類、使用量等が施工箇所に適さない
場合は、速やかに監督員に連絡し、設計図書に関して監督員と協議

18.植栽植樹の植
替え

立会
協議

施工後
枯死または、形姿不良の判定は、発注者と受注者が立会の上行うものと
し、植替えの時期については、発注者と協議

2.異常時の処置 協議 施工中
設置にあたり、障害物がある場合などは、速やかに監督員に連絡し、設計
図書に関して監督員と協議

3.適用規定 承諾 施工前

施工にあたって、「視線誘導標設置基準・同解説第 ５章の施工」（日本道
路協会、昭和59年10月）の規定、「道路照明施設設置基準・同解説第 ７
章設計及び施工」（日本道路協会、平成19年10月改訂）の規定、「道路土
工要綱」（日本道路協会、平成21年６月）の規定および「道路反射鏡設置
指針第２章設置方法の規定および第５章施工」（日本道路協会、昭和55
年12月）の規定、第３編２－３－10道路付属物工の規定、本編２－５－３側
溝工、２－５－５集水桝(街渠桝)・マンホール工、２－12－３境界工及び２
－12－６照明工の規定による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得
なければならない。

3.境界確認 受理 施工中
境界の施工前及び施工後において、近接所有者の立会による境界確認
を行うものとし、その結果を監督員に報告

4.問題が生じた
場合の処置

協議 施工中
施工に際して近接所有者と問題が生じた場合、速やかに監督員に連絡
し、その処置について協議

照明工 2.異常の処置 指示 施工中 ２－１２－６
既存埋設物に損傷を与えた場合には、直ちに応急措置を行い、関係機
関への通報を行なうとともに、監督員に連絡し指示

把握
受理

施工後
本試験に関する資料を整備および保管し、監督員の請求があった場合
は、速やかに提示するとともに工事完成時までに監督員へ提出

協議 施工前 要領(案)により難い場合は、監督員と協議

把握
受理

施工後
本試験に関する資料を整備および保管し、監督員の請求があった場合
は、速やかに提示するとともに工事完成時までに監督員へ提出

協議 施工前 要領(案)により難い場合は、監督員と協議

6.橋梁台帳
承諾
指示

工事完成
提出時

第1節
施工構造物に関する諸元を橋梁台帳に記載・入力し、工事完成届提出時
に監督員に提出し、承諾を得なければならない。また、橋梁台帳の様式
及び記入方法については、監督員の指示

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の
規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

2.施工計画書 承諾 施工前
設計図書に示されている場合または設計図書に関して監督員の承諾を得
た場合は、原寸、工作、溶接、仮組立に関する事項の全部または一部を
省略

3.検測 承諾 施工前
JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級に合格した鋼製巻尺を使用しなければなら
ない。なお、これにより難い場合は、設計図書について監督員の承諾

5.名簿の整備 把握 着工前
溶接作業に従事する溶接工の名簿を整備し、監督員の請求があった場
合は速やかに提示

3.防錆処置 承諾 施工前
鉄筋を露出した状態で工事を完了する場合には、防錆、防食、損傷等を
受けないようにこれらを保護しなければならない。なお、施工方法に関して
は監督員の承諾

4.適用規定 承諾 施工前
支承部の箱抜きの施工については、「道路橋支承便覧　第６章　支承部
の施工」（日本道路協会、平成31年２月）の規定による。これ以外の施工
方法による場合は、設計図書に関して監督員の承諾

6.モルタル仕上
げ

協議 施工前

支承部を箱抜きにした状態で工事を完了する場合は、箱抜き部分に中詰
砂を入れて薄くモルタル仕上げしなければならない。ただし、継続して上
部工事を行う予定がある場合やこれ以外による場合は、設計図書に関し
て監督員と協議

橋脚フーチング
工

6.フーチングの
箱抜きの施工

承諾 施工前 ３－８－９
フーチングの箱抜きの施工については、「道路橋支承便覧　第６章　支承
部の施工」（日本道路協会、平成31年２月）の規定による。これ以外の施
工方法による場合は、設計図書に関して監督員の承諾

1.適用規定 承諾 施工前

施工については、第３編２－13－３架設工（クレーン架設）、「道路橋示方
書・同解説（Ⅱ鋼橋・鋼部材編）第20章施工」（日本道路協会、平成29年
11月）の規定による。これ以外の施工方法による場合は、設計図書に関し
て監督員の承諾

3.異常時の処置 受理 施工中 組立て中に損傷があった場合、速やかに監督員に連絡

2.適用規定（２） 承諾 施工前

施工については、「道路橋示方書・同解説（Ⅱ鋼橋・鋼部材編）20章施工」
（日本道路協会、平成29年11月）、「鋼道路橋施工便覧Ⅲ現場施工編第３
章架設」（日本道路協会、平成27年３月）の規定による。これ以外による場
合は、設計図書に関して監督員の承諾

3.名簿の整備 把握 着工前
溶接作業に従事する溶接工の名簿を整備し、監督員の請求があった場
合は速やかに提示

第3章　橋梁下部工

４.コンクリート構
造物非破壊試験

第1節

5.強度測定

２－１２－１

２－１２－３

道路植栽工

適用すべき諸基準

適用

道路付属施
設工

一般事項

境界工

工場製作工 一般事項 ３－３－１

橋台工 橋台躯体工 ３－６－８

鋼製橋脚工

橋脚架設工 ３－８－１０

現場継手工 ３－８－１１

道路植栽工 ２－１１－３
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4.橋梁台帳
承諾
指示

工事完成
提出時

第１節
施工構造物に関する諸元を橋梁台帳に記載・入力し、工事完成届提出時
に監督員に提出し、承諾を得なければならない。また、橋梁台帳の様式
及び記入方法については、監督員の指示

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の
規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

2.施工計画書 承諾 施工前
設計図書に示されている場合または設計図書に関して監督員の承諾を得
た場合は、原寸、工作、溶接、仮組立に関する事項の全部または一部を
省略

3.名簿の整備 把握 着工前
溶接作業に従事する溶接工の名簿を整備し、監督員の請求があった場
合は速やかに提示

一般事項 2.検測
把握
受理
指示

施工前 ４－５－１

架設準備として下部工の橋座高及び支承間距離の検測を行い、その結
果を監督員に提示しなければならない。なお、測量結果が設計図書に示
されている数値と差異を生じた場合は、監督員に測量結果を速やかに提
出し指示

支承工 承諾 施工前 ４－５－１０
施工については、「道路橋支承便覧　第６章　支承部の施工」（日本道路
協会、平成31年２月）による。これにより難い場合は、監督員の承諾

把握
受理

施工後
本試験に関する資料を整備および保管し、監督員の請求があった場合
は、速やかに提示するとともに工事完成時までに監督員へ提出

協議 施工前 要領(案)により難い場合は、監督員と協議

把握
受理

施工後
本試験に関する資料を整備および保管し、監督員の請求があった場合
は、速やかに提示するとともに工事完成時までに監督員へ提出

協議 施工前 要領(案)により難い場合は、監督員と協議

6.橋梁台帳
承諾
指示

工事完成
提出時

施工構造物に関する諸元を橋梁台帳に記載・入力し、工事完成届提出時
に監督員に提出し、承諾を得なければならない。また、橋梁台帳の様式
及び記入方法については、監督員の指示

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の
規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

2.施工計画書 承諾 施工前
設計図書に示されている場合または設計図書に関して監督員の承諾を得
た場合は、原寸、工作、溶接、仮組立に関する事項の全部または一部を
省略

3.検測 承諾 施工前
JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級に合格した鋼製巻尺を使用しなければなら
ない。なお、これにより難い場合は、設計図書について監督員の承諾

一般事項 6.検測
把握
受理
指示

施工前 ５－５－１

架設準備として下部工の橋座高及び支承間距離の検測を行いその結果
を監督員に提示しなければならない。なお、測量結果が設計図書に示さ
れている数値と差異を生じた場合は、監督員に測量結果を速やかに提出
し指示

支承工 承諾 施工前 ５－５－６
施工については、「道路橋支承便覧第６章　支承部の施工」（日本道路協
会、平成31年2月）による。これにより難い場合は、監督員の承諾

プレビーム桁
橋工

一般事項 ２.検測
把握
受理
指示

施工前 ５－６－１

架設準備として下部工の橋座高及び支承間距離の検測を行いその結果
を監督員に提示しなければならない。なお、測量結果が設計図書に示さ
れている数値と差異を生じた場合は、監督員に測量結果を速やかに提出
し指示

支承工 承諾 施工前 ５－６－３
施工については、「道路橋支承便覧第６章　支承部の施工」（日本道路協
会、平成31年2月）による。これにより難い場合は、監督員の承諾

局部（部分）プレ
ストレス工

指示 施工前 ５－６－７
ブロック工法における部分プレストレスは、設計図書によるが、施工時期が
設計と異なる場合は、監督員の指示

床版・横桁工
1.横桁部材の連
結の施工

承諾 施工前 ５－６－８
施工については、高力ボルトを使用することとし、第３編2-3-23現場継手
工の規定による。これ以外による場合は、設計図書に関して監督員と協議

一般事項 ２.検測
把握
受理
指示

施工前 ５－７－１

架設準備として下部工の橋座高及び支承間距離の検測を行いその結果
を監督員に提示しなければならない。なお、測量結果が設計図書に示さ
れている数値と差異を生じた場合は、監督員に測量結果を速やかに提出
し指示

支承工 承諾 施工前 ５－７－３
施工については、「道路橋支承便覧第６章　支承部の施工」（日本道路協
会、平成31年2月）による。これにより難い場合は、監督員の承諾

一般事項 ２.検測
把握
受理
指示

施工前 ５－８－１

架設準備として下部工の橋座高及び支承間距離の検測を行いその結果
を監督員に提示しなければならない。なお、測量結果が設計図書に示さ
れている数値と差異を生じた場合は、監督員に測量結果を速やかに提出
し指示

支承工 承諾 施工前 ５－８－３
施工については、「道路橋支承便覧第６章　支承部の施工」（日本道路協
会、平成31年2月）による。これにより難い場合は、監督員の承諾

一般事項 ２.検測
把握
受理
指示

施工前 ５－１０－１

架設準備として下部工の橋座高及び支承間距離の検測を行いその結果
を監督員に提示しなければならない。なお、測量結果が設計図書に示さ
れている数値と差異を生じた場合は、監督員に測量結果を速やかに提出
し指示

支承工 承諾 施工前 ５－１０－３
施工については、「道路橋支承便覧第６章　支承部の施工」（日本道路協
会、平成31年2月）による。これにより難い場合は、監督員の承諾

鋼橋架設工

第4章　鋼橋上部工

第5章　コンクリート橋上部工

適用

４.コンクリート構
造物非破壊試験

第1節5.強度測定

適用

適用すべき諸基準

工場製作工 一般事項 ４－３－１

適用すべき諸基準

工場製作工 一般事項 ５－３－１

ＰＣ橋工

プレビーム桁
橋工

ＰＣホロース
ラブ橋工

ＲＣホロース
ラブ橋工

ＰＣ箱桁橋工
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一般事項 ２.検測
把握
受理
指示

施工前 ５－１１－１

架設準備として下部工の橋座高及び支承間距離の検測を行いその結果
を監督員に提示しなければならない。なお、測量結果が設計図書に示さ
れている数値と差異を生じた場合は、監督員に測量結果を速やかに提出
し指示

支承工 承諾 施工前 ５－１１－３
施工については、「道路橋支承便覧第６章　支承部の施工」（日本道路協
会、平成31年2月）による。これにより難い場合は、監督員の承諾

一般事項 ２.検測
把握
受理
指示

施工前 ５－１２－１

架設準備として下部工の橋座高及び支承間距離の検測を行いその結果
を監督員に提示しなければならない。なお、測量結果が設計図書に示さ
れている数値と差異を生じた場合は、監督員に測量結果を速やかに提出
し指示

ＰＣ押出し箱桁製
作工

5.主桁製作設備
の施工

協議 施工前 ５－１２－２
主桁製作台に対する鋼材組立台の配置については、設計図書によるが、
これにより難い場合は、設計図書に関して監督員と協議

7.状況の観察 把握 施工中
施工中の地質、湧水、その他の自然現象、支保工覆工の変状の有無を
観察するとともに、その記録を整備し、監督員の請求があった場合は速や
かに提示

8.異常時の処置
協議
受理

施工中

施工中異常を発見した場合及び湧水、落盤その他工事に支障を与える
おそれのある場合には、工事を中止し、監督員と協議しなければならな
い。ただし、緊急を要する場合には応急措置をとった後、直ちにその措置
内容を監督員に連絡

9.坑内観察調査
協議
把握

施工前
地山条件等に応じて計測Ｂが必要と判断される場合は、設計図書に関し
て監督員と協議
計測記録を整備保管し、監督員の請求があった場合は、速やかに提示

10.火薬取扱主
任者

把握 着手前
火薬取扱主任を定め、火薬取扱量、火薬取扱主任の経歴書を爆破による
掘削の着手前に監督員に提示

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の
規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

5.断面確保 承諾 施工中

堅固な地山における吹付けコンクリートの部分的突出（原則として、覆工
の設計巻厚の１／３以内。ただし、変形が収束したものに限る。）、鋼アー
チ支保工及びロックボルトの突出に限り、設計図書に関して監督員の承
諾

6.ずり処理 指示 施工中 トンネル掘削によって生じたずりを、設計図書または監督員の指示

7.岩区分の境界
確認

確認
協議

施工中
設計図書における岩区分（支保パターン含む）の境界を確認し、監督員の
確認を受けなければならない。また、受注者は、設計図書に示された岩の
分類の境界が現地の状況と一致しない場合は、監督員と協議

８.切羽監視責任
者の配置

協議 着手前
切羽監視責任者は、原則専任で配置するものとする。
ただし、現場の状況によりこれにより難い場合は、設計図書に関して監督
員と協議。

2.異常時の処置
協議
受理

施工中
施工中、自然条件の変化等により、支保工に異常が生じた場合は、工事
を中止し、監督員と協議しなければならない。ただし、緊急を要する場合
には応急措置をとった後、直ちにその措置内容を監督員に連絡

3.支保パターン 協議 施工中
支保パターンについては、設計図書によらなければならない。ただし、地
山条件により、これにより難い場合は、設計図書に関して監督員と協議

2.定着長 協議 施工中
地山条件や穿孔の状態、湧水状況により、設計図書に示す定着長が得ら
れない場合には、定着材料や定着方式等について設計図書に関して監
督員と協議

4.定着方式 協議 施工中

定着する場合の定着方式は、全面接着方式とし、定着材は、ドライモルタ
ルとしなければならない。なお、地山の岩質・地質・窄孔の状態等からこれ
により難い場合は、定着方式・定着材について設計図書に関して監督員
と協議

鋼製支保工
1.鋼製支保工使
用時の確認

承諾 施工前 ６－４－５
鋼製支保工を使用する場合は施工前に加工図を作成して設計図書との
確認をしなければならない。なお、曲げ加工は、冷間加工により正確に行
うものとし、他の方法による場合には監督員の承諾

2.覆工の施工時
期

把握 施工前
覆工の施工時期について、地山、支保工の挙動等を考慮し、決定するも
のとし、覆工開始の判定要領を施工計画書に記載するとともに判定資料
を整備保管し、監督員の請求があった場合は速やかに提示

3.覆工厚の変化
箇所

指示 施工中
覆工厚の変化箇所には設計覆工厚を刻示するものとし、取付位置は起点
より終点に向かって左側に設置しなければならない。なお、覆工厚が設計
図書に示されていない場合は監督員の指示

11.横断目地 協議 施工前
トンネル覆工コンクリートの目地の形状は「三角形形状」を標準とする。
なお、これによりがたい場合は、監督員と協議

12.打設時期 協議 施工前 打設時期を計測（Ａ）の結果に基づき、設計図書に関して監督員と協議

インバート工 インバート掘削工 2.施工時期 協議 施工前 ６－６－３ 施工時期について設計図書に関して監督員と協議

箱抜工 協議 施工前 ６－７－３
箱抜工の施工に際して、設計図書により難い場合は、設計図書に関して
監督員と協議

地下排水工 協議 施工前 ６－７－５
横断排水の施工については、設計図書により難い場合は、設計図書に関
して監督員と協議

ＰＣ片持箱桁
橋工

ＰＣ押出し箱
桁橋工

　　　第6章　トンネル（ＮＡＴＭ）

適用 第1節

適用すべき諸基準

トンネル掘削
工

掘削工 ６－３－２

一般事項 ６－４－１

ロックボルト工 ６－４－４

覆工

一般事項 ６－５－１

支保工

支保工

覆工コンクリート
工

坑内付帯工

６－５－３
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確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

明り巻工 協議 施工前 ６－８－５
特に温度変化の激しい冬期・夏期については、施工方法について施工前
に設計図書に関して監督員と協議

銘板工 1.銘板 指示 施工前 ６－８－６
銘板をトンネル両坑門正面に、設計図書に示されていない場合は、監督
員の指示する位置及び仕様により設置

材料 協議 施工前 ６－９－２
使用する材料については、関連法規に適合する材料とし、設計図書に関
して監督員と協議

掘削補助Ａ 協議 施工前 ６－９－３

設計図書に示されていない場合は、設計図書に関して監督員と協議しな
ければならない。なお、掘削補助工Ａの範囲については、地山状態を計
測等で確認して、設計図書に関して監督員と協議し、必要最小限としなけ
ればならない

1.掘削補助工Ｂ
の施工

協議 施工前

設計図書に示されていない場合は、設計図書に関して監督員と協議しな
ければならない。なお、掘削補助工法Ｂの範囲については、地山状態を
計測等で確認して、設計図書に関して監督員と協議し、必要最小限としな
ければならない。

2.施工上の注意 協議 施工前
周辺環境に悪影響が出ることが予想される場合は、速やかに中止し、設
計図書に関して監督員と協議

　　　　第7章　コンクリートシェッド

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の
規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｼｪｯ
ﾄﾞ下部工

受台工 3.防錆処置 承諾 施工中 ７－３－６
鉄筋を露出した状態で工事を完了する場合には、防錆、防食、損傷等を
受けないようにこれらを保護しなければならない。なお、施工方法に関して
は、監督員の承諾

架設工 2.適用規定（２） 承諾 施工前 ７－４－３
施工については、「道路橋支承便覧第６章　支承部の施工」（日本道路協
会、平成31年2月）の規定による。これにより難い場合は、監督員の承諾

2.緊張管理計画
書

受理 施工前
プレストレスの導入に先立ち、仕様書に示した試験に基づき、監督員に緊
張管理計画書を提出

5.プレストレッシ
ングの施工

把握 施工後
施工については、順序、緊張力、ＰＣ鋼材の抜出し量、緊張の日時、コン
クリートの強度等の記録を整備および保管し、監督員または検査員から請
求があった場合は速やかに提示

緩衝工 承諾 施工前 ７－６－２
緩衝材の持ち上げ方法は、トラッククレーンによる持ち上げを標準とするが
これにより難い場合は、設計図書に関して監督員の承諾

銘板工 1.標示板の施工 協議 施工前 ７－６－５ 設計図書に明示のない場合は、設計図書に関して監督員に協議

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の
規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

工場製作工 一般事項 2.施工計画書 承諾 施工前 ８－３－１
設計図書に示されている場合または設計図書に関して監督員の承諾を得
た場合は、原寸、工作、溶接、仮組立に関する事項の全部または一部を
省略

4.防錆処置 承諾 施工前
鉄筋を露出した状態で工事を完了する場合には、防錆、防食、損傷等を
受けないようにこれらを保護しなければならない。なお、施工方法に関して
は監督員の承諾

5.支承部の箱抜
きの施工

承諾 施工前
施工については、「道路橋支承便覧第６章支承部の施工」（日本道路協
会、平成31年2月）の規定による。これ以外の施工方法による場合は、設
計図書に関して監督員の承諾

6.モルタル仕上
げ

協議 施工中

支承部を箱抜きにした状態で工事を完了する場合は、箱抜き部分に中詰
砂を入れて薄くモルタル仕上げしなければならない。ただし、継続して上
部工事を行う予定がある場合やこれ以外による場合は、設計図書に関し
て監督員と協議

鋼製シェッド
上部工

架設工 1.検測
把握
受理
指示

施工前 ８－６－３

架設準備として沓座高及び支承間距離等の検測を行い、その結果を監
督員に提示しなければならない。なお、測量結果が設計図書に示されて
いる数値と差異を生じた場合は、監督員に測量結果を速やかに提出し指
示

シェッド付属
物工

銘板工 1.銘板の施工 協議 施工前 ８－７－５ 設計図書に明示のない場合は、設計図書に関して監督員に協議

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の
規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

一般事項
4.占用物件等に
よる協議

協議 施行中 ９－３－１
土留杭及び仮設工において、占用物件等により位置変更及び構造変更
の必要な場合は、設計図書に関して監督員と協議

1.埋設土留杭等 協議 施行中
工事完成時埋設となる土留杭等について、設計図書に関して監督員と協
議

2.地盤改良等 協議 施工前
施工地盤について、地盤改良等の必要がある場合は、設計図書に関し
て、監督員と協議

現場打構築
工

カラー継手工 協議 施工前 ９－５－５
カラー継手工を設計図書に基づいて施工できない場合には、設計図書に
関して監督員と協議

坑門工

掘削補助Ｂ ６－９－４

適用すべき諸基準

掘削補助工

受台工

第9章　地下横断歩道橋

８－５－６

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｼｪｯ
ﾄﾞ上部工

横締め工 ７－４－６

シェッド付属
物工

第8章　鋼製シェッド

適用すべき諸基準

鋼製シェッド
下部工

適用すべき諸基準

開削土工

掘削工 ９－３－２
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確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の
規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

開削土工 一般事項
4.占用物件等に
よる協議

協議 施行中 １０－５－１
土留杭及び仮設工において、占用物件等により位置変更及び構造変更
の必要な場合は、設計図書に関して監督員と協議

1.埋設土留杭等 協議 施行中
工事完成時埋設となる土留杭等について、設計図書に関して監督員と協
議

2.地盤改良等 協議 施工前
施工地盤について、地盤改良等の必要がある場合は、設計図書に関し
て、監督員と協議

設備工 協議 施工前 １０－７－２
設備工を設計図書に基づいて施工できない場合には、設計図書に関して
監督員と協議

情報案内施設工
3.情報案内施設
の設置

協議 施工前 １０－７－４
障害物などにより所定の位置に設置できない場合は、設計図書に関して
監督員と協議

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の
規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

1.埋設土留杭等 協議 施行中
工事完成時埋設となる土留杭等について、設計図書に関して監督員と協
議

2.地盤改良等 協議 施工前
施工地盤について、地盤改良等の必要がある場合は、設計図書に関し
て、監督員と協議

現場打構築
工

カラー継手工 協議 施工中 １１－６－４
カラー継手工を設計図書に基づいて施工できない場合には、設計図書に
関して監督員と協議

プレキャスト
構築工

可とう継手工 協議 施工前 １１－７－５
可とう継手工を設計図書に基づいて施工できない場合には、設計図書に
関して監督員と協議

付属設備工 設備工 協議 施工前 １１－８－２
設備工を設計図書に基づいて施工できない場合には、設計図書に関して
監督員と協議

適用すべき
諸基準

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の
規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

一般事項
2.電線共同溝設
置の位置・線形

協議 施工前 １２－５－１
電線共同溝設置の位置・線形については、事前に地下埋設物及び工事
区間の現状について測量及び調査を行い、変更の必要が生じた場合は、
設計図書に関して、監督員と協議

管路工（管路部）
1.管路工（管路
部）に使用する材
料の承諾

承諾 施工前 １２－５－２ 管路工（管路部）に使用する材料について、監督員の承諾

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の
規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の
規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

2.通常巡回の実
施時期

指示 施工前 通常巡回の実施時期は、設計図書または監督員の指示

3．交通異常の場
合の処置

指示 施工中
通常巡回中に道路交通に異常が生じている場合または異常が生ずる恐
おそれがある場合は、直ちに監督員へ連絡し、その処置について指示

4.巡回日誌 受理 施工後
通常巡回終了後速やかに、設計図書に定める様式により巡回日誌を監督
員に提出

5.緊急巡回
指示
受理

施工前
緊急巡回は、監督員の指示する実施時期及び箇所について、監督員の
指示する内容の情報収集及び連絡

6.通常巡回及び
緊急巡回の巡回
員

承諾 施工前
緊急の場合などで監督員が承諾した場合を除き、巡回員は巡回車の運転
手を兼ねることができないものとする。

材料
2.目地補修に使
用するクラック防
止シート

承諾 施工前 １４－４－２
目地補修に使用するクラック防止シートについては、施工前に監督員に
品質を証明する資料の承諾

2.切削面の整備 協議 施工中
施工面に異常を発見した時は、直ちに監督員に連絡し、設計図書に関し
て監督員と協議

3.舗設 指示 施工後
交通開放時の舗装表面温度は、監督員の指示による場合を除き50℃以
下としなければならない。

１４－４－５

１０－５－２

付属設備工

第11章　共同溝

第10章　地下駐車場

１４－３－２

電線共同溝
工

第13章　情報ボックス

適用すべき諸基準

第14章 道路維持

適用すべき諸基準

開削土工 掘削工 １１－５－２

第12章　電線共同溝

適用すべき諸基準

巡視・巡回工 道路巡回工

開削土工

適用すべき諸基準

掘削工

切削オーバーレ
イ工

舗装工
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細別

第10編　道 路 編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

1.路上路盤再生
工
(1)施工面の整備

協議 施工中
施工面に異常を発見した時は、直ちに監督員に連絡し、設計図書に関し
て監督員と協議

(2)添加材料の使用
量

承諾 施工前

施工に先立って仕様書に示される試験法により一軸圧縮試験を行い、使
用するセメント量について監督員の承諾を得なければならない。ただし、
これまでの実績がある場合で、設計図書に示すセメント量の混合物が基
準を満足し、施工前に使用するセメント量について監督員が承諾した場
合には、一軸圧縮試験を省略することができるものとする

(3)最大乾燥密度 承諾 施工中
施工開始日に採取した破砕混合直後の試料を用い、仕様書に示される
試験法により路上再生安定処理材料の最大乾燥密度を求め、監督員の
承諾

(5)材料の準備及び
破砕混合

協議 施工中
施工中に異常を発見した場合には、直ちに監督員に連絡し、設計図書に
関して監督員と協議

承諾 施工前
施工前に縦横断測量を行い、舗設計画図面を作成し、設計図書に関して
監督員の承諾

協議 施工中
施工面に異常を発見した時は、直ちに監督員に連絡し、設計図書に関し
て監督員と協議

承諾 施工中

マーシャル安定度試験基準値を満たしていることを確認し、施工前に設
計図書に関して監督員の承諾を得なければならない。ただし、これまでの
実績がある場合で、設計図書に示す配合比率の再生表層混合物が基準
を満足し、施工前に監督員が承諾した場合は、マーシャル安定度試験を
省略

承諾 施工前
既設表層混合物に再生用添加剤を添加する場合には、リミックス方式と同
様にして品質を確認し、施工前に設計図書に関して監督員の承諾

(3)現場配合 承諾 施工中
基準値を満足しない場合には、骨材粒度またはアスファルト量の修正を行
い、設計図書に関して監督員の承諾を得て最終的な配合（現場配合）を
決定しなければならない

(4)基準密度 承諾 施工前
仕様書に示される方法に従い、アスファルト混合物の基準密度を求め、施
工前に基準密度について監督員の承諾

(8)交通解放温度 指示 施工後
交通解放時の舗装表面温度は、監督員の指示による場合を除き50℃以
下としなければならない

1.グルービングの
施工

承諾
協議

施工前
施工については、施工前にグルービング計画図面を作成し、設計図書に
関して監督員の承諾を得なければならない。ただし、溝厚・溝幅に変更の
ある場合は、設計図書に関して監督員と協議

4.グルービングの
施工

協議 施工前
施工にあたり施工面に異常を発見したときは、設計図書に関して施工前
に監督員と協議

5.グルービングの
設置位置

協議 施工前
設置位置について、現地の状況により設計図書に定められた設置位置に
支障がある場合、または設置位置が明示されていない場合には、設計図
書に関して監督員と協議

標識工
6.標識板の文字・
記号等

承諾 施工前 １４－７－２
標識板の文字・記号等を「道路標識、区画線及び道路標示に関する命
令」（標識令）及び「道路標識設置基準・同解説」（国土交通省、令和２年６
月）による色彩と寸法で、標示する。これにより難い場合は、監督員の承諾

一般事項 2.適用規定 承諾 施工前 １４－１２－１

施工については、「道路土工－カルバート工指針７－１基本方針」（日本
道路協会、平成22年３月）および「道路土工要綱　２－６ 構造物の排水施
設の設計、２－７　排水施設の施工」（日本道路協会、平成21年６月）の規
定による。これにより難い場合は、監督員の承諾

材　料 承諾 施工前 １４－１２－２
施工に使用する材料は、設計図書によるが記載なき場合、「道路土工－
カルバート工指針４－４　使用材料、４－５　許容応力度」（日本道路協
会、平成22年３月）の規定による。これにより難い場合は、監督員の承諾

一般事項
2.異常発見時の
処置

協議 施工中 １４－１４－１ 橋梁修繕箇所に異常を発見したときは、設計図書に関して監督員と協議

床版補強工
（鋼板接着工法）

1.クラック状況の
調査

協議 施工前 １４－１４－３
施工に先立ち床版のクラック状況を調査し、設計図書に関して監督員と協
議

床版補強工
（増桁架設工法）

11.クラック注入
延長及び注入量
の変更

協議 施工前 １４－１４－４
クラック注入延長及び注入量に変更が伴う場合には、施工前に設計図書
に関して監督員と協議

橋梁付属物
工

伸縮継手工
3.交通解放の時
期

承諾 施工前 １４－１５－２ 交通解放の時期について、監督員の承諾

横断歩道橋
工

横断歩道橋工
2.破損物の取替
え

承諾 施工前 １４－１６－３
高欄・手摺・側板の破損したものの取替えにあたって同一規格のものが入
手できない場合は、製品及び規格について、施工前に監督員の承諾

1.裏込注入 承諾 施工前
注入材料、注入時期、注入圧力、注入の終了時期等については設計図
書に関して監督員の承諾

4..グラウトパイプ
の配置

承諾 施工前 グラウトパイプの配置については、設計図書に関して監督員の承諾

漏水対策工
1.漏水補修工の
施工箇所

協議 施工中 １４－１８－４
設計図書と現地の漏水個所とに不整合がある場合は、施工前に設計図
書に関して監督員と協議

材料
指示
承諾

施工前 １４－１９－２
道路付属物復旧工に使用する材料について、設計図書または監督員の
指示と同一規格のものが入手できない場合は、製品及び規格について、
施工前に監督員の承諾

付属物復旧工
指示
受理

施工前
施工後

１４－１９－３
付属物復旧工については、時期、箇所、材料、方法等について監督員よ
り指示を受けるものとし、完了後は速やかに復旧数量等を監督員に報告

１４－４－７

トンネル工
裏込注入工 １４－１８－３

道路付属物
復旧工

2.路上表層再生
工
(1)施工面の整備

(2)室内配合

グルービング工 １４－４－１１

橋梁床版工

舗装工

路上再生工

カルバート工
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第10編　道 路 編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

一般事項
2.出来高確認方
法

指示 施工前 １４－２０－１
道路清掃工の施工後の出来高確認の方法について、施工前に監督員の
指示

材料 確認 施工前 １４－２０－２
トンネル清掃で洗剤を使用する場合は、中性のものを使用するものとし、
施工前に監督員に品質を証明する資料の確認

路面清掃工 1.一般事項
指示
受理

施工前
施工後

１４－２０－３
施工については、時期、箇所について設計図書によるほか監督員から指
示を受けるものとし、完了後は速やかに監督員に報告

排水施設清掃工 1.一般事項
指示
受理

施工前
施工後

１４－２０－５
施工については、時期、箇所について監督員より指示を受けるものとし、
完了後は速やかに監督員に報告

橋梁清掃工 1.一般事項
指示
受理

施工前
施工後

１４－２０－６
施工については、時期、箇所について監督員より指示を受けるものとし、
完了後は速やかに監督員に報告

付属物清掃工 1.一般事項
指示
受理

施工前
施工後

１４－２０－７
施工については、時期、箇所について監督員より指示を受けるものとし、
完了後は速やかに監督員に報告

構造物清掃工 1.一般事項
指示
受理

施工前
施工後

１４－２０－８
施工ついては、時期、箇所、方法等について監督員より指示を受けるもの
とし、完了後は速やかに監督員に報告

植栽維持工 一般事項
2.出来高確認の
方法

指示 施工前 １４－２１－１ 施工後の出来高確認の方法について、施工前に監督員の指示

一般事項
2.除草工の施工
後の出来高確認
の方法

指示 施工前 １４－２２－１ の施工後の出来高確認の方法について、施工前に監督員の指示

道路除草工 1.一般事項
指示
受理

施工前
施工後

１４－２２－２
施工については、時期、箇所について監督員より指示を受けるものとし、
完了後は速やかに監督員に報告

冬期対策施
設工

冬期安全施設工 1.一般事項
指示
受理

施工前
施工後

１４－２３－２
施工については、時期、箇所について監督員より指示を受けるものとし、
完了後は速やかに監督員に報告

応急処理工 応急処理作業工
指示
受理

施工前
施工後

１４－２４－２
作業工の時期、箇所、作業内容は、設計図書及び監督員の指示によるも
のとし、完了後は速やかに監督員に報告

5.臨機の措置 受理 施工中 第１節
工事区間内での事故防止のため必要があると認めるときは、臨機の措置
をとらなければならない。また、受注者は、措置をとった場合には、その内
容を直ちに監督員に通知

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の
規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

3.通行規制 協議 施工前
除雪工において、工事区間の通行規制を行う必要がある場合は、通行規
制を行う前に設計図書に関して監督員と協議

5.確保幅員 指示 施工中 異常降雪時においての目標は、監督員の指示

6.作業時期
指示
受理

施工前
施工後

作業の開始時期については、監督員の指示によるものとし、作業終了後
は速やかに監督員に報告しなければならない。
ただし、雪崩の発生、局地的な降雪等の異常時は、速やかに作業を開始
し、速やかに監督員に報告

7.報告書 受理 施工後

各作業の終了後、速やかに作業の終了と作業時の状況を監督員に連絡
するものとし、翌日までに設計図書に示す様式により除雪作業日報、運転
記録紙等を監督員に提出しなければならない。
また、各月の終了後、速やかに設計図書に示す様式により除雪月報を監
督員に提出

8.作業条件の報
告

受理 施行中
工事期間中は毎日、作業内容及び気象、道路状況について、監督員に
報告

10.異常時の処置 指示 施工前
除雪機械が故障、事故等により除雪作業が出来ない場合は、速やかに監
督員に連絡し指示

材料 確認 施工前 １５－３－２
支給品以外の凍結防止剤を使用する場合は、凍結防止工に使用する凍
結防止剤ついては、施工前に監督員に品質を証明する資料の確認

一般除雪工 指示 施工前 １５－３－３ 実施する時期、箇所、施工方法については、監督員の指示

1.一般事項 指示 施工前 実施する時期、箇所、施工方法は、監督員の指示

2.雪捨場所及び
雪捨場所の整理
等

協議 施工中
現地の状況により設計図書に定められた雪捨場所及び雪捨場所の整理
等に支障がある場合は、設計図書に関して監督員と協議

1.一般事項 指示 施工前 実施する時期、箇所、方法散布量について、監督員の指示

4.凍結防止剤の
保管等

承諾 施工前
凍結防止剤の保管等については、「除雪・防雪ハンドブック（除雪編）8.5.8
貯蔵及び積み込み」(日本建設機械化協会、平成16年12月)の規定によ
る。これにより難い場合は、監督員の承諾

5.凍結防止剤の
使用量の確認方
法

指示 施工後 使用量の確認方法は、設計図書または監督員の指示

歩道除雪工 1.一般事項 指示 施工前 １５－３－６ 実施する時期、箇所、施工方法については、監督員の指示

除草工

第15章 雪　寒

適用

適用すべき諸基準

一般事項 １５－３－１

運搬除雪工 １５－３－４

凍結防止工 １５－３－５

除雪工

道路清掃工

道路清掃工
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確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

1.施工計画書 指示 施工前 雪庇処理、つらら処理、人工雪崩を実施する箇所は、監督員の指示

2.適用規定 承諾 施工前
施工については、「除雪・防雪ハンドブック（防雪編）6.2.5雪崩の処理」(日
本建設機械化協会、平成16年12月)の規定による。これにより難い場合
は、監督員の承諾

2.実施時期 指示 施工前 実施時期は、設計図書または監督員の指示

3.異常時の処置
受理
指示

施行中
雪道通常巡回中に道路交通に異常が生じている場合または異常が生ず
る恐おそれがある場合は、直ちに監督員へ連絡し、その処置について指
示

4.巡回日誌 受理 施工後 終了後速やかに、設計図書に定める様式により巡回日誌を監督員に提出

5.雪道緊急巡回
指示
受理

施工前
監督員の指示する実施時期及び箇所について、監督員の指示する内容
の情報収集及び連絡

6.巡回員の資格 承諾 施工前
緊急の場合などで監督員が承諾した場合を除き、巡回員は巡回車の運転
手を兼ねてはならない。

待機補償費
2.待機補償にお
ける待機の期間
及び内容

指示 施工前 １５－３－９
待機の期間、待機時間、待機人員及び内容は、設計図書または監督員
の指示

保険費 把握 施工前 １５－３－１０
除雪機械について自動車損害保険に加入するものとし、関係書類を保管
し、監督員から請求があった場合は、速やかに提示

1.一般事項 指示 施工前
除雪機械及び付属品等が、故障、損耗等により正常な作業が出来ないま
たはそのおそれがある場合は、監督員に報告し、指示

2.除雪機械の修
理内容

指示 施工前 修理内容は、設計図書または監督員の指示

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな
い。なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の
規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

2.鋼板製作 承諾 施工前
橋脚の形状寸法を計測し、鋼板加工図の作成を行い、設計図書に関して
監督員の承諾

３.形鋼製作 承諾 施工前
フーチングアンカー筋の位置を正確に計測し、加工図を作成し、設計図
書に関して監督員の承諾

標識工 材　料
6.標識板の文字・
記号等

承諾 施工前 １６－９－２

標識板の文字・記号等を「道路標識、区画線及び道路標示に関する命
令」（標識令）及び「道路標識設置基準・同解説」（国土交通省、令和２年６
月）による色彩と寸法で、標示しなければならない。これにより難い場合
は、監督員の承諾

一般事項 2.適用規定 承諾 施工前 １６－１６－１

施工にあたっては、「道路土工－カルバート工指針７－１基本方針」（日本
道路協会、平成22年３月）および「道路土工要綱　２－６ 構造物の排水施
設の設計、２－７排水施設の施工」（日本道路協会、平成21年６月）の規
定による。これにより難い場合は、監督員の承諾

材　料 承諾 施工前 １６－１６－２

施工に使用する材料は、設計図書によるものとするが、記載なき場合、
「道路土工－カルバート工指針４－４　使用材料、４－５　許容応力度」（日
本道路協会、平成22年３月）の規定による。これにより難い場合は、監督
員の承諾

法面工 一般事項 2.適用規定 承諾 施工前 １６－１７－１

施工にあたって、「道路土工―切土工・斜面安定工指針　のり面工編、斜
面安定工編」（日本道路協会、平成21年６月）、「道路土工―盛土工指針
５－６　盛土のり面の施工」（日本道路協会、平成22年４月）、「のり枠工の
設計・施工指針第７章吹付枠工、第8章プレキャスト枠工、第9章現場打ち
コンクリート枠工」（全国特定法面保護協会、平成18年11月」および「グラウ
ンドアンカー設計・施工基準、同解説第７章施工」（地盤工学会、平成24
年5月）の規定による。これ以外の施工方法による場合は、施工前に設計
図書に関して監督員の承諾

2.落石雪害防止
工の施工

協議
受理

施工前

落石雪害防止工の施工に際して、斜面内の浮石、転石があり危険と予測
された場合、工事を中止し、監督員と協議しなければならない。ただし、緊
急を要する場合、応急措置をとった後、直ちにその措置内容を監督員に
連絡

3.新たな落石箇
所発見時の処置

協議 施行中
当該斜面内において新たな落石箇所を発見した場合には、直ちに設計
図書に関して監督員と協議

材料
協議
承諾

施工前 １６－１８－２
施工に使用する材料で、設計図書に記載のないものについては、設計図
書に関して監督員に協議し承諾

橋梁床版工 一般事項 2.異常時の処置 協議 施工中 １６－１９－１ 橋梁修繕箇所に異常を発見したときは、設計図書に関して監督員と協議

鋼橋支承工 2.施工計画書 協議 施工前 １６－２１－３ 設計図書に示された条件と一致しない場合は、監督員と協議

ＰＣ橋支承工 2.施工計画書 協議 施工前 １６－２１－４ 設計図書に示された条件と一致しない場合は、監督員と協議

橋梁付属物
工

落橋防止装置工 3.異常時の処置 協議 施工中 １６－２２－４
アンカー挿入時に何らかの理由によりアンカーの挿入が不可能となった場
合は、設計図書に関して監督員と協議

除雪工

１５－３－７

雪道巡回工 １５－３－８

安全処理工

除雪機械修理工 １５－３－１１

第16章　道路修繕

適用すべき諸基準

工場製作工
ＲＣ橋脚巻立て
鋼板製作工

１６－３－６

カルバート工

落石雪害防
止工

一般事項 １６－１８－１

橋梁支承工

除雪工
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第10編　道 路 編

確　　認　　事　　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
内 容

2.鉄筋位置の確
認

協議 施工前
既設橋脚の鉄筋位置の確認方法については、事前に設計図書に関して
監督員と協議

4.不良部分が著
しい場合の処置

協議 施工前
既設コンクリート表面の劣化等の不良部分が著しい場合は、事前に設計
図書に関して監督員と協議

6.定着アンカー
孔

協議 施工中
フーチング定着アンカー孔の穿孔後、孔内の清掃を十分に行うとともに湧
水が発生した場合は、設計図書に関して監督員と協議

7.工場加工と現
場加工

協議 施工前
アンカー孔および注入孔等の穴あけ、鋼材の折曲げ加工は、工場で行う
ことを原則とし、現場で加工する場合は事前に設計図書に関して監督員と
協議

22.注入後の確認
書の提出

受理 施工後 注入後の確認書（チェックリスト）を監督員に工事完成時に提出

23.鋼材の防食処
理

協議 施工前
海水や腐食を促進させる工場排水等の影響や常時乾湿を繰り返す環境
にある土中部の鋼材の防食処理については、事前に設計図書に関して
監督員と協議

27.騒音と粉じん 協議 施工中
環境対策のために工法の変更等が必要な場合は、設計図書に関して監
督員と協議

28.現場溶接部の
試験及び検査

受理 施工後
現場溶接部の試験及び検査を、仕様書に示した基準により実施し、その
結果を工事完成時に監督員に提出

30.不合格箇所が
出た場合

承諾 施工後 不合格箇所の処置については、設計図書に関して監督員に承諾

32.充填材 協議 施工前
充填材にエポキシ系樹脂を用いる場合には、事前に設計図書に関して監
督員と協議

5.不良部分が著
しい場合の処置

協議 施工前
既設コンクリート表面の劣化等の不良部分が著しい場合は、事前に設計
図書に関して監督員と協議

6.騒音と粉じん対
策

協議 施工前
環境対策のために工法の変更等が必要な場合は、設計図書に関して監
督員と協議

トンネル工 一般事項 3.異常時の処置 協議 施工前 １６－２６－１
トンネル修繕箇所に異常を発見したときは、設計図書に関して監督員と協
議

ＲＣ橋脚鋼板巻
立て工

１６－２４－４

橋脚コンクリート
巻立て工

１６－２４－５

橋脚巻立て
工

橋脚巻立て
工
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確認 施工前 １－２－１
設計図書において特に定めのない事項について、仕様書の基準類によらな
ければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合、原則として設
計図書の規定に従うものとし、疑義のある場合は監督員に確認

4.測　量
協議
受理

施工前
施工の支障となる基準点及び水準点については監督員と協議のうえ移設し
その成果を図面に示して提出

5.工事記録 指示
施工前
施工中
施工後

各構造物の基礎状況、材料、施工管理、施工方法等施工過程の諸記録を
監督員の指示に従い提出

6.観測記録 受理
施工前
施工中
施工後

工事により影響が発生する危険性のある既設構造物や地下水等について
工事着手前から定期的に観測を行い、必要に応じて諸記録を監督員に報
告

協議

受理

施工中

施工後

工事目的物に影響を及ぼすおそれのあるような湧水が発生した場合には、
処置方法などの施工計画書を作成し、監督員と協議しなければならない。た
だし、緊急時又は、やむを得ない事情がある場合には、応急措置を行った
後、その措置を速やかに監督員に報告

立会 施工前 伐開除根作業前に、必要に応じて監督員立会のもと伐開範囲を確認

協議 施工前 伐開物の処理について設計図書に示されていない場合は、監督員と協議

協議 施工前
伐開除去作業は、仕様書に示されている基準を標準とする。なお、その区分
が設計図書に示されていない場合、監督員と協議

協議 施工前 表土を設計図書による指定場所、又は指定がない場合、監督員と協議

１．一般事項 協議 施工中
掘削中に土質の著しい変化のある場合、又は予期しない埋設物を発見した
場合、直ちに監督員と協議

協議

受理
施工中

切土施工中において自然に崩落、地すべり等が生じた場合、又はそのおそ
れがある場合、その対策方法等について監督員と協議しなければならない。
ただし、緊急時又は、やむを得ない事情がある場合には、災害防止のため
の措置を行った後、その措置を速やかに監督員に報告

協議 施工中
基礎地盤について指定された支持力が得られない場合、又は均等性に疑
問がある場合には、監督員と協議

承諾 施工後
誤って仕上げ面を越えて発破を行った場合は、監督員の承諾を得た工法で
修復

協議 施工前
狭い場所や家屋に近い場合、設計図書に示す防護柵等を施工しなければ
ならない。なお、設計図書に示されていない場合は、監督員と協議

協議 施工中
盛土する地盤に盛土の締固め基準を確保できないような予期しない軟弱地
盤、有機質土、ヘドロ等の不良地盤が現れた場合は、その処理方法につい
て監督員と協議

承諾 施工前 水中盛土を行う場合の工法、材料等について、監督員の承諾

協議 施工中
盛土作業中、沈下等の有害な現象があった場合、その処理方法について監
督員と協議

協議 施工中
盛土基礎地盤について、指定された支持力が得られない場合、又は均等性
に疑問がある場合には、監督員と協議

協議

受理
施工中

工事中予期しない地盤の沈下又は滑動等が生じるおそれがある場合工事を
中止し、処置方法について監督員と協議しなければならない。ただし、緊急
を要する場合には、応急処置を行うとともに、監督員に報告

受理 施工前
盛土の一段の高さなど盛土方法について設計図書に示されていない場合、
事前に施工方法を監督員に提出

3.余盛り 協議 施工前
締固めをしない場合
　　受注者は、設計図書に示されていない場合、監督員と協議

協議 施工中 １－３－４
指定された勾配で、法面の安定を欠くおそれのある場合及び転石等で法面
の不陸を招くおそれのある場合、監督員と協議

協議 施工中
床掘りにより崩壊又は破損のおそれがある構造物等を発見した場合、応急
措置を行うとともに、速やかにその対応等について監督員と協議

承諾 施工後
誤って仕上げ面を越えて発破を行った場合は、監督員の承諾を得た工法で
修復

協議 施工中
湧水等の規模が大きく床掘りが困難な場合は、施工方法について事前に監
督員と協議

協議 施工前
施工上やむを得ず既設構造物等で、設計図書に示す断面を越えて切削す
る必要が生じた場合、事前に監督員と協議

確認
掘削

完了後
管水路の掘削完了後基礎地盤の状態について、監督員の確認

協議 施工前 水中埋戻しを行う場合、施工方法について監督員と協議

協議 施工前
管水路の埋戻し用土は、設計図書に示す場合を除き、掘削土を使用する
が、石礫、有機物等の有害物を含む場合は、監督員と協議

受理

承諾
施工前

建設発生土の受入れ地への搬入に先立ち、指定された建設発生土の受入
れ地について地形を実測し、資料を監督員に提出しなければならない。た
だし、実測困難な場合等には、これに代わる資料を監督員に提出し、承諾

協議 施工前
施工上やむを得ず指定された場所以外に建設発生土を処分する場合、処
分方法等について監督員と協議

協議 施工前
建設発生土の受入れ地での施工条件について、設計図書に示されていな
い場合は、監督員と協議

耕地復旧工 協議 施工前 １－５－１ 復旧する耕土厚の確保が困難となった場合、監督員と協議一般事項

土工

一般事項

整形仕上げ面

作業土工

1.床　掘

１－３－５

2.埋　戻

作業残土処理工 １－３－６

１－３－１

掘削工 １－３－２

2.土砂掘削

3.岩石掘削

盛土工

１．一般事項

１－３－３

2.軟弱地盤の盛
土

内 容

第１章　施工共通事項

一般事項

適用すべき諸基
準

一般事項 １－２－２

第11編　農業農村整備編
確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
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第11編　農業農村整備編
確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

協議 施工前 １－６－２ 発生土が再利用に耐えない場合は､その処置方法について監督員と協議

協議 施工前 １－６－３ 発生材が再利用に耐えない場合は､その処置方法について監督員と協議

協議 施工前 １－７－８ 発生材が再利用に耐えない場合は､その処置方法について監督員と協議

協議 施工前 １－７－９ 発生材が再利用に耐えない場合は､その処置方法について監督員と協議

協議 施工前 １－７－10 発生材が再利用に耐えない場合は､その処置方法について監督員と協議

施工前 境界杭の設置が設計図書に示されていない場合、監督員と協議

施工中
境界杭の設置に当たり、隣接土地所有者との間にトラブル等が生じた場合、
直ちに作業を中止し、監督員と協議

協議
施工前
施工中

１－８－２
境界杭の設置箇所が岩盤、構造物等のため、設計図書に示す深さに埋設
できないときは、監督員と協議

受理 着工前 １－９－１
仮設工の実施に先立ち、周囲の状況、地盤反力、掘削深さ、土質、地下水
位、土圧、上載荷重等を十分検討し、設置場所、構造、規模、施工方法、構
造計算、カタログ等を添付した施工計画書を作成し、監督員に提出

協議 施工前 １－９－３
中小断面のトンネル等で、３mg/ｍ3を達成するために必要な大きさ（口径）の
風管又は必要な本数の風管の設置、必要な容量の集じん装置の設置等が
施工上極めて困難であるものについては、監督員と協議

工事車両が車輪に泥土、土砂を付着したまま現場から外部に出るおそれが
ある場合、監督員と協議

工事用機械及び車両の走行によって砂塵の被害を第三者に及ぼすおそれ
がある場合、監督員と協議

濁水処理施設を設置する場合、施工に先立ち次の事項について監督員の
承諾

　　・濁水処理施設計画書

　　・処理機械の性能（機械能力等）

　　・処理薬剤の規格、使用数量（薬剤の種類､品質証明､想定使用量等）

　　・水質管理基準（想定汚濁度と処理方法等）

　　・水質観測基準（観測項目、観測回数、観測方法等）

協議 施工前
濁水処理後の汚泥等について、設計図書に示す場合を除き、処分方法等
について監督員と協議

2.サイホンの漏水
試験

承諾 施工前 試験結果により漏水対策を講じる必要がある場合、事前に監督員の承諾

3.パイプラインの
管継目試験

承諾 施工前 試験結果により、漏水対策を講じる必要がある場合、事前に監督員の承諾

4.パイプラインの
水張り試験

承諾 施工前 試験結果により、漏水対策を講じる必要がある場合、事前に監督員の承諾

5.パイプラインの
水圧試験

承諾 施工前 試験結果により、漏水対策を講じる必要がある場合、事前に監督員の承諾

承諾 施工前 石礫等の処理を地区外に処理しなければならないときは、監督員の承諾

指示 施工前
受注者は、地区内の根株等をすべて適正に処理しなければならない。
ただし、設計図書及び監督員の指示した場合はこの限りではない。

4.旧排水路等の
処理

協議 施工前
計画以外の場所で排水及び湧水処理を行う必要が生じた場合、監督員と協
議

5.基盤整地 確認 施工後 ２－３－１ 基盤整地仕上げ完了後、監督員の確認

1.掘削及び配管
順序

協議 施工前 ２－３－４
溝底部が軟弱又は泥水状態にあり、暗渠排水の効果が阻害されるおそれの
ある場合、監督員と協議

協議 施工前 ２－４－５
取水口及び分水施設は、設計図書に示す位置、構造で設置するものとす
る。なお、現地に適合しない場合は、監督員と協議

協議 施工前 ２－４－６ 桝、管渠、呑口、吐口が現地に適合しない場合は、監督員と協議

立会 着手前
工事着手前に発注者が確保している工事用地等について、監督員の立会
いのうえ用地境界、使用条件等の確認

2.検測又は確認 確認 施工前 設計図書に示す作業段階において検測又は確認

受理
協議

施工前 ３－３－１
現地確認の結果、設計図書に示す暗渠排水の計画以外の箇所において、
暗渠排水の必要があると認められるとき、監督員に報告し、その処理方法に
ついて監督員と協議

1.刈払い工 確認 着手前 工事着手前に造成地区の外周境界を旗等により表示し、監督員の確認

2.伐開物処理工 協議 施工前
集積した伐開物は関係法令により、適切に処理するものとし、できる限り再生
利用を図らなければならない。また、その処分方法について事前に監督員と
協議

3.抜根、排根工 協議 施工前
抜根及び排根の集積場所及び処理方法は設計図書によるものとする。
なお、設計図書に示されていない場合は、監督員と協議

4.基盤整地 協議 施工中

基盤造成中に次の事項が生じた場合、監督員と協議
  ･岩盤又は転石等が出現した場合
  ･耕土として、不適当な土質が出現した場合
  ･多量の湧水が出現した場合

水路復旧工
土水路工

プレキャスト水路工

道路復旧工

道路用側溝工

安全施設工

縁石工

用地境界杭工

一般事項

仮設工

一般事項

トンネル仮設備工

防塵対策工 協議 施工前

技術管理費 １－10－３

協議 １－８－１

境界杭

１－９－４

第２章　ほ場整備工事

一般事項 一般事項

3.石礫等の処理

２－２－２

共通仮設費

事業損失防止費
承諾 施工前

１－10－２

整地工

整地工

暗渠排水工

用水路工
（開水路）

取水工

付帯工

第３章　農用地造成工事

一般事項 　一般事項 ３－２－２

基盤工

暗渠排水工

造成土工 ３－３－２
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確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

1.雑物及び石礫
除去

協議 施工前
雑物及び石礫の処理方法は設計図書によるものとする。
なお、設計図書に示されていない場合は、監督員と協議

3.土壌改良材の
散布

受理 施工前
使用する土壌改良資材が肥料取締法（昭和25年法律第127号）に基づく場
合、監督員に保証票を提出

一般事項 確認 施工前 ４－２－１
設計図書において特に定めのない事項について、仕様書の基準類によらな
ければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合、原則として設
計図書の規定に従うものとし、疑義のある場合は監督員に確認

確認 施工前 ５－２－１
設計図書において特に定めのない事項について、仕様書の基準類によらな
ければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合、原則として設
計図書の規定に従うものとし、疑義のある場合は監督員に確認

2.計測 承諾 施工後
坑内観察調査、内空変位測定、天端沈下測定及び地表沈下測定で得られ
た計測結果について、監督員に提出し承諾

把握
受理

施工中
施工中の地質、湧水、その他自然現象、支保工、覆工等の変状の有無を観
察し、その状況を記録するとともに、その記録を整備し、監督員の請求が
あった場合は速やかに提示するとともに、検査時に提出

受理
施工中
施工後

施工中異常を発見した場合、及び出水、落盤その他工事に支障を与えるお
それのある場合、速やかに監督員に報告
ただし、緊急やむを得ない事情がある場合には、災害防止のための措置を
とった後、直ちに監督員に報告

確認

受理

施工前

施工後

設計図書における岩区分（支保パターン含む）の境界を確認し、監督員の確
認を受けなければならない。また、設計図書に示す岩の分類の境界が現地
と一致しない場合は、監督員に報告するものとする。
なお、確認のための資料を整備、保管し、監督員の請求があった場合は速
やかに 提示するとともに、検査時に提出

承諾 施工中
地山の部分的な突出は、岩質が堅硬でかつ将来とも覆工の強度に影響を
及ぼすおそれのない場合に限り、監督員の承諾を得て設計巻厚線内に入
れることができる

承諾 施工前 余掘りが生じた場合の充填材料及び施工方法については、監督員の承諾

受理 施工前
事前に火薬類取締法の規定により、火薬類取扱保安責任者等を定め、火薬
取扱量、火薬取扱主任の経歴書を爆破による掘削の着手前に監督員に提
出

承諾 施工前
逆巻き区間を抜き掘りとする場合、千鳥に行わなければならない。
ただし、これ以外の場合は、監督員の承諾

受理 施工中
施工中支保工に異常が生じた場合、直ちに補強を行い、安全の確保と事故
防止に努めるとともに、速やかに監督員に報告

承諾 施工前
鋼製支保工を使用する場合、あらかじめ加工図を作成し、監督員の 承諾
曲げ加工は、原則として冷間加工により正確に行うものとし、他の方法による
場合には、監督員の承諾

指示 施工前 支保工間隔は、設計図書に示す場合、又は監督員の指示

協議 施工前
鋼製支保工の施工に当たり、底版支承面が軟弱で沈下のおそれのある場
合、沈下防止を図るための方法を監督員と協議

協議 施工前
支保パターンについて、設計図書によらなければならない。
ただし、地山条件によりこれにより難い場合は、監督員と協議

協議 施工前
金網工に使用する材料は、設計図書によるものとする。なお、湧水の状態、
地山の条件等により、これにより難い場合は、監督員と協議

協議 施工前
吹付けコンクリートの施工について、湿式方法としなければならない。なお、
湧水等によりこれにより難い場合は、監督員と協議

協議 施工前
地山からの湧水のため、吹付けコンクリートの施工が困難な場合、 監督員と
協議

協議 施工前
ロックボルトが設計図書に示す位置、方向に施工できない場合、又は増打ち
が必要な場合は、監督員と協議

協議 施工前
設計図書に示す定着力、定着長が得られるように、ロックボルトを施工しなけ
ればならない。なお、地山条件やせん孔の状態、湧水状況により、設計図書
に示す仕様で施工できない場合は、監督員と協議

協議 施工前

ロックボルトを定着する場合、全面接着方式とし、定着材にドライモルタルを
使用しなければならない。
なお、地山の岩質、地質、せん孔の状態等からこれにより難い場合は、定着
方式、定着材について監督員と協議

承諾 施工前

鋼製支保工を使用する場合、あらかじめ加工図を作成し、監督員の承諾を
得るものとする。
なお、曲げ加工は、原則として冷間加工により正確に行うものとし、他の方法
による場合には、監督員の承諾

【上記以外の確認事項については、第10編　道路編の基準を適用する。】

畑面工 畑面工 ３－５－１

第４章　農道工事

適用すべき諸基
準

一般事項

適用すべき諸基
準

一般事項 ５－２－２

3.保安

　　　第５章　水路トンネル工事

トンネル掘削工

1.矢板工法
 
  (1) トンネル掘削

５－５－１

　(3) 支保工

2.ＮＡＴＭ工法
  (3) 支保工

トンネル工
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確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

承諾 施工前
覆工の施工時期について、地山、支保工の挙動等を考慮のうえ決定すると
ともに、覆工前に監督員の承諾

協議 施工前
コンクリート打設に先立ち、掘削面の整理、清掃、湧水、排水処理を十分
行った後に、コンクリートを打設しなければならない。
なお、湧水のある場合は、監督員と協議

確認 施工前
鉄筋及び覆工コンクリートに埋め込まれる支保工材料を組立てた後、コンク
リート打設に先立ち、監督員の確認

  (2) 型　枠 承諾 施工前

型枠の構造設計について、トンネル断面形状に応じたものとし、かつ打込ん
だコンクリートの圧力に十分耐えうる構造としなければならない。
また、組立て、解体、移動及び他の作業に対しても、十分安全なものを設計
しなければならない。なお、製作に先立ち、監督員の承諾

協議 施工前
覆工コンクリート打設に当たり、鋼製支保工以外の支保材料を除去すること
が危険であり、やむを得ず設計巻厚線内に入れる場合、その施工方法につ
いて、監督員と協議

承諾 施工前
メタルフォーム又はスキンプレートを使用した鋼製移動式の型枠を使用しな
ければならない。なお、鋼製移動式以外のものを使用する場合は、監督員
の承諾

  (4) インバート
　　　　コンクリート

承諾 施工前
インバートの掘削に当たり、設計図書に示す掘削線を越えて掘り過ぎないよ
う注意し、掘り過ぎた場合はその処理方法及び充填材料について監督員の
承諾

承諾 施工前
覆工の施工時期について、地山、支保工の挙動等を考慮のうえ決定すると
ともに、覆工前に監督員の承諾

協議 施工前 覆工のコンクリート打設にあたり湧水のある場合は、監督員と協議

確認 施工前
鉄筋及び覆工コンクリートに埋め込まれる支保工材料を組立てたとき、コンク
リート打設に先立ち、監督員の確認

承諾 施工前
メタルフォーム又はスキンプレートを使用した鋼製移動式の型枠を使用しな
ければならない。
なお、鋼製移動式以外のものを使用する場合は、監督員の承諾

協議 施工前
覆工コンクリートの打設時期を土木工事施工管理基準による計測Ａの結果
に基づき、監督員と協議

施工前 注入材料､注入時期､注入圧力､注入の終了時期等については､監督員と協議

施工中
注入量が多く、設計図書に示す注入圧力に達しない場合は、直ちに監督員
と協議

確認 施工前 ６－２－１
設計図書において特に定めのない事項について、仕様書の基準類によらな
ければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合、原則として設
計図書の規定に従うものとし、疑義のある場合は監督員に確認

受理
施工中
施工後

暗渠工及びサイホン工の施工に当たり、施工中の躯体沈下を確認するため
必要に応じて定期的に観測し、監督員に報告

承諾 施工前
伸縮継目又は収縮継目を設計図書に示す位置以外に設けてはならない。
やむを得ず設計図書の規定によらない場合は、監督員の承諾

5.輸送工 受理 施工前
既製杭等の輸送に着手する前に施工計画書に輸送計画に関する事項を記
載し、監督員に提出

開渠工

3.鉄筋コンクリ－
ト二次製品水路
工（大型フリュ－ム水
路、Ｌ形水路）

協議
承諾

施工前 ６－６－３
農業土木事業協会規格以外のL型水路製品を使用する場合、底版接合鉄
筋の継手の施工方法については、監督員と協議し、承諾

擁壁工 承諾 施工前 ６－11－２
現場打ち擁壁工に、打継目及び目地を施工する場合、設計図書に示す位
置以外に打継目を設けてはならない。やむを得ず設計図書に示す以外の
場所に打継目を設ける場合は、監督員の承諾

一般事項 確認 施工前 ７－２－１
設計図書において特に定めのない事項について、仕様書の基準類によらな
ければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合、原則として設
計図書の規定に従うものとし、疑義のある場合は監督員に確認

矢板護岸工

法覆護岸工

根固め工

協議 施工前 ７－９－１ 設計図書に定められていない仮締切を設置する場合、監督員と協議

協議 施工中 基礎下面の土質が不適当の場合には、その処理について監督員と協議

協議 施工中
仮締切内に予期しない湧水がある場合には、その処置について監督員と協
議

協議 施工前 ７－９－６
鋼構造物を埋設する場合、本体コンクリートとの同時施工が困難な場合は、
監督員と協議し箱抜き工法（二次コンクリート）の施工

覆工

1.矢板工法
  (1) 一般事項

５－５－２

  (3) 覆工コンクリート

６－２－２

2.ＮＡＴＭ工法
  (1) 一　般

 (3) 覆工コンクリート

裏込注入工 協議 ５－５－３

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ開渠工

現場打ち擁壁工

第７章　河川及び排水路工事

適用すべき諸基
準

第６編第１章第６節矢板護岸工の基準を適用する。

第６章　水路工事

一般事項

適用すべき諸基
準

一般事項

第６編第１章第７節法覆護岸工の基準を適用する。

第６編第１章第９節根固め工の基準を適用する。

合流工

一般

作業土工 ７－９－２

合流工

トンネル工
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確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

確認 施工前 ８－２－１
設計図書において特に定めのない事項について、仕様書の基準類によらな
ければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合、原則として設
計図書の規定に従うものとし、疑義のある場合は監督員に確認

承諾 施工前
管の布設に先立ち管割図に管番号を記載し事前に監督員の承諾
布設にともない管割が変更となった場合は、修正した管割図を作成し監督
員に提出し承諾

指示 施工前
管体及びゴム輪等に機能低下につながる損傷を発見した場合は、監督員に
報告し指示

受理 施工後 管の接合後、直ちに所定の点検を行い、その結果を監督員に報告

管体基礎工 協議 施工中 ８－５－１
急な縦断勾配に砂基礎を施工する場合及び湧水が多い場合、監督員と協
議

受理 施工前 ８－６－２
ゴム輪を設計図書に示す位置に固定する必要がある場合、接着剤の性質等
に関する資料を監督員に提出

1.工場製作
  (1) 製　作

承諾 施工前
直管、テーパ付き直管、鋼製異形管、鋼製可とう管、鋼製継輪の工場製作
に当たり製作図書を提出して、監督員の承諾

  (2) 溶　接 受理 施工後 溶接部の判定記録は、記録用紙に記入のうえ、速やかに監督員に報告

2.据　付
  (1) 据　付

協議 施工中 据付けの際、不適当な部材を発見した場合、監督員と協議

  (2) 溶　接 受理 施工前 現場溶接に従事する溶接工の資格等を証明する書類を、監督員に提出

協議 施工前 ９－２－１
設計図書に示すとおり給水栓を設置しなければならない。なお、現地状況か
らこれにより難い場合、監督員と協議

協議 施工前 ９－２－２
立上り管を樹高と同等の高さとし、樹高により設置高さを調整するものとす
る。なお、散水施設の配置は設計図書に示すとおりであるが、現地状況から
これにより難い場合、監督員と協議

承諾 施工前 ９－２－３
工事に使用する散水器具について、事前に承認図及び試験成績書等を監
督員に提出し、承諾

一般事項 確認 施工前 １０－２－１
設計図書において特に定めのない事項について、仕様書の基準類によらな
ければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合、原則として設
計図書の規定に従うものとし、疑義のある場合は監督員に確認

承諾 施工前 過掘の処理の埋戻材料及び施工方法について監督員の承諾

確認 施工中 掘削断面内に堅硬な岩が露出する場合、監督員の確認

5.基礎地盤面の
処理

確認 施工前 基礎地盤の整形について監督員の確認

指示 施工前
風化岩等不良岩及び破砕帯、断層の処理に当たり、設計図書及び監督員
の指示

指示 施工中 基礎地盤からの湧水処理の方法について、設計図書及び監督員の指示

確認 施工後
基礎掘削、整形及び清掃が完了したとき、基礎地盤としての適否について、
監督員の確認

受理 施工後
基礎地盤の確認に際して、設計図書に示す資料及び基礎地盤の確認に必
要な資料を整備し、監督員に提出

受理 施工中
施工期間を通じて設計図書に示す頻度で品質管理試験を行い、規格値内
であることを確認し、監督員に提出

指示
承諾

施工前
施工中

盛土材料を監督員の指示又は承諾なしに、ダム盛立工事以外の工事に使
用してはならない

確認 施工後 表土の取り除き完了後、監督員の確認

指示 施工中
材料採取中に監督員が材料として品質試験の結果から不適当と認めた場
合、監督員の指示

2.材料試験 指示
施工前
施工中

盛立材料の試験を設計図書及び監督員の指示

1.基礎地盤確認
後の再処理

指示
確認

施工前
基礎地盤の確認後、地盤を長期間放置した場合、又は基礎地盤の確認後、
地盤が著しく変化した場合には監督員の指示に従い、基礎地盤清掃を行
い、盛立直前に監督員の再確認

2.盛立工
  (2)

指示
施工前
施工中

盛立材料が設計図書に示す品質と合致しない場合、監督員の指示

   (5) 隣接ゾーンとの
      盛立

承諾 施工中
盛立ゾーンの一部を先行して盛立てる場合、その範囲、形状等について監
督員の承諾

  (6) 運搬路等 承諾 施工前
遮水ゾーン及びフィルタゾーンを横断する運搬路を設ける場合、盛立面を保
護する構造のものとし、その構造及び位置について、監督員の承諾

８－６－４

第９章　畑かん施設工事

第８章　管水路工事

一般事項

適用すべき諸基
準

一般事項 2.布設接合 ８－２－２

末端工

給水栓設置工

散水支管設置工

散水器具工

第10章　フィルダム工

砂基礎工

管体工

強化プラスチック
複合管布設工

鋼管布設工

適用すべき諸基
準

基礎掘削工
堤体頂部掘削
堤体部掘削

2.過掘の処理

10－４－１
１０－４－２

6.不良岩等の処
理

7.基礎地盤の確
認及び検査

原石採取工 盛立材採取工
1.材料採取

１０－５－２

フィルダム
堤体工

盛立工 10－８－１
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確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

  (7) 確認 施工前
長期間にわたって盛立を中止し、その後盛立を再開する場合、盛立面処理
について、監督員の確認

  (9) 指示 施工前
基礎面に湧水がある場合又は流水が流下する場合の遮水材等の材料盛立
てに当たり、監督員の指示する方法

  (10) 指示
施工中
施工後

盛立材料の転圧終了後であっても、監督員が不適当と認めた場合、監督員
の指示

  (11) 指示 施工中
観測計器の測定値に異常が発生した場合には、速やかに工事を中止し、監
督員の指示

指示 施工中
まき出された材料が、設計図書に示す含水比を確保できない場合、監督員
の指示

指示 施工中
既に転圧した層の表面が過度に乾燥、湿潤又は平滑となっており、上層との
密着が確保できない場合、監督員の指示

承諾 施工中
転圧中に降雨等で作業を中断する場合、既に転圧された面及び転圧されて
いない面についても監督員の承諾

5.フィルタ・トラン
ジションの盛立

承諾 施工中
転圧に当たり、転圧機械をダム軸と平行に走行させなければならない。ただ
し、斜面付近でダム軸と直角方向に走行させる場合は、監督員の承諾

6.ロックの盛立 承諾 施工中
転圧に当たり、転圧機械をダム軸と平行に走行させなければならない。ただ
し、斜面付近でダム軸と直角方向に走行させる場合は、監督員の承諾

1.一　般 承諾 施工前 観測計器設置前に性能検査を行い、監督員の承諾

立会 施工前 観測計器の設置に当たり、原則として監督員の立会

受理 施工後
設計図書に示す高さまでの埋戻しが完了後、計器の作動状況を検査し、監
督職員に報告

受理 施工前 観測計器の設置に係る諸結果を、監督員に提出

1.一　般 指示 施工後 10－９－２ コンクリート構造物がダム堤体に接する場合、設計図書及び監督員の指示

受理 施工前
観測計器の設置前に計器の動作確認を行い、その結果を監督員に報告し
なければならない。また、計器製造者の品質又は性能に関する資料を監督
員に提出

立会 施工前 観測計器の設置に当たり、原則として監督員の立会

受理 施工後
設計図書に示す高さまでコンクリートの打込みが完了した後、観測計器の作
動状況を検査し、監督員に報告

受理 施工前 観測計器設置に係る諸結果を監督員に提出

承諾 施工前
設計図書に示されていない打継目、又は施工上必要と認められていない打
継目をやむを得ず設ける場合に、監督員の承諾

指示 施工前
水平打継目の処理に当たり、レイタンス、浮き石を確実に除去するものとし、
その時期については、監督員の指示

承諾 施工前 やむを得ずチッピングを行わなければならない場合には、監督員の承諾

承諾 施工前 長期間打ち止めした水平打継目の処理に当たり、監督員の承諾

１．一　般 指示 施工前 設計図書及び監督員の指示に従い、基礎グラウチングを施工

承諾
追加

施工前
追加孔の削孔位置については、監督員の承諾

指示 施工中
削孔中は常にその岩質の変化、断層や破砕帯の状況、湧水、漏水の有無
等に注意をはらい、これらに変化が認められた場合、記録するとともに監督
員の指示

  (3) コア採取及び
      保管

指示 施工中 採取したコアを孔ごとにコア箱に整理し、監督員の指示する場所に納入

4.グラウチング工
  (2) グラウチング用
       配管

承諾 施工前 グラウチング用配管の配管方法について、監督員の承諾

承諾 施工前 セメントミルクの製造方法及び輸送方法については、監督員の承諾

承諾
受理

施工前
施工後

水及びセメント等の計量方法については、監督員の承諾を得るものとする。
なお、計量装置は、設計図書に従い定期的に検査し、検査結果を監督員に
提出

  (4) セメントミルク
       注入の管理

受理

承諾

施工後

施工前

各孔ごとの注入時間、注入圧力及び注入量を記録するための注入記録装
置を、流量圧力制御装置とグラウトレコーダーに併設し管理しなければなら
ない。また、これらの事項を整理して、監督員に提出しなければならない。な
お、注入記録の整理方法は、事前に監督員の承諾

  (5) セメントミルク
      注入圧力及び
      セメントミルクの
      配合、切替え

指示 施工前
注入圧力、セメントミルクの配合及びその切替えについては、設計図書及び
監督員の指示

  (6) 押し試験及び
      透水試験

受理 施工前
セメントミルク注入に先立ち、設計図書に示す方法により水押し試験及び透
水試験を行い、ルジオン値を記録、整理し、監督員に提出

  (7) セメントミルク
       注入

承諾
追加

施工前
追加孔の位置、方向、深度、注入仕様等は、事前に監督員の承諾

  (8) セメントミルク
       注入効果の
       判定

指示 施工後
チェック孔の位置、方向、深度及びその処理方法等は、設計図書及び監督
員の指示

フィルダム
堤体工

盛立工 10－８－１

4.遮水材の盛立

埋設計器 10－８－２
2.据　付

監査廊

コンクリート

埋設工 １０－９－３

継目工 10－９－４

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞｸﾞﾗｳ
ﾁﾝｸﾞ工

ｺﾝｿﾘﾃﾞｰｼｮﾝｸﾞﾗｳ
ﾁﾝｸﾞ工

１０－１１－１

3.ボーリング工
  (2) 削　孔

  (3) セメントミルクの
       製造及び輸送
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確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

協議 施工前
閉塞工の施工について設計図書により行うものとし、その時期については
監督員と協議

承諾 施工前 閉塞コンクリートの運搬及び打込み方法について、監督員の承諾

承諾 施工前
コンクリートを打込むときに、仮締切り等からの漏水がある場合の処理方法に
ついて、監督員の承諾

協議 施工前 10－13－２
グラウチングトンネルの施工について、設計図書に従い実施するものとし、そ
の詳細については、監督員と協議

一般事項 確認 施工前 １１－２－１
設計図書において特に定めのない事項について、仕様書の基準類によらな
ければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合、原則として設
計図書の規定に従うものとし、疑義のある場合は監督員に確認

1.一　般
指示
承諾

施工前
骨材をダム本体コンクリート工事以外に使用する場合に監督員の指示又は
承諾

承諾 施工前
設計図書に示すコンクリートの示方配合に基づいて現場試験を実施して現
場配合を決定し、その資料を監督員に提出して承諾

承諾 施工前
現場試験の結果、配合の修正が必要と認められる場合、その資料を監督員
に提出し、承諾

3.材料の計量 受理
施工前
施工中

設計図書に従い計量装置を所定の精度を確保するため定期的に検査し、
その結果を監督員に提出

受理
性能

試験後
ミキサの練り混ぜ性能試験を行い、試験結果は監督員に提出

受理
性能

試験後
強制練りミキサを用いる場合は、練り混ぜ性能試験を行い、試験結果を監督
員に提出

指示 施工前
監督員が廃棄を指示したコンクリートについて、監督員が指示する場所に運
搬

承諾 施工前
コンクリートの打込みに当たり、事前に打込みブロックの工程計画を提出し、
監督員の承諾

確認 施工前
コンクリートの打込みに先立ち、打継目の処理及び清掃、型枠、鉄筋、各種
埋設物の設置について、監督員の確認

指示 施工前 ハーフリフト高さとする場合

承諾 施工前
打上がり速度は、各リフトのコンクリートの露出日数が少なくなるよう定め、監
督員の承諾

承諾 施工前
コンクリートを打継ぐときは、設計図書に示す材令に達した後でなければなら
ない。ただし、これ以外の場合は、監督員の承諾

承諾 施工前
機械の故障、天候の変化、その他の理由で、やむを得ずコンクリート打設を
中断しコールドジョイントを設けなければならない場合、施工方法について
監督員の承諾

承諾 施工前

次の事項に該当する場合、コンクリートの打込みについて監督員の承諾
　・コンクリート打設現場の日平均気温が4℃以下になるおそれのある場合
　・コンクリートの打込み温度が、25℃以上になるおそれのある場合
　・降雨、降雪の場合
　・強風、その他コンクリート打込みに支障を及ぼすおそれのある場合

承諾 施工前 各リフトの上面に、排水のために勾配をつける場合には、監督員の承諾

6.養生 承諾
施工前
施工中

打継面を長期間放置する場合、油脂類の付着防止や表面の保護等につい
て監督員の承諾

承諾 施工前 特殊な箇所で鋼製型枠以外の型枠を使用する場合は、監督員の承諾

受理 施工前 型枠の構造及び使用方法について、製作前に構造図を監督員に提出

承諾 施工前
型枠の組立てに当たり、鋼製材料を用いるものとし、仕上げコンクリート面か
らこれらの支持材が突出してはならない。ただし、これ以外の場合は、監督
員の承諾

承諾 施工前 型枠の取り外し時期及び順序について、監督員の承諾

4.型枠取り外し後
の処理

承諾 施工前
コンクリート表面に生じた豆板、ボルトの穴、型枠取り外しによって生じた損
傷部及び型枠の不完全によってできた不陸等の処置に当たり、処理方法等
について監督員の承諾

確認
設置

完了後
１１－６－４ 継目グラウチング設備の設置が完了したとき、監督員の確認

承諾 施工前
設計図書に示す冷却管を使用しなければならない。ただし、これ以外の場
合は、監督員の承諾

承諾 施工前 冷却管の設置に先立ち、設置計画図を提出し、監督員の承諾

確認 施工後 冷却管及び附属品の設置が完了したときに通水試験を行い、監督員の確認

指示 施工中
コンクリート打込み中に、冷却管の事故等が発生した場合、直ちに通水及び
コンクリートの打込みを中止し、監督員の指示により打込みコンクリートの除
去等の処置

3.冷却用設備 承諾 施工前
冷却用設備の設置に当たり、仕様書の事項に基づき設置計画図を提出し、
監督員の承諾

指示 施工中 冷却完了後、監督員の指示に従い外部配管等を撤去

立会 施工前
継目グラウチングを行った後、監督員の立会いのもとに冷却管内にセメントミ
ルクを充填

雑工事
閉塞工 １０－１３－１

ｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞﾄﾝﾈﾙ

第11章　コンクリートダム工事

適用すべき諸基
準

堤体工 ｺﾝｸﾘｰﾄ材料 11－６－１
2.配　合

ｺﾝｸﾘｰﾄ材料 11－６－１
4.練り混ぜ

コンクリート打設

2.打込み準備

11－６－２
3.コンクリートの
打込み

11－６－３
3.型枠の組立て
取り外し移動

埋設工

冷却工

1.一　般

１１－６－５

4.冷却工

型枠工

1.一　般

堤体工
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確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

1.施工方法 指示 施工中 注入中異常を認めた場合は、注入を中断し、速やかに監督員の指示

2.施工設備等
  (2) 圧力計

承諾 施工前
設計図書に示す仕様の圧力計を使用前に検査を行い、監督員の承諾を得
なければならない。また、圧力計の設置箇所も監督員の承諾

  (3) 充水用水槽 承諾 施工前
充水の圧力変動を少なくするため、水槽を設けなければならない。
これ以外の場合は、監督員の承諾

  (4) 水及びセメント
       等の計量

承諾 施工前 水及びセメントの計量方法について、監督員の承諾

3.止水板 確認
接合

完了後
止水板の接合完了後、接合部の止水性について、監督員の確認

承諾 試験前後
埋設管のパイプ詰まりの有無、継目面の洗浄、漏えい箇所の検出のため、
洗浄及び水押し試験を行い、監督員の承諾

承諾 試験前後 水押し試験に当たり、監督員の承諾を得た材料

承諾 施工前 すべての準備が完了し、監督員の承諾を受けた後、注入を開始

指示 施工後
注入完了後の各ヘッド管口部及びダイヤルゲージ取付金物等の存置、撤去
に当たり、監督員の指示

承諾 施工前
注入圧力の測定は、圧力計で行うものとし、圧力計の記録方法は監督員の
承諾

承諾 施工前
継目の動きの測定は、設計図書に示す計器により測定し、記録しなければ
ならない。また、これらの型式、規格、記録方法及び設置場所について、監
督員の承諾

指示
受理

施工前
施工後

セメントミルクの比重は、設計図書及び監督員の指示する測定場所、時期に
測定し、監督員に報告

確認 施工前 １１－６－８
堤頂工の施工について設計図書により行うものとし、疑義が生じた場合、
監督員に確認

雑工事 協議 施工前 11－８－７
設計図書に示す断層等の処理について、断層の規模、位置が明確になっ
た時点で監督員と協議

一般事項 確認 施工前 １２－２－１
設計図書において特に定めのない事項について、仕様書の基準類によらな
ければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合、原則として設
計図書の規定に従うものとし、疑義のある場合は監督員に確認

一般事項 確認 施工前 １３－２－１
設計図書において特に定めのない事項について、仕様書の基準類によらな
ければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合、原則として設
計図書の規定に従うものとし、疑義のある場合は監督員に確認

確認 施工前 １４－２－１
設計図書において特に定めのない事項について、仕様書の基準類によらな
ければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合、原則として設
計図書の規定に従うものとし、疑義のある場合は監督員に確認

2.輸送工 受理 施工前 14－２－２
ＰＣ桁等の輸送に着手する前に施工計画書に輸送計画に関する事項を記
載し、監督員に提出

可動堰本体
工

協議 施工前 14－４－７
鋼構造物を埋設する場合、本体コンクリートとの同時施工が困難な場合は、
監督員と協議し箱抜き工法（二次コンクリート）の施工

一般事項 確認 施工前 １５－２－１
設計図書において特に定めのない事項について、仕様書の基準類によらな
ければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合、原則として設
計図書の規定に従うものとし、疑義のある場合は監督員に確認

確認 施工前 １６－２－１
設計図書において特に定めのない事項について、仕様書の基準類によらな
ければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合、原則として設
計図書の規定に従うものとし、疑義のある場合は監督員に確認

受理 施工中
施工中工事区域内に新たな亀裂の発生等異常を認めた場合、直ちに監督
員に報告

受理 施工中
集水井の施工に当たり、常に移動計測等により地すべりの状況を把握すると
ともに、掘削中の地質構造、湧水等を詳細に記録して、定期的かつ必要が
ある場合に監督員に報告

受理 施工前
既製杭等の輸送に着手する前に施工計画書に輸送計画に関する事項を記
載し、監督員に提出

水抜きﾎﾞｰﾘﾝ
ｸﾞ工

協議 施工前 16－６－１
集水井内から水抜きボーリングを施工する場合、集水井内部の酸素濃度測
定を行うとともに、ガス噴出、酸欠等のおそれがある場合、換気方法等につ
いて、事前に　監督員と協議

継目ｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞ 11－６－６

4.施　工
  (1) 洗浄及び
       水押し試験

  (4) 注　入

  (5) 測　定

堤頂工

一般事項

断層処理

第12章　ＰＣ橋工事

適用すべき諸基
準

【上記以外の確認事項については、第10編　道路編の基準を適用する。】

第13章　橋梁下部工事

床版（堰体）工

第15章　機場下部工事

適用すべき諸基
準

【上記以外の確認事項については、第6編第6章排水機場の基準を適用する。】

第16章　地すべり防止工事

適用すべき諸基
準

【上記以外の確認事項については、第10編　道路編の基準を適用する。】

第14章　頭首工工事

一般事項

適用すべき諸基
準

一般事項

適用すべき諸基
準

一般事項 16－2－2

水抜きﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工

堤体工
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確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

受理
指示

施工前
集水井の掘削が予定深度まで達しない前に湧水があった場合、又は予定深
度まで掘削した後においても湧水がない場合、速やかに監督員に報告し指
示

協議 施工前
集水井の施工について、現地状況により設計図書に示す設置位置及び深
度とすることが困難な場合、監督員と協議

16－７－３
16－７－４

１６－６－１水抜きボーリング工の規定による

協議 施工前
掘削孔の全長にわたって土留工（ライナープレート）を行い、かつ撤去しては
ならない。これにより難い場合は、監督員と協議

把握
受理

施工中
施工後

孔底が設計図書に示す支持地盤に達したことを、掘削深度、掘削土砂、地
質柱状図などにより確認し、その資料を整備、保管し、監督員の請求があっ
た場合、遅滞なく提示するとともに、検査時に提出

承諾
施工前
施工中

鉄筋の継手を重ね継手とする。これにより難い場合は、監督員の承諾

承諾 施工前
裏込注入（グラウト）圧力は、低圧（0.1N／mm2程度）とするが、これにより難
い場合は、事前に監督員の承諾

把握
受理

施工前
施工後

グラウトの注入方法について、施工計画書に記載し、施工に当たり施工記録
を整備保管し、監督員の請求があった場合に、直ちに提示するとともに、検
査時に提出

協議 施工中 掘削中に湧水が著しく多くなった場合、監督員と協議

協議
施工前
施工中

ライナープレートなしで掘削可能と判断した場合、又は補強リングが必要と
なった場合、監督員と協議

確認 施工前 １７－２－１
設計図書において特に定めのない事項について、仕様書の基準類によらな
ければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合、原則として設
計図書の規定に従うものとし、疑義のある場合は監督員に確認

協議 施工後 17－２－２
設計図書に記載がある場合を除き、ＰＣタンク完成後できるだけ速やかに水
張り試験を行い、漏水がないことを確認しなければならない。
なお、これにより難い場合は、監督員と協議

歩廊工 協議 施工前 17－７－１ 歩廊工を設計図書に基づいて施工できない場合、監督員と協議

付帯整備工 協議 施工前 17－９－１
階段工、人孔工、換気塔工、避雷針工、手摺工、雨樋工を設計図書に基づ
いて施工できない場合、監督員と協議

一般事項 確認 施工前 １８－２－１
設計図書において特に定めのない事項について、仕様書の基準類によらな
ければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合、原則として設
計図書の規定に従うものとし、疑義のある場合は監督員に確認

施工前
施工中

掘削に当たり、堤敷内の腐植土、草木根等の有機物及び基礎として不適当
なもの並びに池水の浸透を誘導する雑物（風化土、転石、泥土等）は完全に
除去しなければならない。なお、現地状況により完全に除去できない場合に
は、監督員と協議

施工前
施工中

設計図書に基づき工事現場内にある地表物及び物件を処理しなければなら
ない。また、設計図書に示されていない地表物等については、監督員と協議

協議
施工前
施工中

18－３－２
表土の剥ぎ取りに当たり、設計図書に定めのない限り厚さ30㎝以上とし、は
ぎ取り面に樹木の根等が残る場合、これを除去しなければならない。なお、
現地状況により除去できない場合には、監督員と協議

協議 施工中 18－３－３ 試験結果により地盤改良が必要となった場合には、監督員と協議

指示 施工前 土質試験の試験項目については監督員の指示

受理 結果後
掘削に先立ち掘削土の盛立材料への流用の適否を検討するために掘削箇
所の試掘を行うとともに土質試験を実施し、その試験結果を監督員に提出

施工前
第４種建設発生土相当以下の泥土等軟弱な土砂を現場外へ搬出する必要
がある場合は、監督員と協議

施工前

泥土を他事業、他工事で再利用する場合、事前に泥土に含まれる有害物質
に関する試験を行い、「水質汚濁防止法に基づく排水基準（一律排水基
準）」を満たしていることを確認するものとする。
なお、基準を満たしていない場合は監督員と協議

施工前
施工中

湧水の排除の方法等については、監督員と協議

施工前
コンタクトクレイを施工するときは、その厚さ及び施工方法について、監督員
と協議

施工中
施工後

締固め後、乾燥によるクラックが発生した場合、その処理範囲について監督
員と協議

集水井設置
工

集水井工 16－７－2

集水ボーリング工
排水ボーリング工

抑止杭工 抑止杭工
6.シャフト工（深
礎工）による施工

１６－８－２

18－３－１

表土剥ぎ工

第17章　PCタンク工事

一般事項

適用すべき諸基
準

一般事項

歩廊工

付帯整備工

第18章　ため池改修工事

適用すべき諸基
準

堤体工

雑物除去工 協議

堤体工

掘削工

掘削土の流用工 18－３－８

掘削土の搬出工 協議 18－３－９

堤体盛立工 協議 18－３－10
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確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
土木工事

共通仕様書
指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

内 容

受理
協議

施工前
固化材による地盤改良の施工方法等を施工計画書に記載し、監督員に提
出しなければならない。なお、これ以外の改良方法を行う場合には、監督員
と協議

承諾 施工前
工事着手前に室内配合試験を行い、使用する固化材の添加量について監
督員の承諾

指示 施工前
セメント系固化材を使用する場合、浸透流出水のｐＨを測定するものとする。
なお、測定方法等については、監督員の指示

受理
協議

施工前
セメント系ミルクによる地盤改良の施工方法等を施工計画書に記載し、監督
員に提出しなければならない。なお、これ以外の改良方法を行う場合には、
監督員と協議

承諾 施工前
工事着手前に室内配合試験を行い、使用するセメント系ミルクの添加量につ
いて監督員の承諾

受理 確認後
施工に先立ってサウンディング試験等により現況地盤の確認を行い、その結
果を監督員に報告

指示 施工前
セメント系固化材を使用する場合、浸透流出水のｐＨを測定するものとする。
なお、測定方法等については、監督員の指示

確認 各段階 １８－６－１
樋管工事の施工に当たり、樋管部巻立てコンクリート打設前及び樋管完成
時の各段階で監督員の確認

受理 施工前 製作に先立ち、承諾図書等を２部(承諾後返却分１部を含む)提出

受理 完成時 完成図書等を３部提出

確認 着工前
浚渫に取りかかる前に目視によって現地の浚渫範囲を示した図面を作成す
ると共に、監督員の確認

受理 施工前
泥土の改良について、その施工方法等を施工計画書に記載し、監督員に提
出

承諾 施工前
工事着手前に室内配合試験を行い、使用する固化材の添加量について監
督員の承諾

指示 施工前
セメント系固化材により改良する場合、浸透流出水のｐＨを測定するものとす
る。なお、測定方法等については、監督員の指示

協議 施工前
第４種建設発生土相当以下の泥土等軟弱な土砂を現場外へ搬出する必要
がある場合は、監督員と協議

協議 施工前

浚渫土を他事業、他工事で再利用する場合、事前に浚渫土に含まれる有害
物質に関する試験を行い、「水質汚濁防止法に基づく排水基準（一律排水
基準）」を満たしていることを確認するものとする。
なお、基準を満たしていない場合は監督員と協議

一般事項 確認 施工前 １９－２－１
設計図書において特に定めのない事項について、仕様書の基準類によらな
ければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合、原則として設
計図書の規定に従うものとし、疑義のある場合は監督員に確認

受理 施工中
推進に伴い仕様書に示す項目について測定、観測し、推進日報として監督
員に提出しなければならない。なお、異常が発生した場合は作業を中断し
応急処置を行うとともに監督員に報告

協議 施工中
推進中に推力が急激に変化した場合、作業を中断して原因を調べ監督員と
協議

協議 施工中
異常な湧水及び転石等で作業に支障が生じた場合、直ちに監督員に報告
するとともに、事後の処理について協議

協議 施工中
推進作業に当たり、管体、道路、周囲の構造物に影響がないよう常に監視
するものとする。なお、異常を発見した場合は、直ちに作業を中止し、応急
処置を行うとともに、事後の処理について監督員と協議

承諾 施工前 推進工の刃口について、事前に製作図面を監督員に提出し、承諾

協議 施工中
推進中常に推進上部の地上面の状況を観測するものとする。なお、異常を
発見した場合は、推進を停止し応急処置を行うとともに、事後の処理につい
て監督員と協議

承諾 施工前
滑材についてはベントナイト、裏込め材について、セメントを主材とするもの
を標準とするが、地山の土質に最も適したものを検討し、監督員の承諾

協議 施工中

注入中に、注入液が地表面に噴出しないよう、また、地表面及び隣接構造
物が変異しないよう施工しなければならない。なお、変異を発見した場合
は、直ちに作業を中止し応急処置を行うとともに、事後の処理について監督
員と協議

協議 施工前 注入作業の実施時間について監督員との協議

協議 施工前 19－５－３
泥水処理設備から発生する汚泥及び処理水については、第１編１－１－18
建設副産物及び本編１－10－２事業損失防止費の規定により処理するもの
とする。なお、これにより難い場合については、監督員と協議

協議 施工前 19－５－４
添加材及び滑材注入設備については、設計図書に示すとおりとする。
なお、これにより難い場合については、監督員と協議

地盤改良工

浅層改良工 18－４－１

深層改良工 １８－４－２

取水施設工

取水施設工

ゲート及びバル
ブ製作工

18－６－２

浚渫工 土質改良工 １８－７－１

仮設工

泥水処理整備工

注入設備工

第19章　推進工事

適用すべき諸基
準

推進工

推進作業
（密閉型：泥水、泥土
圧、土圧、泥濃式推
進工法）

推進作業
（開放型:刃口推進工
法）

滑材及び裏込め
注入

１９－４－５

１９－４－３

19－４－４

-84-



細別

承諾 施工前 １－２－９ 苗木の購入について指示のある場合は、監督員の承諾

指示 施工前 １－２－１１
現地発生の間伐材を使用する場合、品質・形状等については、監督員の
指示

仮設工 受理 施工前 １－４－２
モノレールの運行時間や乗降位置などを定めた運行計画を監督員に提
出

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、第10編第１章第２節
適用すべき諸基準によるものとする。
これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、基準
類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うも
のとし、疑義がある場合は監督員と協議

指示 施工前 伐開除根作業をする範囲が示されていない場合は、監督員の指示

承諾 施工前
伐開除根作業範囲外にあって交通又は路体保護上支障となる立木及び
枝条は、監督員の承諾

施工前
工事に伴い生ずる根株等を林地への自然還元として利用する場合には、
監督員と協議

施工前
施工中

地形条件により根株等の安定が図れない場合は、処理方法を監督員と協
議

協議 施工前 ２－５－２ 常水の流心位置が設計図書と異なる場合は、監督員と協議

協議 施工前
現地の状況により、設計図書に示された流路勾配によりがたい場合は、監
督員と協議

承諾 施工前
自由勾配側溝の底版コンクリート打設については、設計図書に示すコンク
リート厚さとし、これにより難い場合は、監督員の承諾

協議 施工前
コルゲートフリュームの布設に当たって、砂質土又は、軟弱地盤が出現し
た場合には、施工前に施行方法について監督員と協議

協議 施工前
コルゲートフリュームの布設に当たり、上げ越しを行う必要が生じた場合に
は、布設に先立ち、施工方法について監督員と協議

指示 施工前 ２－６－２
現地発生の間伐材を使用する場合、品質・形状等については、監督員の
指示

協議
施工前
施工中

２－６－４
杭の打ち込み深さは、出来るだけ杭長の2/3以上とし、少なくとも1/2以上
としなければならない。なお、堅固な地盤に達して打込み不能の場合は、
監督員と協議

法面工 承諾 施工前 ２－７－１

法面の施工にあたって、「林道技術基準の制定について」（平成10年3月4
日付け９林野基第812号林野庁長官通知）、「道路土工－切土工・斜面安
定工指針　のり面工編、斜面安定工編」（日本道路協会、平成21年6月）、
「道路土工－盛土工指針5-6盛土のり面の施工」（日本道路協会、平成22
年4月）、「のり枠工の設計・施工指針第8章吹付枠工、第9章プレキャスト
枠工、第10章現場打ちコンクリ－ト枠工、第11章中詰工」（全国特定法面
保護協会、平成25年10月）及び「グラウンドアンカー設計・施工基準、同解
説第7章施工」（地盤工学会、平成24年5月）の規定による。
これ以外の施工方法による場合は、施工前に設計図書に関して監督員の
承諾

承諾
協議

施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、第８編第１章第２節
適用すべき諸基準によるものとする。これにより難い場合は、監督員の承
諾を得なければならない。
なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規
定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協議

適用 協議 施工前 第１節

のり切工と土留工、埋設工、暗きょ工等の施工は、原則として最初に崩落
崖や転石等の危険な部分を切り落し、次に土留工等の施工、最後にのり
切仕上の順序としなければならない。なお、これにより難い場合は、監督
員と協議

協議
施工前
施工中

崩壊等の危険の恐れがある箇所、あるいは湧水、軟弱地盤等不良箇所
の、のり切に当たっては、あらかじめ監督員に協議

確認 施工後 のり切完了後は、監督員の確認

暗渠工 指示 施工中 ４－６－１
施工中、所定の床掘をしても不透水層又は旧地盤に達しない場合は、監
督員に報告し、その指示

伏工・実播工 受理 施工後 ４－１０－２ 飛行時間記録を、監督員の要求に応じて提出航空実播工

　　　【上記以外の確認事項については、第8編 砂防編の基準を適用する。】

２－５－６

２－５－8

排水施設工

一般事項

コルゲートフ
リューム

側溝工

一般事項

のり切工 のり切工 ４－３－２

材料

木製土留・擁壁
工

適用すべき諸基準

　　　【上記以外の確認事項については、第8編砂防編の基準を適用する。】

第4章　山腹工事

一般事項

第12編　森林土木編

確　　認　　事　　項 土木工事
共通仕様書

指示・承諾等を要する事項

第１章　共通

内　　容
監督方法 監督時期

木材

適用すべき諸基準

２－３－１

苗木
緑化材料

モノレール

協議

道路土工 一般事項

第2章　林道工事

　　　【上記以外の確認事項については、第10編道路編の基準を適用する。】

第3章　渓間工事

洗越工

木製土留・
擁壁工
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第12編　森林土木編

確　　認　　事　　項 土木工事
共通仕様書

指示・承諾等を要する事項
内　　容

監督方法 監督時期

承諾 施工前 ５－２－２ 苗木の購入について指示のある場合は、監督員の承諾

全面地拵えについては、植栽予定地の全面を対象に地表植生の刈払い
等を行わなければならない。ただし、あらかじめ保残するものとして表示し
た又は作業に先立ち監督員が指示した立木・幼齢木を除く

地形等の条件から、枝払い、伐倒木の整理が仕様書に示した方法での施
工が困難な場合には、監督員に報告し、その指示

伐倒木･枝条等の整理については、特に定めや監督員の指示がある場合
を除き、植栽の支障にならないようにし、また、滑落･移動しないようにしな
ければならない

施工中 植付け後に樹木の衰弱が予想される場合は、監督員と協議

施工前
施工中

地形、土質条件により所定の植穴が掘れない場合は、監督員と協議

施工前 土壌条件が不適当な場合は、監督員と協議

施工前
気象状況により乾燥が続き、植付け後の活着が危ぶまれるときは作業を
中止し、監督員と協議

指示 施工中
気象条件などにより指定期間内に完了が困難になったときは、すみやか
に監督員に報告し、指示

事業実施区域内にある立木のうち監督員が伐採を指示した被害木につい
てはすべて伐採すること。但し､被害木の状態及び現地の状況等により作
業の安全が確保できないと判断される場合は、監督員の指示

玉切った被害木は、監督員の指示した場所及び状態に木寄せ（集積）

木寄せされた被害木は、監督員の指示した場所に搬出

協議
施工前
施工中

５－４－２
保護樹として残した立木で、植栽木の生育を阻害するおそれがある場合
は、監督員と協議

協議
施工前
施工中

５－４－４ 林分保護のため、林縁木については監督員と協議

指示 施工前
枝落しの対象木及び枝を落す範囲（程度）については、標準地等の実施
状況に準ずるか、又は監督員の指示

協議
施工前
施工中

林縁木については監督員と協議

支柱等の設置箇所について監督員と協議

防鹿柵の種類、規格、数量について協議し、同意

木製支柱について、間伐材又は合法性・持続可能性が証明された木材で
ある場合は、監督員に提出し、確認

使用する木材の防腐処理の証明書を監督員に提出し、確認

歩道整備 指示 施工前 ５－６－１
歩道作設により生じた切取り残土については、崩落、流出等のないよう設
計図書に基づき処理しなければならない。なお、設計図書に示された以
外の方法で処理する場合は、監督員の指示

５－２－６

第5章　森林整備工事

保育 枝落し ５－４－５

歩道作設

第7章　保安林管理道工事

風倒木整理工 一般事項

指示
施工前
施工中

指示
施工前
施工中

５－３－１

　　　【本編の第2章林道工事の基準を適用する。】

協議

保育

下刈り

本数調整伐
・受光伐・除伐

５－２－５

植付け
協議

植栽工

苗木

地拵え

保育
獣害防護柵
（防鹿柵）設置

確認

施工前 ５－４－９

-86-



細 別

土 一般事項 承諾 施工前 ２－２－１
設計図書に採取場所の指定がない場合は、施工に先立ち使用する材料
の試験成績表及び産地を明示した書類を監督員に提出し、承諾

砂 承諾 施工前 ２－３－２
施工に先立ち試験成績表及び産地を明示した書類を監督員に提出し、
承諾

砂利、砕石 承諾 施工前 ２－３－３
施工に先立ち試験成績表及び産地を明示した書類を監督員に提出し、
承諾

石 承諾 施工前 ２－３－４
施工に先立ち石の比重の試験成績表及び産地を明示した書類を監督員
に提出し、承諾

木材 一般事項 指示 施工前 ２－５－１
現地発生の木材等を使用する場合、品質・形状等については、監督員の
指示

2.タイロッド 受理 施工前 製作に先立ちタイロッド及び付属品の図面を監督員に提出

承諾 施工前
製作に先立ち、種類、呼び名、ヤング係数、断面積、単位質量、破断強
度、降伏点応力等の規格値を監督員に提出し、承諾

受理 施工前 付属品の製作に先立ち、図面を監督員に提出

承諾 施工前
練りまぜ時の全塩化物イオン量は0.30㎏/ｍ3以下とする。なお、これを超
えるものを使用する場合は、設計図書に関して監督員の承諾

受理 施工前
セメントコンクリート製品の使用にあたってアルカリ骨材反応抑制対策の適
合を確認し、確認した資料を監督員に提出

アルミニウム合金
陽極

受理 施工前 ２－１１－１

陽極の陽極電位（閉路電位）は、-1,050mV以下（vs 飽和甘こう電極
（SCE））、発生電気量は2,600A・h/kg以上とする。なお、受注者は、試験
成績表を事前に監督員に提出

承諾 施工前
保護カバーとして残す工法に使用する型枠は、気密性が高く耐食性のす
ぐれた材質のものとする。なお、材質は、事前に監督員の承諾

承諾 施工前
施工に先立ちペトロラタム被覆の保護カバーの材質について、監督員の
承諾

防 舷 材 ゴム防舷材 承諾 施工前 ２－１２－１
ゴム防舷材耐久性証明事業を実施する機関の証明書を事前に監督員に
提出し、承諾

車止め・縁金
物

車止め・縁金物 2.鋼製 承諾 施工前 ２－１４－１ 製作に先立ち塗料について、監督員の承諾

マ ッ ト アスファルトマット 承諾 施工前 ２－１５－１ 製作に先立ち、アスファルト合材の配合報告書を監督員に提出し、承諾

ペーパードレーン 承諾 施工前 ２－１９－１ 施工に先立ちドレーン材の試験成績表を監督員に提出し、承諾

承諾 施工前
耐腐食性に富むカーテンを選定し、施工に先立ち監督員に資料を提出
し、設計図書に関して監督員の承諾

承諾 施工前 施工に先立ち汚濁防止膜の構造図を監督員に提出し、承諾

汚濁防止膜
工

水質汚濁防止膜 受理 施工前 ３－２－２ 汚濁防止膜の設置及び撤去時期を事前に監督員に通知

確認 施工前 第２節

設計図書において特に定めのない事項については、仕様書に示した基
準類によらなければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある場合
は、原則として設計図書の規定に従うものとし、疑義がある場合は、監督
員に確認

1.ポンプ浚渫 承諾 施工前
設計図書に定めの無い場合は、施工方法・施工管理基準について事前
に監督員の承諾

2.グラブ浚渫 承諾 施工前
設計図書に定めの無い場合は、施工方法・施工管理基準について事前
に監督員の承諾

3.硬土盤浚渫 承諾 施工前
設計図書に定めの無い場合は、施工方法・施工管理基準について事前
に監督員の承諾

4.砕岩浚渫 承諾 施工前
設計図書に定めの無い場合は、施工方法・施工管理基準について事前
に監督員の承諾

5.バックボウ浚渫 承諾 施工前
設計図書に定めの無い場合は、施工方法・施工管理基準について事前
に監督員の承諾

6.盛上土砂撤去 承諾 施工前
設計図書に定めの無い場合は、施工方法・施工管理基準について事前
に監督員の承諾

12.土砂掘削 協議 施工中
掘削中に土質に予期しない変化が生じた場合及び埋没物等を発見した
場合、直ちに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

13.土砂盛土 協議 施工中
盛土作業中に沈下、滑動等が生じる恐れがある場合及び生じた場合、直
ちに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

承諾 施工前
施工に先立ち自動記録装置の性能確認試験を行い、その記録を監督員
に提出し、承諾

協議 施工中
地層の変化、障害物等により打込み困難な状況が生じた場合、速やかに
監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

受理 施工後
各杭ごとに、ケーシングパイプの先端深度の経時変化、ケーシングパイプ
内のドレーン材上面高さの経時変化の記録を取り、監督員に提出

承諾 施工前
施工に先立ち自動記録装置の性能確認試験を行い、その記録を監督員
に提出し、承諾

協議 施工中
地層の変化、障害物等により打込み困難な状況が生じた場合、速やかに
監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

受理 施工後
各ドレーンごとに、マンドレルの先端深度の経時変化、ドレーン材の先端
深度の経時変化の記録を取り、監督員に提出

第5章　一般施工

適用すべき諸基準

共通事項 ５－３－２

1.サンドレーン

5.ペーパードレー
ン

圧密・排水工

その他
汚濁防止膜 ２－１９－９

第3章　共通仮設

５－３－６

共通的工種

内 容

第2章　材料

石材等

　　第13編　漁港漁場編

確　認　事　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

セメントコンク
リート製品

一般事項 ２－８－１

鋼材 控工 ２－６－５
3.タイワイヤー

防食材料

被覆防食材料 ２－１１－３
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確　認　事　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

承諾 施工前
施工に先立ち自動記録装置の性能確認試験を行い、その記録を監督員
に提出し、承諾

協議 施工中
地層の変化、障害物等により打込み困難な状況が生じた場合、速やかに
監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

受理 施工後
各杭ごとに、ケーシングパイプの先端深度の経時変化、ケーシングパイプ
内の、ドレーン材上面高さの経時変化の記録を取り、監督員に提出

承諾 施工前
施工に先立ち自動記録装置の性能確認試験を行い、その記録を監督員
に提出し、承諾

協議 施工中
地層の変化、障害物等により設計図書に定める深度までの貫入が生じた
場合、速やかに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

受理 施工後
各ロッドごとに、ロッド先端深度の経時変化、ロッドの貫入長及び引抜長の
記録を取り、監督員に提出

承諾 着工前 砂杭の施工順序、配置及び形状寸法は、監督員の承諾

承諾 施工前
施工に先立ち自動記録装置の性能確認試験を行い、その記録を監督員
に提出し、承諾

承諾 施工前
支持層まで改良する場合、施工に先立ち打止め深度の確認方法につい
て、監督員の承諾

承諾 施工中 原位置での打直しが困難な場合、設計図書に関して監督員と協議

協議 施工中
地層の変化、障害物等により打込み困難な状況が生じた場合、また、予
想を超える盛上がり土により施工が困難な状況が生じた場合、速やかに
監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

協議 施工中
設計図書に定める締固め度を満たすことができない場合、速やかに監督
員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

受理 施工後
各砂杭ごとに、ケーシングパイプの先端深度の経時変化、ケーシングパイ
プ内の砂面の高さの経時変化の記録を取り、監督員に提出

承諾 施工前
地盤の盛上り量の測定に先立ち測定時期及び測定範囲について、監督
員の承諾

指示 施工前 チェックボーリングの位置は、監督員の指示

承諾 施工前 施工に先立ち練混ぜ施設、練混ぜ時間等について、監督員の承諾

立会 施工前 設計図書の定めにより試験打ちを監督員の立会

承諾 施工前
施工に先立ち自動記録装置の性能確認試験を行い、その記録を監督員
に提出し、承諾

承諾 施工前
施工に先立ち改良杭の配置、施工順序及び施工目地の位置等の図面を
監督員に提出し、承諾

承諾 施工前
支持層まで改良する場合、施工に先立ち打止め深度の確認方法につい
て、監督員の承諾

承諾 施工前 接合面のラップ幅は、監督員の承諾

協議 施工前
改良杭間の接合で、制限時間以内の施工が不可能と予想される場合は、
速やかに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

協議 施工中
不測の原因により施工が中断し、設計図書の定める接合が不可能になっ
た場合は、速やかに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

受理 施工後 各改良杭ごとに仕様書に示された記録を取り、監督員に提出

承諾 施工前
地盤の盛上り量の測定に先立ち測定時期及び測定範囲について、監督
員の承諾

指示 施工前 チェックボーリングの位置は、監督員の指示

5.事前混合処理 承諾 施工前 施工に先立ち練混ぜ施設、練混ぜ時間等について、監督員の承諾

受理 着手前
洗掘防止マットの製作に先立ち、形状寸法を記載した製作図を監督員に
提出

確認 施工前
敷設面に異常を発見したときは監督員にその事実が確認できる資料を提
出し確認

承諾 施工前
洗掘防止マットの目地処理を重ね合せとし、その重ね合せ幅は仕様書の
基準値とする。なお、これにより難い場合、受注者は、施工に先立ち設計
図書に関して監督員の承諾

承諾 施工前
アスファルトマットの敷設を吊金具による水平吊りができない場合、受注者
は、施工に先立ち設計図書に関して監督員の承諾

蓋コンクリート工 1.蓋コンクリート 承諾 施工前 ５－３－１１
蓋コンクリートにアンカーを取付ける場合、事前に設計図書に関して監督
員の承諾

承諾 施工前 施工に先立ち転置時期について、監督員の承諾

承諾 施工前
蓋ブロックにアンカーを取り付ける場合、事前に設計図書に関して監督員
の承諾

1.蓋ブロック据付 受理 施工前 施工に先立ち蓋ブロックの据付時期を監督員に通知

共通的工種

共通的工種

洗掘防止工 1.洗掘防止 ５－３－９

蓋ブロック工
1.蓋ブロック製作

５－３－１２

締 固 工

1.ロッドコンパク
ション

５－３－７

2.サンドコンパク
ションパイル

 ５－３－７

５－３－６圧密・排水工

1.深層混合処理
杭 ５－３－８

7.グラベルドレー
ン

固化工
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確　認　事　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

承諾 着手前
組合せ矢板及び異形矢板を製作する場合、工場で加工及び製作しなけ
ればならない。なお、やむを得ず現場で製作する場合、受注者は、製作
に先立ち設計図書に関して監督員の承諾

協議 施工中

地層の変化、障害物などにより、打込み困難な状況が生じた場合、若しく
は土質条件に比べて矢板の貫入量が異常に大きい場合、打込みを中断
しなければならない。また、速やかに監督員に通知し、設計図書に関して
監督員と協議

承諾 施工中
鋼矢板打込み方向の傾斜が矢板の上下で矢板１枚幅以上の差が生じる
恐れがある場合、設計図書に関して監督員の承諾

承諾 施工中
矢板打込み後、継手が離脱していることが認められる場合、引き抜いて打
ち直さなければならない。ただし、引抜きが不可能な場合は、速やかに監
督員に通知し、設計図書に関して監督員の承諾

受理 施工後
「漁港漁場関係工事出来形管理基準」に基づき、矢板の貫入量、矢板の
打撃回数の記録を取り、監督員に提出

承諾 着手前
組合せ矢板及び異形矢板を製作する場合、工場で加工及び製作しなけ
ればならない。なお、やむを得ず現場で製作する場合、受注者は、製作
に先立ち設計図書に関して監督員の承諾

協議 施工中

地層の変化、障害物などにより、打込み困難な状況が生じた場合、若しく
は土質条件に比べて矢板の貫入量が異常に大きい場合、打込みを中断
しなければならない。また、速やかに監督員に通知し、設計図書に関して
監督員と協議

承諾 施工中
鋼矢板打込み方向の傾斜が矢板の上下で矢板１枚幅以上の差が生じる
恐れがある場合、設計図書に関して監督員の承諾

承諾 施工中
矢板打込み後、継手が離脱していることが認められる場合、引き抜いて打
ち直さなければならない。ただし、引抜きが不可能な場合は、速やかに監
督員に通知し、設計図書に関して監督員の承諾

受理 施工後
「漁港漁場関係工事出来形管理基準」に基づき、矢板の貫入量、矢板の
打撃回数の記録を取り、監督員に提出

承諾 施工前 施工に先立ち支持杭の打止め深度の確認方法について、監督員の承諾

協議 施工中

支持杭打設において、杭先端が規定の深度に達する前に打込み不能と
なった場合は、速やかに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協
議しなければならない。また、受注者は、支持力の測定値が設計図書に
示された支持力に達しない場合は、速やかに監督員に通知し、設計図書
に関して監督員と協議

承諾 施工前 継手構造及び溶接方法について事前に監督員に承諾

受理 施工後
「漁港漁場関係工事出来形管理基準」に基づき、杭の貫入量、杭の打撃
回数、打止り付近のリバウンド量、打止り付近のラム落下高又は打撃エネ
ルギーの記録を取り、監督員に提出

5.タ イ 材
   (1)　タイロッド 承諾 着工前

施工に先立ち施工順序、背面土砂高さ、前面浚渫深さ及び緊張力の大き
さを十分検討し、監督員の承諾

   (2)　タイワイヤー 承諾 着工前
施工に先立ち、背面土砂高さ、前面浚渫深さ及び緊張力の大きさを十分
検討し、監督員の承諾

承諾 施工前 施工に先立ち支持杭の打止め深度の確認方法について、監督員の承諾

協議 施工中

支持杭打設において、杭先端が規定の深度に達する前に打込み不能と
なった場合は、速やかに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協
議しなければならない。また、受注者は、支持力の測定値が設計図書に
示された支持力に達しない場合は、速やかに監督員に通知し、設計図書
に関して監督員と協議

承諾 施工前 継手構造及び溶接方法について事前に監督員に承諾

承諾 施工前
杭にずれ止めを施工する場合の溶接方法は、設計図書の定めによるもの
とする。なお、これによらない場合は、事前に監督員の承諾

受理 施工後
「漁港漁場関係工事出来形管理基準」に基づき、杭の貫入量、杭の打撃
回数、打止り付近のリバウンド量、打止り付近のラム落下高又は打撃エネ
ルギーの記録を取り、監督員に提出

1.電気防食 承諾 施工前
設計図書に陽極の個数及び配置が定められていない場合、陽極の取付
個数及び配置の計算書及び図面を施工に先立ち提出し、設計図書に関
して監督員の承諾

5.防食塗装 承諾 施工前 素地調整後、下塗を始めるまでの最長時間は、事前に監督員の承諾

協議 施工前
地層の変化などにより設計図書の定めにより難い場合は、速やかに監督
員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

承諾 施工前 引き続き同一工事で置換えを行う場合は、監督員の承諾

協議 施工前
地層の変化などにより設計図書の定めにより難い場合は、速やかに監督
員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

承諾 施工前 引き続き同一工事で置換えを行う場合は、監督員の承諾

協議 施工前
地層の変化などにより設計図書の定めにより難い場合は、速やかに監督
員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

承諾 施工前 引き続き同一工事で置換えを行う場合は、監督員の承諾

4.砕岩床堀 承諾 施工前 引き続き同一工事で置換えを行う場合は、監督員の承諾

５－５－２

共通的工種

海上地盤改
良工

床堀工

５－３－１４

鋼 杭 工 2.鋼　　杭 ５－３－１５

1.ポンプ床堀

2.グラブ床堀

3.硬土盤床堀

防食工 ５－３－１７

鋼矢板工 2.鋼 矢 板 ５－３－１３

控　　工 2.控鋼矢板 ５－３－１４

控　　工

3.控 鋼 杭
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確　認　事　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

協議 施工前
地層の変化などにより設計図書の定めにより難い場合は、速やかに監督
員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

承諾 施工前 引き続き同一工事で置換えを行う場合は、監督員の承諾

1.基礎ブロック製
作

協議 施工前 施工に先立ち転置時期について、監督員の承諾

2.基礎ブロック据
付

受理 施工前 施工に先立ち基礎ブロックの据付時期を監督員に通知

3.マ ッ ト 受理 施工前 製作に先立ち、形状寸法を記載した製作図を監督員に提出

7.コンクリート 指示
製作

完了後
ケーソン製作完了後、ケーソン番号、吃水目盛り等をケーソンに表示しな
ければならない。なお、その位置及び内容は、監督員の指示

2.止 水 板 受理 施工前
ケーソンに止水板を取り付けた場合、ケーソン進水後に止水状況を確認
し、取付箇所から漏水がある場合は、直ちに処置を行い、監督員に通知

受理 施工前 ケーソン進水時期を事前に監督員に通知

協議 着手前
ケーソン進水に先立ち、斜路を詳細に調査し、進水作業における事故防
止に努めなければならない。なお、異常を発見した場合は、直ちに監督
員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

承諾 施工前
施工に先立ち使用する吊枠の形状、材質及び吊具の配置、形状寸法に
ついて、監督員の承諾

協議 施工前
ケーソンに埋め込まれた吊金具は、施工に先立ち点検しなければならな
い。また、異常を発見した場合は、直ちに監督員に通知し、設計図書に関
して監督員と協議

受理 施工後
ケーソン進水完了後、ケーソンに異常のないことを確認しなければならな
い。また、異常を発見した場合は、直ちに処置を行い、監督員に通知

協議 施工前
ケーソン仮置に先立ち、仮置場所を調査しなければならない。なお、異常
を発見した場合は、直ちに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と
協議

受理 施工前
ケーソンの仮置期間中、気象、海象に十分注意し、管理しなければならな
い。なお、異常を発見した場合は、直ちに処置を行い、監督員に通知

6.回航・えい航 受理 施工前 ケーソンえい航時期を、事前に監督員に通知

協議 施工前
ケーソンえい航に先立ち、ケーソンの破損、漏水、その他えい航中の事故
の原因となる箇所のないことを確認しなければならない。また、異常を発
見した場合は、直ちに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

受理 施工前
ケーソンえい航に先立ち、えい航に使用するロープの品質、形状寸法、及
びケーソンとの連結方法を、監督員に通知

受理 施工前
ケーソンえい航完了後、ケーソンに異常のないことを確認しなければなら
ない。また、異常を発見した場合は、直ちに処置を行い、監督員に通知

受理 施工前
ケーソンの回航時期、寄港地、避難場所、回航経路及び連絡体制を、事
前に監督員に通知

協議 施工前
ケーソン回航に先立ち、ケーソンの破損、漏水、その他回航中の事故の
原因となる箇所のないことを確認しなければならない。また、異常を発見し
た場合は、直ちに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と協議

協議 施工前
大回しロープにはワイヤーロープを使用し、その巻き数は二重としなけれ
ばならない。ただし、港内をえい航する場合は、監督員と協議

協議 施工前
大回しロープの位置を浮心付近に固定し、隅角部をゴム板、木材又は鋼
材で保護しなければならない。ただし、港内をえい航する場合は、監督員
と協議

受理 施工前
ケーソン回航に先立ち、回航に使用するロープの品質及び形状寸法を、
監督員に通知

受理 施工前

ケーソンを寄港又は避難させた場合、直ちにケーソンの異常の有無を監
督員に通知しなければならない。なお、目的地に到着の時も同様とする。
また、回航計画に定める地点を通過した時は、通過時刻及び異常の有無
を同様に通知

受理 施工前
ケーソンを途中寄港又は避難させる場合の仮置方法について、事前に監
督職員に通知

受理 施工前
ケーソン回航完了後、ケーソンに異常のないことを確認しなければならな
い。また、異常を発見した場合は、直ちに処置を行い、監督員に通知

受理 施工前 ケーソン据付時期を事前に監督員に通知

受理 施工前
ケーソン据付作業完了後、ケーソンに異常がないことを確認しなければな
らない。また、異常を発見した場合は、直ちに処置を行い、監督員に通知

本体ブロック製作
工

4.コンクリート工 承諾 施工前 ５－８－２
本体ブロックを転置する場合、急激な衝撃や力が作用しないよう施工しな
ければならない。また、施工に先立ち、転置時期について、監督員の承諾

本体ブロック据付
工

1.本体ブロック据
付

受理 施工前 ５－８－３ 施工に先立ち本体ブロックの据付時期を監督員に通知

前面壁ブロック工
張りブロック工

2.ブロック据付 受理 施工前 ５－８－７ 施工に先立ちブロックの据付時期を監督員に通知

５－５－２
海上地盤改
良工

床堀工 5.バックホウ床堀

本体工
（ケーソン式）

本体工
（ケーソン式）

4.進　　水

５－７－３

5.仮　　置

ケーソン進水据
付工

6.回航・えい航

５－７－３

7.据　　付

ケーソン進水据
付工

ケーソン進水据
付工

6.回航・えい航

基 礎 工 基礎ブロック工 ５－６－６

ケーソン製作工 ５－７－２

本体工
（ブロック式）

５－７－３
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細 別 内 容

　　第13編　漁港漁場編

確　認　事　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

4.コンクリート工 承諾 施工前
やむを得ず図面で定められていない場所に打継目を設ける場合、構造物
の強度、耐久性及び外観を害しないように、その位置、方向及び施工方
法を定め、事前に設計図書に関して監督員の承諾

5.補助ヤード施
設

承諾 施工前
補助ヤード施設の場所及び規模等については、設計図書の定めによるも
のとする。なお、これにより難い場合、受注者は、設計図書に関して監督
員の承諾

1.捨ブロック製作 承諾 施工前
製作した捨ブロックを転置する場合、急激な衝撃や力が作用しないよう施
工しなければならない。また、施工に先立ち転置時期について、監督員の
承諾

2.捨ブロック据付 受理 施工前 施工に先立ち捨ブロックの据付時期を監督員に通知

場所打コンクリー
ト工

4.コンクリート 承諾 施工前 ５－１０－５
やむを得ず図面で定められていない場所に打継目を設ける場合、構造物
の強度、耐久性及び外観を害しないように、その位置、方向及び施工方
法を定め、事前に設計図書に関して監督員の承諾

協議 施工中

地層の変化、障害物などにより、打込み困難な状況が生じた場合、若しく
は土質条件に比べて矢板の貫入量が異常に大きい場合、打込みを中断
しなければならない。また、速やかに監督員に通知し、設計図書に関して
監督員と協議

承諾 施工中
矢板打込み後、継手が離脱していることが認められる場合、引き抜いて打
ち直さなければならない。ただし、引抜きが不可能な場合は、速やかに監
督員に通知し、設計図書に関して監督員の承諾

受理 施工後
「漁港漁場関係工事出来形管理基準」に基づき、矢板の貫入量、矢板の
打撃回数の記録を取り、監督員に提出

1.被覆ブロック製
作

承諾 施工前
製作した被覆ブロックを転置する場合、急激な衝撃や力が作用しないよう
施工しなければならない。また、施工に先立ち転置時期について、監督
員の承諾

2.被覆ブロック据
付

受理 施工前 施工に先立ち被覆ブロックの据付時期を監督員に通知

1.根固ブロック製
作

承諾 施工前
製作した根固ブロックを転置する場合、急激な衝撃や力が作用しないよう
施工しなければならない。また、施工に先立ち転置時期について、監督
員の承諾

1.根固ブロック据
付

受理 施工前 施工に先立ち根固ブロックの据付時期を監督員に通知

承諾 施工前
やむを得ず図面で定められていない場所に打継目を設ける場合、構造物
の強度、耐久性及び外観を害しないように、その位置、方向及び施工方
法を定め、事前に設計図書に関して監督員の承諾

承諾 施工前
上部コンクリートに作業用の係留環等を取付ける場合、事前に監督員の
承諾

上部コンクリート
工

6.補助ヤード施
設

承諾 施工前 ５－１６－２
補助ヤード施設の場所及び規模等については、設計図書の定めによるも
のとする。なお、これにより難い場合、受注者は、設計図書に関して監督
員の承諾

1.上部ブロック製
作

承諾 施工前
製作した上部ブロックを転置する場合、急激な衝撃や力が作用しないよう
施工しなければならない。また、施工に先立ち転置時期について、監督
員の承諾

2.上部ブロック据
付

受理 施工前 施工に先立ち上部ブロックの据付時期を監督員に通知

1.係 船 柱
  (2) 製　　作

承諾 施工前 肉厚のプラス側の許容範囲を変更する場合、事前に監督員の承諾

   (3) 施　　工 承諾 施工前 素地調整後、下塗を始めるまでの最長時間は、事前に監督員の承諾

1.防 舷 材
  (1) 製　　作 承諾 施工前

防舷材・付属品の形状寸法の詳細図及び性能曲線図を事前に監督員に
提出し、承諾

承諾 施工前 防舷材の取付方法は、事前に監督員の承諾

承諾 施工前
温度や接岸速度がゴム防舷材の性能に及ぼす影響を考慮している場合
には、品質管理の観点から温度係数・速度係数を表す性能を示すデータ
を事前に監督員に提出し承諾

車止・縁金物工
1.車止・縁金物
  (2) 施　　工

承諾 着手前 ５－１７－４ 塗装に先立ち、塗装間隔及びシンナー希釈率について、監督員の承諾

1.消波ブロック製
作

承諾 施工前
製作した消波ブロックを転置する場合、急激な衝撃や力が作用しないよう
施工しなければならない。また、施工に先立ち転置時期について、監督
員の承諾

2.消波ブロック据
付

受理 施工前 施工に先立ち消波ブロックの据付時期を監督員に通知

受理 施工前 製作に先立ち、形状寸法を記載した製作図を監督員に提出

承諾 施工前
マットの目地処理を重ね合せとし、その重ね合せ幅は仕様書の基準値と
する。なお、これにより難い場合、受注者は、施工に先立ち設計図書に関
して監督員の承諾

承諾 施工前
アスファルトマットの敷設を吊金具による水平吊りとしなければならない。
なお、吊金具による水平吊りができない場合、受注者は、施工に先立ち、
監督員の承諾

裏埋工 1.裏 埋 材 協議 施工中 ５－１９－３
隣接構造物等の状況を把握し、以上沈下、滑動等が生じる恐れがある場
合及び生じた場合、直ちに監督員に通知し、設計図書に関して監督員と
協議

消波工 消波ブロック工 ５－１８－３

埋立・
裏埋工

裏込工 4.吸出し防止材 ５－１９－２

上部ブロック工 ５－１６－３

付属工

係船柱工 ５－１７－２

防舷材工 ５－１７－３
   (2) 施　　工

上部工

被覆・根固工

被覆ブロック工 ５－１５－４

根固ブロック工 ５－１５－５

5.コンクリート

５－９－２

本体工
（捨石・捨ブロッ
ク式）

捨ブロック工 ５－１０－４

本体工
（コンクリート矢
板式）

コンクリート矢板
工

1.コンクリート矢
板

５－１２－２

場所打コンクリー
ト工

上部工
上部コンクリート
工

５－１６－２

本体工
（場所打式）
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細 別 内 容

　　第13編　漁港漁場編

確　認　事　項
監督方法 監督時期

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

土工 伐開工 1.伐開 承諾 施工前 ５－２１－６
伐開、除根及び表土除去により生じた切株等の処理方法について、事前
に監督員に通知し、承諾

維持補修工 維持塗装工
2.車止塗装、縁
金物塗装

承諾 施工前 ５－２３－２ 塗装に先立ち、塗装間隔及びシンナー希釈率について、監督員の承諾

魚礁製作工
単体魚礁製作

1.単体魚礁製作 受理 施工前 ５－２４－２
製作した魚礁を転置する場合、急激な衝撃や力が作用しないよう施工し
なければならない。また、施工に先立ち転置時期について、監督員の承
諾

受理 施工前 施工に先立ち魚礁の沈設時期を監督員に通知

承諾 施工前
必要に応じて沈設工事の施工範囲を示す標識を設置し、管理するものと
する。なお、標識灯や浮標灯の構造形式や設置場所等は、監督員の承
諾

6.ケーソン撤去 承諾 施工前
ケーソン撤去を行うに当り、付着した土砂、泥土、ゴミ等を現場内で取り除
いた後、運搬しなければならない。なお、これにより難い場合は設計図書
に関して監督員の承諾

7.ブロック撤去 承諾 施工前
ブロック撤去を行うに当り、付着した土砂、泥土、ゴミ等を現場内で取り除
いた後、運搬しなければならない。なお、これにより難い場合は設計図書
に関して監督員の承諾

8.鋼矢板・Ｈ形鋼
杭引抜き撤去

承諾 施工前
引き抜き跡の空洞を砂等で充填するなどして地盤沈下を生じないようにし
なければならない。なお、これにより難い場合は設計図書に関して監督員
の承諾

現場鋼材溶接工

1.現場鋼材溶
接、被覆溶接（水
中）、スタッド溶接
（水中）

受理
手直し
施工前

５－２８－２ ひずみの状況及び手直し等の処置内容を監督員に通知

その他雑工 1.清　　掃 承諾 施工前 ５－２８－４
鋼構造物に付着した海生生物及びさび等を除去する場合、監督員の承
諾

雑　　工

魚礁工

魚礁沈設工 2.沈　設 ５－２４－４

構造物撤去
工

撤去工 ５－２６－３
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第1章
　　総則

施工の中止 受理 施工中 第６条
降雨、気温の低下により施工に適さないと判断された場合は、すみやかに
中止し、監督員に報告

材料及び品質 3.品質証明 受理 施工前 第７条 塗料及びガラスビーズの晶質証明書を監督員に提出

3.作図 指示 施工前
芯出し、寸法等の計測は、設計図書に基づき正確を期するものとする。作
図にあたっては事前に監督員に報告し、その指示

5.塗装 承諾 施工前
塗装に先立ちアスファルトフェルト紙やブリキ板等でテスト引きを行い、
色、厚さ、幅、散布ガラスビーズ量等のチェックを行い監督員の承諾

材料及び品質 3.品質証明 受理 施工前 第９条 塗料及びガラスビーズの晶質証明書を監督員に提出

2.キャリブレー
ション検査

承諾 施工前
スプレーマーカーの塗装は、前もってマーカーの能力を検定し、吐出量
塗布量から施工スピードを決定し監督員の承諾

4.作図 指示 施工前 作図にあたっては事前に監督員に報告しその指示

材料及び品質 3.品質証明 受理 施工前 第11条 塗料及びガラスビーズの品質証明書を監督員に提出

施工 指示 着手前 第１２条 作図にあたっては事前に監督員に報告しその指示

標示の消去 承諾 施工前 第１３条 施工にあたり監督員の承諾

協議 施工前 第１４条
事業固有名称及び施工年月を表示しなければならない。表示位置につ
いては監督員と協議

細 別

立会 施工前

植栽樹木は引き渡し後、1年以内に枯死、枝条枯損、樹形不良となった場
合は、受注者は監督員立会のうえ、必要な場合は学識経験者を交えてそ
の原因を調査し、その理由が植栽木、植栽施工等受注者の責にあると認
められるときは、指定期間以内にもと植栽した樹木材料と同等又はそれ以
上のものを受注者の負担において植えかえるものとする

協議 施工前
荒物（山取）若しくは移植等である程度の枯死が予測される場合は監督
員、受注者、協議のうえ決定

支給材料 立会 施工前 第４条 掘りとり前に監督員と立会のうえ検収

(1)樹木寸法
　　1)樹木材料

承諾 施工前
植栽適期外若しくは栽培品でないもの等で監督員が承諾した場合にはこ
の限りではない。

　　2)樹木規格 承諾 施工前 落葉樹で監督員の承諾を得た場合は振い根としてもよい

　　3)苗畑検収 検査 施工前 監督員が必要と認める場合は栽培地の検査

　　4)現場検収 現場検収 施工前 植栽材料は、工事現場に持ち込んだ後植付ける前に必ず現場検収

(4)客土用土 承諾 施工前 搬入前に産地名とともに見本を監督員に提出してその承諾

承諾 施工前
原則として水極めとする。ただし、現場の状況・樹種によっては、監督員の
承諾を得て土極めで行ってよい

指示 施工前 植付け位置、方向は設計図書又は監督員の指示

承諾 施工前
落葉低木（ハギ・アジサイ等）の枝葉を切り落として植付けるときは、事前
に監督員の承諾

協議 施工前 各種の花色を有する低木の配色については、監督員と協議

(6)シバ・草及び
樹木のたね吹付
け

承諾 施工前 種子の配合は、種子ごとの分量を計算し、監督員の承諾

移植工事 根回しの時期 承諾 施工前 第106条 根回しの時期について、あらかじめ監督員の承諾

年間管理 年間管理 承諾 着手前 第201号
緑化植物の年間管理は、実施計画書を作成の上、監督員の承諾を受け
て適時に実施する

承諾 施工前 薬剤の種類、量は、監督員と協議し承諾を受けて使用する

　　4)傾斜の倒伏 承諾 施工前 この処置については、監督員と協議

協議 施工前
実施に先立ち、対象樹木の種類、病気、使用薬剤、薬剤の使用方法、及
び実施日、天候の状況、周辺居住者等への周知徹底の方法について監
督員と十分協議

協議 施工前
樹高の高い樹木に対して実施する場合等で、これにより難い場合は、実
施方法について、監督員と十分協議

植栽工事

第3章　管理編

土木工事
共通仕様書

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項

第５章
　　その他

施工
（スプレーマーカー工
法）

第1章　共通編

損傷樹木の手当
て

第210号

(2)低木植付け植付け

(1)高木植付け
　　②埋込み

第102条

枯補償 第３条

病・虫害防除 病・虫害防除 第211号

材料
納入材料 第５条

第2章　植栽編

樹木保護

総則

区画線設置工事共通仕様書

監督方法

指 示 ・ 承 諾 等 を 要 す る 事 項
確　　認　　事　　項

監督方法 監督時期
内 容

土木工事
共通仕様書

第８条

植栽工事共通仕様書

内 容

施工
（ハンドマーカ一工
法）

確　　認　　事　　項

第１０条

監督時期

第2章
　　溶融式

第３章
　　加熱式

第４章
　　常温式

受注者名及び施工年月日等の打刻
表示（溶融式のみ）
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